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章 項     目 特    記    事    項

１
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

1.適用基準等

Ⅲ．建築工事仕様

２.　敷地面積

３.　工事内容

棟名称

構　造

建築面積

工事項目

１.共通仕様

２.特記仕様

1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)特記事項は、○印の付いたものを適用する。

延べ面積

3)項目に記載の（　）内番号は標準仕様書の当該項目、図又は表を示す。

工事特記仕様書

Ⅰ．工 事 名

Ⅱ．工事概要

１.　工事場所

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、公共建築工事標準仕様書(「建築工

事編」最新版)(以下「標準仕様書」)及び公共建築改修工事標準仕様書（「建築工事

偏」最新版)

2.施工条件

3.発生材の

　処理等

・本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であっ

て、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

(平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。) 

施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、

建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化

等の実施について適正な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した

条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

　（1.3.11）

(3)受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れ

　 が生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

　 協力を行った場合には、速やかに発注者に報告すること。発注者

　 への報告は必ず文書で行うこと。

(2)(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な

19.不当介入を

  受けた場合

　の措置

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置

(1)受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱

要網第2条第1項第14号）を受けた場合の措置について

 　第2条第1項第12号)による不当介入を受けた場合は、断固として

 　これを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに

 　三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行

   うこと。

20.消防法関

 係の手続き

1） 消火器に係る消防法用設備等設置届出書の作成

　・本工事　（・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事）

　・別途工事

２）防火対象物使用開始届出書

　書類の作成（建築図面の作成及び建築に関する部分の記入）を

　行うこと。

  等

1） 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能

2） 本工事に使用する木材は、津市公共建築物等木材利用方針に基づ

　き、木材の利用に努めること。

　を有する新品とするほか「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

　建築材料等評価名簿」(最新版) と同等とする。品質が求められる水

　準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

3） 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、

　Ｆ☆☆☆☆以上とする。

8.建築材料

・ 特別管理産業廃棄物　・有(　　　　)　処理方法(　　　　)

・ 引渡を要するもの　（・無　　　　・　　　　　）

・ アスベスト成形板等解体時の留意点

　　1.手ばらし等、出来るだけ粉塵の発生しない方法で行うこと。

　　2.可能であれば湿潤状態（散水）として作業を進めること。

　　3.飛散されない様にすること。

　　4.保護具及び作業着を着用すること。

　　5.解体されたボード等は、蓋のある容器に入れること。

 ・建設発生木材

・ 再資源化を図るもの　・コンクリート塊

 ・アスファルトコンクリート塊

  引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し監

　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事

 に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進

 に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係

 法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に

 処理し、監督員に報告する。

 (マニフェストA、B2、D、E票を提示すること。)

　情報交換

　システムの

　利用

工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、

「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換

実績報告を行うこと。

システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステムへ

が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の4月1日から8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して

当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物

処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することは

できない。

　廃棄物税

　受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者

　適用する

　技術者

督員へ提出すること。

　　6.事前に使用箇所や状況の調査を行い記録すること。

　職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

分別解体等の方法

工程 作業の有無 分別解体等の方法

造成等 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

基礎・基礎ぐい ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

上部構造部分・　 ・有・無 ・手作業

外装 ・手作業、機械作業の併用

屋根 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

建築設備・内装等 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

その他 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

　 （1.3.3）

　 （1.5.2）

4.建設副産物

5.三重県産業

6.電気保安

7.技能士

法に基づく労衛

生害防止措置

21.労働安全衛生 　労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある

場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、

本工事の受注者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事

の請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

の使用の禁止

1）一般事項

資機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不

正軽油(地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等)の規定に

違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

2)調査の協力

力しなければならない。また受注者は、下請負者等に同調査に協力す

るよう管理及び監督しなければならない。

3)是正措置

　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を

講じなければならない。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用

が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなけ

ればならない。

22.不正軽油

　屋外広告物を設置する場合は「三重県屋外広告物条例」第23条に規

定する屋外広告業の登録事業者であること。

未加入対策

　適用除外でないにも関わらず、社会保険等が未加入である建設業者を下

ない。

請契約（受注者が直接締結する請負契約に限る。）の相手方としてはなら

　下請契約に先立って、選定の候補となる業者について社会保険等の加入

合には、早期に加入手続きを進めるよう指導を行うこと。

状況を確認し、適用除外でないにも関わらず社会保険等が未加入である場

速やかに対応すること。

欄により、下請業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。

　受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」

　また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、

23.屋外広告物

24.社会保険等

　市工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（

　受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協

本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

　１） 建築工事標準詳細図

　２） 建築物解体工事共通仕様書

　３） 津市公共建築物等木材利用方針

　濃度測定

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

ｴﾁﾙ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ
適用 施設用途 ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

住宅

その他

学校,教育施設

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ﾎﾙﾑ

　測定方法（・パッシブ法　 ・アクティブ法　）

　報告書提出部数　2部

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の

指定工法による。

された建設機械の使用に努めること。

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定

　 の工法

　 の防止

　 （1.5.9）

9.化学物質の

10.特別な材料

11.騒音・振動

12.工事写真

13.完成図書

14.完成写真

　 （1.7.2）

施工範囲

　との取合い ・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

・駆動装置又は電動建具等の2次側配管配線及び操作スイッチ施工図

・設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督

　員の承諾を受けること。

15.設備工事

　工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ

共、既存にならい補修すること。

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報する

　発生時 とともに、所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日

までに監督員に提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、

当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

・ 図示のベンチマーク(B.M)　　　　　　　mm

（現状地盤はB.M 　　　　　　　mm）
16.設計GL

17.養生その他

18.事故の

　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

監修（最新版））に従い撮影する。

　提出部数　１部　用紙は上質紙とする。

・ 作成する (・ 完成図　・ 保全に関する資料　・ (　　　))

・ 完成図作図範囲（配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等）

 　完成図はCADにより作成することとし、著作権（著作権法第２７

　 条及び第２８条に規定する権利を含む）は発注者に移譲するも

　 のとする。また、製本２部により提出すること。

・ デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。

　（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

　箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できな

　い場合や枚数が多大になる場合には、監督員と協議すること。

　写真は、着工前・施工中・完成を同一場所から、黒板なしで撮影

　すること。

特記仕様書（1）

三重県津市栗真中山町　地内

3968.39　㎡

三重武道館弓道場（遠的）

222.80　㎡　（道場：214.80　㎡　　看的室兼倉庫：8.00　㎡）

202.50　㎡　（道場：194.50　㎡　　看的室兼倉庫：8.00　㎡）

新築

+50

+50～+530

鉄骨造平家建

A-01

　対象箇所（・図示(図面番号：A-13)　・(　　　　　　　　）)

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成24年版）

施工方法及び検査に関する事項

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手

　までに市監督員の承諾を得ること。

※　工事期間中についても、同敷地内の津市北部市民センターは運営

　するため、支障をきたさないよう、工事の遂行に必要な施工体制を

　確保し安全対策に十分注意し、施設運営に配慮すること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防

　止に努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに

　提出し工事の遂行に影響の無いよう努めること。

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規

　制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事と

　し又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意

　をもって地元調整を行い、工事の再開は市監督員の承認を得てから

　行うこと。

※　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周

　道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全の

　注意を払うこと。

※　場外退出時、車両足廻りの洗浄等を行い、汚損等しないようにす

　ること。

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

※　大型車両通行時には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全

　に十分配慮すること。

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事

　請負者の責任において速やかに現状復旧するとともに市監督員に報

　告書を提出すること。

※　工事着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監

　員立合いのもと写真に記録しておくこと。また、工事過程に於いて、

　既設施設に破損等を与えた場合は、請負者の負担において速やかに

　復旧すると共に、市監督員に報告すること。

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められる

　もの並びに、取り合いのはつり補修復旧は本工事に含む。なお内訳

　書の数量は参考とし、当図面を優先する。

※　工事用水、電力については既存の施設を利用できない。

(　外構　)
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2.監督員事務所

数量 個

足

組 台

着

個

個

受注者加入

個

電話・FAX

台 台

個

個 個

台

台

部 位 等

床

内壁・天井

屋根

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り、調合ペイント塗り

合板張り又はビニール床シート張り

仕 上 げ

3.仮設便所

構内既存の施設4．工事用水

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

5.工事用電力

　 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

構内既存の施設

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

　起因する電力料金は本工事に含まれる。

6.足場

４
　
地
　
業
　
工
　
事

・設置する。

監督員事務所の規模（単位：㎡）

10程度 20程度 35程度 65程度 100程度

適用

規模

種類 黒板・白板書棚机・いす 掛時計 温度計

数量

種類 長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類ロッカー

数量

種類 消火器 掃除具 インターネット 冷暖房機器

監督員職員事務所の仕上げ

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン

足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)

（厚生労働省平成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場

手すり先行専用足場方式により行うこと。

2.適用基準

3.施工記録

4.根拠資料

に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。

国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するため

に講ずべき措置」（平成28年3月4日）

たうえで提出し、確認を受けること。また電流値が記録されたチャート

紙等の原本を合わせて提示し、必ず監督員の確認を受けること。

の施工記録を取りまとめ、翌週以内に監督員に、工事打合せ簿を添付し

　受注者は、杭の施工期間中は、１ 週間ごとに、その週に施工した杭

替する記録を確保するための手法については、施工計画書に明記してお

くこと。

　なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代

　共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した

施工管理資料の根拠となる資料（施工記録の原本、チャート紙、電子的

な記録やプリントアウト紙等）は、受注者において全て適切に管理し、

保管しなければならない。保管期間は契約書第３１条第４項又は第５項

（第３８条においてこれらの規定を準用する場合を含む。）の規定によ

る引渡しを受けた日から１０年とする。

　また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または

提示しなければならない。

　の備品

1.監督員事務所

1.杭の施工管理 杭工事特記仕様書による。

・ SC杭　　

試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

試験方法　・ 平板載荷　　・ （　　　　　）　　　　　

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

・ PHC杭　

  　　・ A種  ・ B種　・ C種　・ D種　・ E種　・ F種

・ PRC杭

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

(参考表)

種別 杭径(mm) 杭長 継手数 セット数 備考
長期設計

支持力(kN/本)

　　先端形状    ・ 開放型　　・ 閉そく型

施工方法

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

　・ セメントミルク工法

　　　・ オーガーの支持地盤への掘削深さ 

　　　・ 杭の支持地盤への根入れ深さ

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

・ H形鋼杭　 　・ SHK400　　・ SHK490M

補強方法　　・ 補強バンド　　・ （　　　　　）

継手　　　　・ JISA5525(鋼管ぐい)

施工方法

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

   （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

施工方法

　・ アースドリル工法

　・ リバース工法

　・ オールケーシング工法

　・ 鋼管コンクリート杭工法

5.試験杭及び

 試験掘(4.2.2)

6.杭の支持地盤

7.水平方向の

　位置ずれ

8.杭の載荷試験

(4.2.3)

9.地盤の載荷

 試験 (4.2.4)

10.既製ｺﾝｸﾘｰﾄ

　杭 (4.3.2)

(4.3.3)

(4.3.4)

(4.3.5)

(4.3.7)

11.鋼杭地業

(4.4.2)

(表4.4.2)

(4.4.4)

(4.3.3)

(4.3.6)

(4.3.5)

12.場所打ち

　コンクリート

　杭地業

(3.3.3)

3.山留めの撤去

(3.2.5)

2.建設発生土

　の処理

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・ 自由処分

種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

(表3.2.1)

(3.2.3)

1.埋戻し及び盛土

7．交通誘導警備員

・ 撤去　　　　・存置

３
　
土
　
工
　
事

鉄筋定着

　・ 各部配筋参考図による

継手位置

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

4.継手

(5.3.2)

3.内法直径

・ ガス圧接

・ 重ね継手

径 部 位

(5.5.2)

8.機械式継手

及び溶接継手

・ 機械式継手　　種類(　　　　　)　　工法（　　　　　）

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 鉄筋相互のあき(　　　　　　)mm

・ 溶接継手

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 鉄筋相互のあき(　　　　　　)mm

　　　　　　　　 工法(　　　　　)

 の試験(5.4.9)

抜取試験方法    ・ 超音波探傷試験    ・ 引張試験7.圧接完了後

(5.3.7)

6.各部配筋

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

耐久性上不利な部分(塩害を受けるおそれのある部分等）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

軽量コンクリートで土に接する部分

(5.3.5)

(5.3.4)

厚さ及び間隔

5.鉄筋のかぶり

(5.2.2)

(5.2.1)

1.鉄筋の種類

2.溶接金網

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

  鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

網目の形状、寸法

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

種類の記号 径 備 考

・D16以下

・（　　　　）

・D19以上

・SD295A

・SD295B

・SD345

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

５
　
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

(2.3.1)

(2.3.1)

構内既存の施設　　・ 利用できる　　・ 利用できない

・ 試験掘　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　　　）

　・ 打込み工法　　設計支持力（　　　　　　)

　　　　　　　 　打込み杭の推定支持力の算定方法（　　　　　　　)

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

  　 （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　　　　　　・（    )m　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　　　　　・（    )m　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　長さ　(　 　)m

　・ 打込み工法　　設計支持力（　　　　　　)

　　　　　　　 　打込み杭の推定支持力の算定方法（　　　　　　　)

継手　　　　　・ アーク溶接　 ・ 無溶接継手（工法:       )

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

(4.3.7)

拡底　　　・ 行わない　　　・ 行う(　　　)(4.5.5)

(4.5.4)

(4.5.3)

孔壁の超音波測定　　・ 行う　　・ 行わない

鉄筋かごの補強

帯筋　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　・ 標準仕様書[4.5.3](a)(ⅲ)による　・ 図示（図面番号：　　　)

コンクリートの種別　　・ A種　　・ B種

　設計基準強度　(　　　)N/mm2

　セメントの種類　　・ 高炉セメントB種　　・ （　　　　　　）

　最小かぶり厚さ　（　　　）mm

　構造体強度補正値（S）・３N/mm2　　・（　　　　　）

(表4.5.1)

13.地盤改良 ・(               )工法

　　・ 六価クロム溶出試験

　　・ 室内配合試験

　　・ 一軸圧縮試験

厚さ(mm)　　・ 60  　・ （　　　）

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。 地業

14.砂及び砂利

(4.6.3)

15.捨コンクリート

(4.6.4) 地業

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （　　　　）             

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

16.床下防湿層

(4.6.5)

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

　ポリエチレンフィルム厚さ　 ・ 0.15mm以上　　・（　　　　）

　・ 標準仕様書[5.3.4](c)(1)

90°未満の折曲げの内法直径　　・図示（図面番号：　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　・ 標準仕様書[表5.3.4]　　・図示（図面番号：　　　）

　　　　　　　　 不良部分の修正方法(　　　　　　)

　　　　　　　　 不良部分の修正方法(　　　　　　)

普通コンクリートの設計基準強度

(6.10.1)

(6.11.3)

(6.11.1)

(6.2.4)

(6.2.2)

(6.2.1)

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの

使用骨材による

種類及び強度６
　
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

設計基準強度 Fc 適 用 箇 所 施工時期 スランプ

・18(cm)

軽量コンクリートの設計基準強度

・

・ 

・  　(N/mm2) ・　(cm)

設計基準強度 Fc スランプ
気乾単位

容積質量

・　　t/m3

種類適用箇所

2.コンクリートの

　類別 (6.2.1)

(表6.2.1)

3.コンクリート

 の仕上り

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

　・ A種    ・ B種    ・ C種

(6.2.5)

4.セメント

(6.3.1)

(表6.3.1)

類別   ・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類

・ 大臣認定品　　図示（図面番号：　　　　）

種類　　・ 普通ポルトランドセメント、混合セメントA種

　　　　・（　　　　　　）

　・ 適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

高炉セメントB種又はフライアッシュセメントB種

(6.3.1)

5.骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、工

事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機関で行い、

試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行う者が、

生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を行うこと。

・ 特殊な骨材の使用

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 再生骨材Ｈ

    (6.3.1)

6.混和材料

    (6.3.2)

混和材料   ・図示（図面番号：　　　　）

混和剤の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

8.コンクリート

　強度試験

圧縮強度試験の供試体の材齢

(6.9.3)

　・ 材齢28日　　　・型枠脱型用

　・ 材齢28日を超え91日以内

(6.8.3)

(6.8.2)

7.型枠 材料　　・複合合板　　(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

打増し厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　　）

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

・ 断熱材の兼用

・ ＭＣＲ工法用シート

　　・ 図示(図面番号：　　　　）

スリーブの材種、規格等

(表6.8.1)

　・ 標準仕様書[表6.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

・ 常時土又は水に直接接する部分　　図示（図面番号：　　　　）

９.寒中コンク

リート

適用期間(　　　　　)

　・ 調合管理強度、調合強度を積算温度を基に定める(6.11.2)

(6.12.2)

10.暑中コンク

リート

構造体強度補正値(S)

　・ 6　N/mm2　　　・（　　　　　）

適用箇所　　・ 図示（図面番号：　　　　）

リート

(6.13.1)

(6.13.2)

11.マスコンク

セメントの種類　　　・ 中庸熱ポルトランドセメント

　　　　　　　　　　・ 低熱ポルトランドセメント

　　　　　　　　　　・ 高炉セメントB種

　　　　　　　　　　・ フライアッシュセメントB種

　　　　　　　　　　・ 普通ポルトランドセメント

特記仕様書（2）

7.0

先端形状　　・ 開放形　　・（　　　　　　　　　　）

100

D19以上

D16以下

・　構造配筋標準図による

・　構造配筋標準図による

土間

A-02

配置　　・ 図示(図面番号：A-10）

・ 鋼管杭　　　・ STK400　　・ SKK490  

・18(cm)・21

捨て・18

（  50   ）mm以下

施工範囲　　・ 図示（図面番号：　S-08　）　

・ 図示

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

基礎・立上り

矢止め塀
・18(cm)

支持地盤の位置、種類　・ 図示（図面番号：S-06）　・（　　　　）

　　径　　・ 190.7　　・ 350　　・　400　　・ 450　　・（　　　）

先端羽根付190.7φ

・ 試験杭　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：S-06  ）

・21+S
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・(    )

9.ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

      (7.2.6)

（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨

・ 適用する1.施工管理技

術者

2.製作工場

(7.1.4)

(7.1.3) 製作工場の性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　・J　　・R　　・M　　・H　　・S

3.鋼材

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

  ・ A種  　・ B種　  ・ C種  

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み   

適用箇所及び種類

　・図示(図面番号：　　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ すべり耐力試験　　　　試験方法等　　・（　　　　　）

すべり耐力等の確認方法

　・ りん酸塩処理

　・ ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

摩擦面の処理

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料等、ボルトの径

　・ 行わない　　・ 行う　　　試験方法等　・（　　　　　　）

すべり係数試験

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

高力ボルトの径

　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト1種(F8T相当)

　・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

　・ トルシア形高力ボルト2種(S10T)　

種類        

(7.4.7)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.2)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.3)

4.高力ボルト

5.普通ボルト

    (7.4.2)

(表7.2.3)

(表7.10.1)

(7.10.3)

(7.3.2)

(7.2.4)

7.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

めっき高力ボルト

6.溶融亜鉛

      (7.2.5)

8.溶接材料

材質、形状及び寸法　　・ 図示(図面番号：　　　　）

溶接方法　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

柱底均しモルタルの工法、厚み

無収縮モルタルの材料及び調合

10.ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

11.柱底均し

　モルタル

(7.2.7)(7.7.8)

板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験12.材料試験等

     (7.2.9)

     (7.10.3)

  (表7.10.2)

(7.2.10)

仮組を行う範囲

・ 行わない　　・ 行う13.仮組

     (7.3.10)

　・ 行わない　　　・ 行う

溶接作業の技量付加試験

開先の形状15.溶接部の開先

(7.6.4)

      (7.6.3)

14.溶接作業に

おける技能資格者

エンドタブの切除　　

(7.6.7)

16.溶接施工

(7.6.11)

板厚が異なる場合の突合せ継手溶接部

　・低応力高サイクル疲労を受ける部位　図示（図面番号：　　　　　）

17.溶接部の試験 試験の種別                                        

・ 超音波探傷試験 　　 ・ （　　　　　）

溶接区分 AOQL(%) 検査水準 備 考

・ 2.5  
現場溶接

・ 4.0

・ 2.5
工場溶接 ・ 6

・ 4.0

・計数連続生産型抜取検査

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製ｽﾘｰﾌﾞの内面(鉄骨に溶接されたものに限る)

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・ 行わない　　・ 行う

　　種類

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]  (     )種

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.2]  (     )種

18.錆止め塗装

(7.8.3)

(表8.4.3)

(8.4.5)

(表8.4.2)

(8.4.4)

(8.4.3)

(8.4.2)

3.ALCパネル

・間仕切

・床

・屋根

　壁パネル

・外壁
・A種　・B種

・E種
・C種　・D種

構法

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

耐火性能

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・150
　パネル

・ F種・120

・100

　パネル
・ F種・100

・100

　パネル

・100

(N/mm2)
幅(mm)厚さ(mm)

荷重種類
呼び寸法単位

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

 

 

 

　　・パネル開口の限度　　・図示（図面番号：　　　）

 

種　　別 施　工　箇　所1.アスファルト

　防水

(表9.2.3)

～(表9.2.8)

(9.2.2)

(9.2.3) 改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

 

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート

　・ ポリエチレンフィルム（厚さ　0.15mm以上）

　・ フラットヤーンクロス（70g/㎡）

押え金物　

　・ アルミ製　L30×15×2.0    ・図示（　　）

断熱材

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法

種類　　　　　　　　　・ 空洞ブロック16

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ 21N/mm2    ・ （　　　　　）

コンクリートの調合　　・ 標準仕様書[表8.2.2]以外のとき(8.3.3)

(8.2.5)

(8.2.4)

(8.2.2)

　ブロック造

1.補強コンクリート

2.コンクリート

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

(8.3.2)

(8.3.3)

 及び塀

 ブロック帳壁

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

ブロックの種類　　　　・ 標準仕様書[表8.3.1]

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法、ブロックの厚さ

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

化粧　　　　　　　　　・ 有り　　・ 無し

部 位 種 別 仕 様

接合部（ボルト接合の場合）20.軽量形鋼構造

(7.11.2) 　・ 普通ボルト接合　　・ （　　　　　）

(7.9.2)

19.耐火被覆

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

(表9.2.3)

～(表9.2.6)

　乾式保護材　・ 使用する

脱気装置

屋根露出防水における仕上塗料

　・ 図示(図面番号：　　　）　種類（　　　　）　使用量（　　　）

(表9.2.7)

(表9.2.7)

(表9.2.8)

屋内防水密着工法における保護層

　・ 図示(図面番号：　　　）

(表9.2.9)

防水層の下地モルタル塗り(9.2.4)

　・ 図示(図面番号：　　　）

　種類　　・B種　　・（　　　　）

立上がりのコンクリート打放し仕上げの種別

　立上り部保護れんが　・ JIS R 1250   ・（　　　　）

　・ 設置数量　図示(図面番号：　　　）　　種類（　　　　　）

　・ 屋根保護防水断熱工法

　・ 屋根露出防水断熱工法

　立ち上がり部の保護コンクリート　・ 図示(図面番号：　　　）

屋根保護防水

７
　
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

９
　
　
防
　
水
　
工
　
事

８
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

スランプ　　　　・ 15cm  　  ・(       )

　　　　・ (           )

12.無筋コンク

リート

(6.14.1) 設計基準強度　　　・ 18(N/mm2)　　 　・ (      )　(N/mm2)

スランプ　　　　　・ 15cm　　　・ 18cm

混和剤　・ 標準仕様書[6.13.2](b)(1)

適用箇所  標準仕様書[6.14.1]

　　　　　・ 上記以外の適用箇所 (　　　　　　)

適用箇所

　・ 図示(図面番号：　　　　）コンクリート

    (6.15.1)

13.流動化

(7.2.1)

  ・ 標準仕様書[表7.2.3]

　・ 標準仕様書[7.2.5](a)(b)以外の溶接材料

材料

　　（　　　　　　）

種類及びねじの呼び等

建築用ターンバックル胴　　　　・割枠式　　　　　・（　　　　）

建築用ターンバックルボルト　　・羽子板ボルト　　・（　　　　）

　・ 標準仕様書[7.2.9](b)    ・ (  　　)

・　JIS G 0901により行う

　・ 図示（図面番号：　　　　）

    (7.12.4)

    (7.3.2)

JIS形、ナット回転法かつボルト長がねじの呼びの5倍を超える場合

　・ 回転量（　　　　）°

　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する (材料：　　　　)

外壁、屋根及び床パネル構法

パネル幅を300mm以下とする部分　　　・ 適用あり

・ フラットパネル
・ A種

・ デザインパネル
　パネル ・ B種

・ タイルベースパネル

・ フラットパネル
・ B種

・ デザインパネル
　パネル ・ C種

・ タイルベースパネル

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・外壁

・間仕切壁

表面形状及び 働き幅
種類 板厚(mm)

原料区分 (mm)
工法

4.押出成形

　セメント板

(8.5.2)

(8.5.3)

(8.5.4)

(表8.5.1)

(8.5.5)

(表8.5.2)

　　　風圧力に対応した工法　　・ 適用あり

出隅、入隅等の取合い部の伸縮目地幅(mm)      ・ (      )

間仕切壁パネル構法

外壁パネル構法

パネル相互の目地幅 (mm)

出隅、入隅の接合部の伸縮調整目地幅 (mm)  ・ 15　・ (     )

目地及び隙間の処理　　・ (　　　　　　)

　　風圧力に対応した工法　　・適用あり

　　パネルに欠き込みを行う場合

　・ 長辺 8以上、短辺 15以上　　・ (           )

改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

仕上塗料

保護コンクリートの厚さ(9.2.5)

屋根露出防水絶縁断熱工法

　・ 図示(図面番号：　　　）

　ルーフドレン回り及び立ち上がり部周辺断熱材の張りじまい位置

(9.2.4)

　こて仕上げ　・ 水下 80mm以上　　・ (            )

　床タイル張り　・ 水下 60mm以上　　・ (            )

屋上排水溝

　・ 図示(図面番号：　　　）

種　　別 施　工　箇　所

(9.3.2)

(9.3.3)

(表9.3.1)

～(表9.3.3)

2.改質アスファルト

　シート防水

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

脱気装置

(9.3.3)

断熱材                                  

　・ 屋根露出防水絶縁断熱工法

  　 種類　（　　　　）　　　厚さ（　　　）mm

種　　別 施　工　箇　所3.合成高分子系

　ルーフィング

　シート防水

(9.4.2)

  (9.4.3)

(表9.4.1)

  (9.4.2)

(表9.4.2)

(表9.4.3)

ルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート 

  ・ 発砲ポリエチレンシート 　　・　（　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

  (9.4.3)

S-M2又はSI-M2で立上りを接着工法

屋内保護密着工法

　　立ち上がり面のシート厚さ　・ 15mm　　・（　　　）mm

　　モルタル塗り厚さ　　・（　　　）mm

　　保護コンクリートの厚さ　　・（　　　）mm

　風圧力に対応した工法　　　・図示(図面番号：　　　　　）

機械的固定工法

  (9.4.4)

  (9.4.4) 　　床塗りの工法　・標準仕様書[15.2.5](b)(2)(3)　・（　　　　　)

Y-2

Y-1

X-1

X-2

種　別施　工　箇　所

脱気装置（ X-1 )

4.塗膜防水

(表9.5.1)

(表9.5.2)

(9.5.3)

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

保護層（ Y-2 ） 　・図示（図面番号：　　　　　）

下地処理((b)(1)から(3)以外の場合)　・図示（図面番号：　　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

固定金具　　材質、寸法形状（　　　　　　　）

断熱材　　　材質、厚さ（　　　　　　　　　）

　　立上り部の保護モルタル塗厚さ　・ 7mm以下　・（　　　）mm

増張り (S-F1、SI-F1、S-C1）

　PC入隅部、ALC下地でS-C1の場合　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　PC下地、ALC下地でS-C1の場合　　・ 図示（図面番号：　　　　　）

目地処理 (S-F1、S-F2、SI-F1、SI-F2、S-C1)

(9.6.3)(9.6.4)

塗布防水 (9.6.1)

5.ケイ酸質系

防水層の種別及び工程　　　・C-UI　　　　・C-UP

適用部位　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

特記仕様書（3）

A-03

材質、形状及び寸法　　・ 図示（図面番号：構造図）

　・ 図示

　・ A種 (30)mm    ・ B種 (  )mm

　建方用　・ 図示（図面番号：　　）・ (      ) 

スカラップの形状　　・ 図示(図面番号：　　　　　）

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

  ・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]　　（ A ）種

　・ 図示（図面番号：S-07）

　・ 図示（図面番号：S-07）

　・ 図示（図面番号：S-04）

　・ 図示（図面番号：S-04）

　構造用　・ 図示（図面番号：S-06）・SNR400B   ・ (      ) 

　・ 図示（図面番号：S-05）

　・ 図示（図面番号：S-05）

　・ 図示（図面番号：S-07）

　・ 図示（図面番号：S-04）

  ・ 適用箇所　　図示（図面番号：　S-04　）
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・ 標準仕様書[表9.7.1]による6.シーリング

(表9.7.1)

(9.7.3)

(9.7.2)

(9.7.5) 接着性試験

  ・ 簡易接着性試験 　 　・ 引張接着性試験

使用

部位

種類

(名称)
品質

・ 2等

・ 1等

寸法・厚さ

(mm)

表面

仕上げ

・ 粗磨き

・ 水磨き

・ (    )

・ (    )

工法 形状

1.天然石

(10.2.1)

(表10.2.1)

(表10.2.2)
床

壁

(表10.2.1)

(10.1.3)

　
石
　
工
　
事

10

タ

イ

ル

工

事

11

1.伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

(11.1.3)

2.陶磁器質

　タイル張り

(表11.2.3)

　　シーリング材

　　　　打継、ひび割れ誘発目地　・PU－2　　・（　　　）

　　　　伸縮、その他目地　　　　・MS-2  　 ・（　　　）

位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]

　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　・ (        )

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

(10.1.5)

(10.3.2) ジェットバーナー仕上面　　　・手加工あり　・機械加工バフ仕上あり

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

取り付け工法6.乾式工法

　・ スライド方式　　・ ロッキング方式

たぼ用穴の位置　　　　　　・図示（図面番号：　　　）

風圧力に対応した工法　　　・図示（図面番号：　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　　・ 6mごと　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・図示（図面番号：　　　　）

(10.2.2)

(10.5.2)

(10.5.3)

受け金物の材質、形状、寸法

下地ごしらえ

　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

　・ あと施工アンカー横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法

(10.2.2)

5.内壁空積工法

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

(10.3.3)

(10.4.2)

(10.2.1)

(表10.2.2)

2.テラゾ

・大理石

使用

部位

種石の

種類

・ 大理石

種石の

大きさ

・ 1.5～12mm

寸法による

区分

・ 300型

・ 400型

表面仕上

 ・ (    )

使用

部位

種石の

種類

・1.5～12mm

大きさ

種石の

・平もの

・役もの

形状 仕上げ面

・ 片面

・ 両面

表面仕上

・(    ) ・(    )

テラゾタイル

テラゾブロック

寸法

(mm)

(10.1.3)

(10.1.5)

取付用モルタル　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

目地用モルタル　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

裏打ち処理材　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

3.その他の材料

(10.3.2)

石裏面処理

石裏面処理

　　・適用する

　　・適用する

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

石裏面処理材　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

ドレンパイプ　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

充填材料　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・ 図示（図面番号：　　　）

受け金物の材質、形状、寸法

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

　・ あと施工アンカー横筋流し工法

　・ 流し筋工法　　・ あと施工アンカー工法

アンカーの材質及び径　　・ SS400 M12　　・ （　　　　　　）

目地　一般目地

　・ 樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き 25～35φ

　・ （　　　　　　　　）

下地ごしらえ

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.3.2)

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

ドレンパイプの材質

　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

4.外壁湿式工法

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]　・ 図示（図面番号：　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

(10.3.3)

目地

　　目地幅(mm)　　・ 8以上　　・ (       )

　　シーリング材　・ 適用する

　の石張り

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ 屋内4mm以上、屋外3～6mm

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材　・ 適用する

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　・ 標準仕様書[10.6.2](e)(2)(ⅰ)

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　・図示（図面番号：　　　　）

(10.6.3)

(10.6.2)

(10.3.3)

7.床及び階段

　等の石張り

8.アーチ、上げ裏 取付工法　　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法

吊金物及び化粧吊りボルト

　・ 設ける

　　 吊金物　　　　・ ステンレス(SUS304)　径6mm長さ80mm(加工物)

　　 吊りボルト　　・ ステンレス(SUS304)　M10　化粧ナット付き

(10.2.2)

　　　　　　　　　 　　及び他の部材と取り合う箇所

(10.7.2)

(10.7.1)

(10.3.3)

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

目地　一般目地

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　・図示（図面番号：　　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

アンカーの材質及び径　　　　　　　・ （　　　　　　）

9.笠木、甲板等 取付工法　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法

取付け代(乾式工法の場合)(mm)

(10.2.2)

(10.7.3)

(10.7.1)

(10.3.3)

(10.5.3)

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法

　　　伸縮調整目地(外壁湿式工法の場合)

　　　　石材の厚さ　　　　　　　・ （　　　　　　）

(10.7.4)

10.隔て板

　　　　・ 適用する 　　図示(図面番号：　　　　　）　

石裏の補強用モルタル(乾式工法の場合)

アンカーの材質及び径　　　　　　　・ （　　　　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

(11.2.2)

・ 役物　　（　　　　）

・ タイルの試験張りを行う

・ 見本焼きを行う

(11.2.7)

(11.3.7)

(11.3.2)

(11.3.4)

(表11.3.2)

　　コンクリート素地面の処理

　　　・ 適用箇所　図示(図面番号：　　　　)

　　　・ 目荒し工法　　　・ ＭＣＲ工法

接着剤あと張り工事

セメントモルタル塗り又は接着剤あと張り工事

木

工

事
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1.木材 見え掛り部の表面仕上げ 

(12.1.4) 　・ A種　　　・ B種　　　・ C種

(表12.2.1)

(12.7.1)

(12.6.1)

(12.5.1)

(12.4.1)

(12.2.1)

(表12.1.1)

木材の含水率

　　適用箇所　（　　　　　　　　　　）

　・ A種　　　・ B種

　・ A種　　　・ B種

造作材

下地材

種別部材名称

2.製材

(12.2.1)(b)(1)

製材

｢製材の日本農林規格｣による製材

（図面番号：　）
広葉樹製材

針葉樹製材

下地用

針葉樹製材
造作用

樹種・寸法・形状 等級 含水率

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）
・10%以下

(12.2.1)(b)(2) ｢製材の日本農林規格｣以外の製材

(表12.2.2)

樹種

樹　種 県産材部位

代用樹種の使用　　　・禁止する           　　

(表12.2.3)

　樹種、寸法、防虫処理、難燃処理及び含水率

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

取付け金物　　・ 標準仕様書[10.2.2](c)　　・ (        )

　　　　・ 標準仕様書[10.5.3](b)　　・ (   　　    )

取付け金物　　・ 標準仕様書[10.2.2](c)　　・ (       )

種 類目地寸法施　工　箇　所

3.陶磁器質

タイル型枠先付

(表11.4.1)

(11.4.2)

種別

　・ タイルシート法　　・ 目地桝法　　・ 桟木法

タイル型枠先付け面のせき板の種別　　・ (　　　　　　)

(11.4.3)

　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

造作用集成材

｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

3.集成材等 造作用集成材

｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

樹種・寸法・形状 等級

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・（　　　）

・（　　　）化粧ばり造作用

集成材

化粧ばり構造用

集成材

化粧薄板厚さ

部材 接着 板面の 防虫
樹種名 等級 厚さ

名称 の程度 品質 処理等

(12.2.1)

(12.2.1)

4.単板積層材 ｢単板積層材の日本農林規格｣による造作用単板積層材

　樹種、寸法、化粧薄板の厚さ及び含水率

　厚さ、表面の品質及び防虫加工

｢単板積層材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

　厚さ、表面の品質、含水率及び防虫加工

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

　及びその他の

　合板

(12.2.1)

(12.2.1)

構造用合板の強度等級

パーティクルボード

(12.3.1)

(12.3.2)

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

薬剤加圧注入

　適用部位、保存処理性能区分　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

薬剤の塗布等

　処理方法　　・ 標準仕様書[12.3.1](3)(ⅱ)　　・（　　　　　）

ボード原料接着剤への薬剤混入

　　・ (　　　　　　　　)

防虫処理

　　・ (　　　　　　　　)

屋

根

及

び

と

い

工

事
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厚さ

屋根葺形式 材種 備考
(mm)

・ 塗装溶融55%

アルミニウム－亜鉛 ・0.4

合金メッキ鋼板

下葺の種類

1.長尺金属板

(13.2.2)

(13.2.3)

(表13.2.1)

5.床張り用合板

6.防腐・防蟻処理

　表裏面の状態、曲げ強さ、接着剤、難燃性による区分、厚さ等

葺

断熱材　　種別　　　　・ ガラス繊維シート　　・ (　　　　)

　　　　　厚さ(mm)　　・ 5　　・ (　　　　)

　 亜鉛合板めっき鋼板

・ （　　　　）

2.折板葺

(13.3.2)

(13.3.3)

・ はぜ締め形

・ 重ね形

緊結方法

材種 軒先面戸板

・ あり

・ なし

　　　　　防火性能　　・ (　　　　　)

風圧力及び積雪荷重に対応した工法

雪止め　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

耐風圧及び積雪荷重に対応した工法

   ・ 図示（図面番号：　　　　)

板厚(mm)
山の高さ

(mm)

山のピッチ

(mm)

・ 0.8

・ 0.6 ・ (　　)
・ (　　) ・ (　　)

耐力区分

特記仕様書（4）

横葺き

A-04

外部建具廻り等 MS-215×10

1等

1等

樹種　　　・ 図示（図面番号：A-16,A-17,A-18　）

　　・ 図示（図面番号： A-26 　）

 

 

タイルの種類

特注色

標準・ 
Ⅲ
類(

陶
器)

Ⅱ
類(

せ
っ
器)

Ⅰ
類(

磁
器)

区分(きじ)
耐
滑
り
性

う
わ
ぐ
す
り

耐
凍
害
性

形
状
寸
法

役
　
　
物

施
工
箇
所

スロープ

玄関
ポーチ

工
　
　
法

100×100 無釉

無釉

標準

標準100×100

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

 ・ アスファルト
　 ルーフィング940

 ・ アスファルト

　 ルーフィング940
・0.4・　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

・床下地 ・ﾗﾜﾝ ・1類 ・2級 ・C-D ・12

・ 88程度

・ 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ（素地）



一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

　・ セメントスタッコ以外の場合　 材所要量(　　　　kg/㎡)

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

種　類 大きさ 産　地 役物の種類 棟の工法3.粘土瓦葺

(13.4.2)

(13.4.3)

雪止め瓦　　　　　　　・ 使用する

瓦桟木の材種、寸法　　・ 杉又は桧　21×15　　・（　　　　）

棟補強用心材の材質、寸法　　・杉又は桧　40×30　　・（　　　　）

下葺材料の種類　　　　・（　　　　　　）

(14.8.2)

9.手すり

鋼

・ HL程度
ステンレス

材種 表面処理の種別

鋼

ステンレス

・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

施工箇所

材種 表面処理の種別

アルミニウム
・ (　　　　　　)

・ 標準仕様書[表14.2.2]の種別(　　　種)

施工箇所

10.タラップ

(14.8.3)
・ 

・標準仕様書[表14.2.2]の種別(　 種)

・ 標準仕様書[表14.2.1]の種別(　　　種)

取付箇所 材種 寸法 形式

・ アルミニウム製 ・ 450角 ・ 額縁タイプ
・ 天井

・ 600角 ・ 目地タイプ

・ アルミニウム製 ・ 450角
・　床

・ 600角

材種  ・アルミニウム合金製  　・塩化ビニル製11.天井見切縁

12.点検口

15

左

官

工

事

既製目地材      ・ 使用する　　図示（図面番号：　　　　　）1.モルタル塗り

　　(15.2.2)

　　(15.2.5)

2.セルフレベリング

　　(15.4.2)

種類　　・ せっこう系　　　・ セメント系
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建
　
具
　
工
　
事

1.防火戸

2.見本の製作等

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.1.6)

3.防犯建物部品

建具見本の製作　　　・ 実施する

特殊な建具の仮組　　・ 実施する

防犯建物部品　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

4.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

(16.2.2)

(16.2.4)

(表16.2.1)

(表14.2.1)

　・ A種　　　・ B種　　　・ C種　　　　・（　　　）

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

網　目　　・16メッシュ　　・18メッシュ　　・（　　　　）

　　　　　・ステンレス（SUS316）  ・（　　　　　）

網の材質　・合成樹脂　　・ガラス繊維入り合成樹脂

結露水の処理方法　　　・(    　   )

(16.2.5)

(16.2.3)

5.網戸 形式　　　・可動式　　　・固定式

6.樹脂製建具

(16.3.2) 　　・ A種　・ B種　・ C種    ・（　　　　　）

　　・ T-A種　・ T-B種    ・（　　　　　）

　　・ H-A種　・ H-B種   ・ H-C種　 ・（　　　　　）

ガラス　　・複層ガラス　　・（　　　）

建具枠見込み寸法　　　・図示（図面番号：　　　　）

(16.3.3)

(16.3.4)

表面色　　・標準色　　・特注色

水切り板　ぜん板　　・図示（図面番号：　　　　）

丁番　　　・［表16.8.3］　・ 図示（図面番号：　　　）

(16.8.2)

7.鋼製建具

(16.4.2)

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(表16.2.1)

(表16.4.1)

(16.4.3)

(16.4.4)

(表16.4.2)

(表14.7.1)

(14.7.2)(14.7.3)

7.金属成形板

　板張り

(14.6.2)

(14.6.3)

・表面処理

・ パネル形
形　　状

・ スパンドレル形　

・ ステンレス　・　鋼
材　　種

・ アルミニウム　

施工箇所

取付け用下地　　・ 図示(図面番号：　　　　)

長尺ものにおける伸縮調整継手

　・ 設ける　　図示(図面番号：　　　　)

8.アルミニウム

　製笠木

部材の種類　　・ 250形　　・ 300形　　・ 350形　

表面処理　　　・（　　　　　）

5.軽量鉄骨

　天井下地

(14.4.2)

(表14.4.1)

(14.4.3)

野縁などの種類

　屋内    ・ 19形    ・ (　　　　　　)

　屋外    ・ 25形    ・ (　　　　　　)

(表14.4.2)

(14.4.4)

屋外の野縁受等の間隔　　・ 図示(図面番号：　　　　)

吊りボルトの水平補強、斜め補強

　・ 天井ふところ＞3.0m 　図示(図面番号：　　　　　)

　                       ・ 図示(図面番号：　　　    )

・ 耐風圧の補強　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 耐震天井　　　　　図示(図面番号：　　　　)

6.軽量鉄骨壁

　下地

スタッド、ランナーの種類   

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(14.5.3)

(表14.5.1)

スタッドの高さ5m超

　・ 標準仕様書[表14.5.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ 天井ふところ≧1.5m　・ 標準仕様書[14.4.4](h)

4.鉄鋼の亜鉛

　めっき

(14.2.3)

亜鉛めっきの種別

　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種　　・ F種
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金
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1.あと施工

　アンカー

(14.1.3)

引抜き耐力の確認試験　　　・実施する　　　　　　　　　　　　

　設計用引張強度　　・ (　　　　　　)

2.ステンレス 表面仕上げ　　　・ HL仕上げ　　　・（　　　　）

3.アルミニウム

(14.2.2)

(表14.2.1)

　・ A-1 　・ A-2 　・ B-1 　・ B-2 　・ C-1 　・ C-2 　・ D

表面処理の種別

陽極酸化被膜の着色方法　　・ 二次電解着色　　・（　　　　）

　　常温乾燥形の塗装　　　　・（　　　　　）

(表13.5.5)

(13.5.3)

(表13.5.1)

(13.5.2)

4.とい 材種　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ 配管用鋼管(白管)

　　　　　・ (　　　　　　)

鋼管製といの防露巻工法

　・ 標準仕様書[表13.5.5]　　・ （　　　　　）

棟の工法　　・ 標準仕様書[13.4.3](d)　・図示（図面番号：　　　）

風圧力及び積雪荷重に対応した工法　　　・図示（図面番号：　　　）

桟木の留付け工法　　　　　　　　　　　・図示（図面番号：　　　）

(14.2.1)

吊りボルトの補強方法（＠900mm超）  ・図示(図面番号：　　　)

固定方法　　　・ 図示（図面番号：　　　　　）

(15.8.3)

　吹付け

5.ロックウール 仕上げ吹付け厚さ　　（　　　）mm

(表15.6.1)

種別　　・A種　　　・B種

(15.6.2)材塗り

4.マスチック塗

(表15.5.2) 複層仕上塗材の上塗材の種類

樹 脂 種 類 溶 媒 種 類 外 観

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

厚付け仕上塗材

下地モルタルの接着力試験（外壁タイル張り等）　　・実施する

3.仕上塗材仕上

(15.5.2)

(表15.5.1)

種 類

・外装薄塗材E
・砂壁状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状ジュラク・内装薄塗材E
薄付仕上塗材

工　法仕 上 形 状呼 び 名

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　)

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・外装厚塗材C

・(　　　　)・(　　　　)・(　　　　)

・ひき起こし

・複層塗材E

・複層塗材RE

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・こて

・吹付け

・吹付け

・ローラー

・防水型複層塗材E

・防水型複層

　塗材RE

・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

軽量骨材

仕上塗材

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・吹付け

・こて・平たん状

・砂壁状

　　　　・JIS A 6909 調湿形

複層仕上塗材の耐候性　　・ 耐候形３種　　・（　　　　　）

外装厚塗材Cの上塗材

複層仕上塗材
・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・ローラー

・吹付け

内装薄塗材、内装厚塗材（吸放湿性を有するもの）

・ ポリウレタン系

・ シリカ系

・ アクリル系

・ ふっ素系

　 シリコン系

・ アクリル

ALCパネルの内壁目地　　　・ V形目地付き　　　・（　　　　　）(15.5.4)

(15.5.7) 仕上塗材の所要量等の確認方法　・ 標準仕様書[表15.5.4]　・（　　）

仕上材塗り　　　種類（　　　　　　）

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器と連動するもの

防火戸の指定　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

　　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

外部建具の性能等級等

外部建具の遮音性能等級

外部建具の断熱性能等級

外部建具の性能等級等

内部建具

(16.6.5)
(16.6.4)

鋼板類の厚さ　　・ [表16.4.2]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

8.鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.4)

鋼板類の表面仕上げ

　　・ 塗装　　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板

　　・ ステンレス鋼板（・HL　・鏡面）

召し合せ、縦小口包み板等の材質

　・ 鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合板押出形材

鋼板類の厚さ　　・ [表16.5.1]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

　建具

9.ステンレス製

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

ステンレス鋼板　　・ SUS304　　・ （　　　　）

(16.6.2)

(16.6.3)

表面仕上げ 　　　 ・ HL　　　　・ 鏡面仕上げ                  

曲げ加工    　　　・ 普通曲げ  ・ 角出し曲げ

鋼板の種類、めっき付着量

　　　　　・ JIS G 3302　  ・Z12  ・F12  ・（　　）

　　　　　・ JIS G 3317 　 ・Y08         ・（　　）

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

(16.9.2)

(16.9.2)

10.木製建具

(16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.3)

建具材の含水率　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　 

(表16.7.6)

(16.7.4)

レバーハンドル、クレセント等の取付け位置

12.自動ドア開閉

　装置

(表16.9.1)

(表16.9.2)

開閉方法

　・ スライディングドア　　・ スイングドア

　・ 図示(図面番号：　　　　)

センサー種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

(16.9.3)

　スライディングドア　・ 標準仕様書［表16.9.1］　　・（　　　）

　スイングドア　　　　・ 標準仕様書［表16.9.2］　　・（　　　）

(16.10.3)

　・ 標準仕様書［表16.10.1］　　・（　　　　）

14.重量シャッター

(16.11.2)

(表16.11.1)

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

シャッターの種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

鋼板の種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　　　・めっき付着量　　・Z12  ・F12  ・（　　）

・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

スラットの形状　

　・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

15.軽量シャッター

(16.12.2)

(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

(16.13.2)

(16.13.3)

16.オーバーヘッド

　ドア

耐風圧性能の区分　JIS A 4715　・ (　　　　　　)

・スチールタイプ

・アルミニウム

　タイプ

・ファイバー

　グラスタイプ

・電動式

・チェーン式

・バランス式

セクション材料 収納形式 ガイドレール

・溶融亜鉛

　めっき鋼板

・ステンレス

開閉方式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

17.ガラス

留め材　　　・ シーリング　　・ ガスケット(　　　　　　)

ガラス溝の寸法、形状等

　・ 標準仕様書[表16.14.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

熱線反射ガラスの映像調整　　　・実施する

(16.14.2)

(16.14.3)

(16.14.4)

(表16.14.1)

表面形状、寸法、厚さ　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

壁用金属枠、補強材　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

力骨の材質等　・ SUS304、φ5.5はしご形状複筋、単筋　・ （　　　)

化粧目地モルタルの色　　・（　　　　）

シーリング材の種類　　　・（　　　　）

化粧カバーの材質、形状等　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

18.ガラスブロック

　積み

(16.14.5)

目地幅、伸縮調整目地　・ 標準仕様書[16.14.5](b)(2)　・（　　　)

風圧力に対応した工法　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

フラッシュ戸、戸ぶすまの合板

マスターキー　　・ 製作する　　・ 製作しない

　　　　　　　　・ 監督員と協議の上システムを決定する

キーボックス　　・ 要　　・ 不要

11.建具用金物

(16.8.2)

(表16.8.1)

金物の種類、見え掛かり部等の材質等

(16.8.4)

(16.8.3)

　・ 標準仕様書[表16.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　）

　引戸の召合わせ　　・ いんろう付き　図示（図面番号：　　　　）

フラッシュ戸の形状

かまち戸　　かまち、鏡板の樹種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　接着の程度　　・ 1類（水掛り）、2類（その他）　・（　　　　）

　表面板の厚さ　　　・ 標準仕様書[表16.7.6]　　・（　　　　　）

ふすま　　　　　　　上張の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　　　　　　　　　縁の仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

性能値

13.自閉式上

吊り引戸装置

性能値

管理用シャッター、外壁用防火シャッター

　　・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

管理用シャッターのシャッターケース　・ 図示（図面番号：　　　）

スラットの材質、めっき付着量

　　　　　　・ JIS G 3312  ・ Z06  ・ F06  ・（　　）

　　　　　　・ JIS G 3322  ・ AZ90         ・（　　）

板ガラスの種類、厚さ、特性による種類等

特記仕様書（5）

A-05

床の目地　　　　・図示（図面番号：　 A-16 　）

枠及びくつずりの材料　　・ 図示(図面番号：  A-20  )

戸の見込み寸法　　　　　・ 図示(図面番号：  A-20  )

　種類、材面の品質　　　　　　　　・ 図示(図面番号：  A-20  )

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号： A-20 　）

　・ 図示(図面番号：　A-20 　)

建具の見込み寸法　・ [表16.2.1]　　・ 図示（図面番号：A-20　）

水切り板、ぜん板等　　・図示（図面番号：A-20　）

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

スロープ

　・ 監督員と協議の上システムを決定する
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製品の寸法許容差　・　標準仕様書[17.3.13]による　・（　　　　　）

ガラスの取付け

　　・ 標準仕様書[表17.2.3]　　・ (　　　　　　)

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標準仕様書[表17.2.2]　　・ (　　　　　　)

　躯体付け金物取付け位置の寸法許容差

取付け

1.種類 ・ メタルカーテンウォール(種類　　　　　　)

・ PCカーテンウォール(17.1.1)

(17.1.3)

(17.1.3)

(17.2.2)

(17.3.2)

耐風圧性(　　　　　　)

耐震性(　　　　　　)

水密性(　　　　　　)

気密性(　　　　　　)

耐火性(　　　　　　)

耐温度差性(　　　　　　)

遮音性(　　　　　　)

断熱性(　　　　　　)

カーテンウォールの材料

　ウォール

3.メタルカーテン

(表17.2.1)

(17.2.3)

(17.2.5)

(17.2.6)

材料 規格等

・ (　　　　) ・ (　　　　)

・ アルミニウム製 ・ 標準仕様書[16.2.3]

見え掛り部の仕上げ

・ 行う・ A-1

・ A-2

映像調整

製品の寸法許容差　　・ 標準仕様書[表17.2.1]

ガラス溝の寸法、形状等　　・ カーテンウォール製作所の仕様による

　　　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

防火材料の指定箇所(　　　　　　)1.材料

18

塗
　
装
　
工
　
事

2.施工一般

～(18.14.2)

(18.2.2) 種類

塗料塗り

種別

SOP ・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

・ C種

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

EP

施工箇所
素地

ごしらえ

錆止め塗料

の種類

下地の

種類

ボード面

施工箇所3.耐候性塗料

　塗り(DP)

(18.7.2)

(表18.7.1)

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事
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2.性能等

性能の確認・判定方法（　　　　　　　　　)

断熱材(　　　　　　　　)

シーリング材の種類

　・ 構造用ガスケット（図示(図面番号：　　　　))

配筋　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

先付け材料

　・ サッシ枠　　・ ゴンドラ用ガイドレール　　・ (　　　　　　)

4.PCカーテン

　ウォール

(17.3.3)

(17.3.4)

(17.3.5)

(17.3.6)

(17.3.9)

カーテンウォールの材料

　コンクリートの種類及び品質　

鉄筋　　　　・ SD295A　　・ (　　　　　　)

補強鉄線　　・ 3.2　　・ (　　　　　　)

耐火目地材　・ (　　　　　　)

表面仕上げ材　・ 磁器質タイル

取付け

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標準仕様書[表17.3.2]　　・ (　　　　　　)

ガラスの取付け

　石材(　・ 花こう岩　　・ 大理石　　・ (　　　　　　))

　・ 構造用ガスケット（図示(図面番号：　　　　))

上塗り等級 ｺﾝｸﾘｰﾄ,ECP面における種別

・ 1級　・ 2級

・ 3級

・ A種　・ B種

・ C種

(18.7.4)

下地の種類

19

内
　
装
　
工
　
事

2.ビニル床タイル

　張り

(19.2.2)

寸法 種類 厚さ(mm)

・ 300×300 ・ コンポジションビニル

　 床タイル

半硬質 ・ 2.0

・ コンポジションビニル

　 床タイル

軟質 ・ (　　　)・ 450×450

・ ホモジニアスビニルタイル ・ (　　　)

(19.2.2)

3.特殊機能床材

・ 視覚障害者用床タイル

　　材質(・ ビニル床タイル　　・ (　　　　　　))

　　寸法(・ 300×300　　・ (　　　　　　))

・ 耐動荷重性床シート

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

・ ゴム床タイル

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

・防滑り性床シート　種類（　）　性能（　）　厚さ（　）

　　厚さ(　　　　mm)　　種類（　　　　　　　）

・ 帯電防止ビニルシート・床タイル　　寸法(　　　　mm)

厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 1.5mm以上

4.ビニル幅木

(19.2.2)

下地　　・　モルタル　・　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ　・　木造

　　　　・（　　　　　　　）

5.施工

(19.2.3)

継目　　・ 突付け　・ 熱溶接工法

織りじゅうたん

　 カーペット

種別

・ A種

・ B種

・ C種

・ 無地

・ 柄物

　 (標準品)

色柄 パイル形状

・ ループ

・ カット

・ カット、ループ併用 ・ アキスミンスターカーペット

・ ウィルトンカーペット

色柄 パイル形状種別

・ ダブルフェースカーペット

　 カーペット

・ 無地

・ 柄物

パイル長

・ 5～7mm

・ 4～6mm

・ ループ

・ カット ・ 全面接着

・ タフテット ・ グリッパー

・ 無地

・ 柄物

・ ニードル

　 パンチ

総厚さ

・ (　　　)

・ 全面接着

・ 無地

・ 柄物

・ ループ

・ カット

・ タイル 総厚さ、サイズ ・ 全面接着

　 カーペット ・ 6.5mm ・

・ 500角 ・

パイル長・総厚 工法

織り方

・ 帯電性(人体帯電圧の値3kV以下)

タイルカーペットの敷き方

　平場　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

　階段部分　

　　　　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

下敷き材　　・ 第2種2号、呼び厚さ8mm

　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

見切り、押え金物

6.ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

(表19.3.1)

(表19.3.2)

(19.3.3)

(19.3.4)

　　　　　　・ 材質（　　　　　　）　・　種類（　　　　　　)

　　　　　　・ 形状(図面番号：　　　　)

・ 弾性ウレタン塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

　　・ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

　　・ 薄膜流し展べ仕上げ

　　・ 厚膜流し展べ仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 樹脂モルタル仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 塗膜型塗床材仕上げ

(19.4.2)

(表19.4.4)

～(表19.4.8)

(表19.4.5)

　張り

(19.5.2)

(19.5.4)

(19.5.5)

(19.5.6)

(19.5.7)

1.ビニル床シート

　張り

(19.2.2) ・ 突付け

種類 厚さ(mm)色柄

・ NC　　・ NF ・ 無地 ・ 溶接

継目

・ (     )

材料　　・　単層フローリング

　　　　　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(1等)　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(1等)　

　　　　　・　ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(1等)

　　　　・　複合フローリング

・ (　　　　)

・ なら

　 (根太張用)

　 (根太張用)

・ 複合フローリング

・ フローリングボード

・ C種

・ B種

・ A種

材料 樹種種別

・ 釘留め工法

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 接着工法

　　　　　・ オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　　　　　・ 生地のままワックス塗り

　　　　　・ (　　　　　　)

種別　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種

(19.6.2)

(表19.6.1)

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

材料 樹種

・ なら

・(　　 )

厚さ(mm) 大きさ(mm)

・ C種

・ A種

・ B種

裏面緩衝材

・　合成樹脂発泡シート

現場塗装

　仕上げ　・ ウレタン樹脂ワニス塗り(・ A種　　・ B種)

　・ D種の畳床TK-（　・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ)

　その他のボード

　及び合板張り

(19.7.2)

(19.7.3)

(表19.7.1)

(表19.7.4)

(表19.7.5)

・ せっこうボード

・ トラバーチン模様・ 化粧せっこうボード

・ 木目模様

・ 普通

・ 立体模様

・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

壁

天井

・ 9.5(準不燃)

・ (　　　　　　)

・ 9

厚さ(mm)種別材種

・ 9.5(準不燃)

・ 12.5(不燃)

・ ロックウール化粧

　 吸音板

・ けい酸カルシウム板 ・ タイプⅡ0.8FK

7.合成樹脂塗床

8.フローリング

9.畳敷き

10.せっこうボード、

防湿処理　　・ 図示(図面番号：　　　)

遮音シール材

　・ 適用する(・ シーリング材　　・ ジョイコンパウンド)

せっこうボードの目地工法

　・ 継目処理　　・ 突付け　　・ 目透し

(19.7.2) ・ 25

種別材種 工法

・ 吸音用グラス

　 ウールボード

・ グラスウール

　 成型板

・ 2号32K ・ グラスクロス19

・ 化粧ボタン止め

　 メッシュ張り(小口共)

　(タテ、ヨコ共@300程度)

厚さ(mm)

特定フロンを含まないもの

11.吸音材張り

合板類の張付け　　・ B種　　・ A種

下地　　・　軽量鉄骨　　・　木造　　・（　　　　　　）

(19.8.2)

施工箇所 材料 防火性能 品質

素地ごしらえ

(19.9.2)

12.壁紙張り

13.断熱材

・　フェノールフォーム断熱材

施工箇所 材種 種類 厚さ(mm)

・　硬質ウレタンフォーム断熱材

・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし)

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・　押出法ポリスチレンフォーム保温材(スキンなし)

・　A種硬質ウレタンフォーム保温材

・　フェノールフォーム保温材(3種2号を除く)

せっこうボード面　　　　　・ B種　　・ A種

コンクリート面　　　　　　・ B種　　・ A種

モルタル・プラスター面　　・ B種　　・ A種

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

フロア

(20.2.2)

床仕上材及び厚さ

(mm)

施工箇所 高さ

(mm)

備考所定荷重

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗
・（　　　）

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗
・（　　　）

試験方法　20.2.2(2)(i) ～ (iv)

寸法精度　20.2.2(5)(i) ～ (iii)

2.可動間仕切 組立て方式

　　・ スタッド式　　・ パネル式　　・ スタッドパネル式

寸法及び形状　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

操作方法　　　　　　　　　・ 手動式　　・ 電動式　　 

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・ 標準仕様書[20.2.4](c)(3)　　・ 図示(図面番号：　　　　)

1.フリーアクセス

ハンガーレールの固定方法

3.移動間仕切

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

4.トイレブース 表面仕上　　・ メラミン樹脂系化粧板

　　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

扉小口の材質　　・ ステンレス製　　・ アルミ製

　・ 溶接　・ あと施工アンカー（材質：　　　　、寸法：　　　）

特記仕様書（6）

ﾎﾞｰﾄﾞ面

・ 12.5(不燃)

25床下

A-06

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

CL 木

・ 軒裏

 鉄鋼面 ポーチ柱

・ 2.5

・ 柄物（ﾏｰﾌﾞﾙ）・ (　FS　)

・ 12

　　　　　　　　　　　　　　・　(透明塗料塗り)ラワン　・　(不透明塗料塗り)しな

合板張り

　・　普通合板　表面の樹種　・　生地のまま

　　　　　　　　　　　　　　・　(　　　　　　　　　　　)

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　・　特殊加工合板　化粧加工の方法

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　　　　・　オーバーレイ　・　プリント

　　　　　　　　　　　・　塗装　・（　　　　　　）

　　　　　　　　表面性能（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

・ 耐水石膏ボード

・ 9.5(不燃)

・ 9.5

5

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　品質　1類(湿潤箇所)、2類　厚さ（　　　mm）9

　・　天然化粧合板　化粧板の種類　・（　2類　）

壁 ビニルクロス 不燃
一般

量産生

・　グラスウール壁、天井 10024kg/m2

幅木　　　　・ 図示(図面番号：　A-20　)

・ 枠

303×1,818

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

 高さ　　・ 図示(図面番号：A-18 )　  　・ 60mm

・ 6



区分 材質 取付方法厚さ 寸法 印刷等の種類
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2
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植
　
栽
　
工
　
事

・ 排水溝

5.階段滑り止め ・ ステンレスSUS304製　ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

・ (　　　　　　)

工法　　・ 接着工法　　・ 埋込み工法

(20.2.6)

6.黒板及び

　ホワイトボード

(20.2.8)

寸法　　・ 約35mm　　・ 図示(図面番号：　　　　)

黒板の種類　　・ 焼付け　　・ (　　　　　　)

黒板の色　　　・ 緑　　　　・ (　　　　　　)

(20.2.14)

7.鏡 厚さ　　　　・5mm　　・ (　　　　mm)

8.表示

(20.2.10)

・ 衝突防止表示　　　　図示（図面番号：　　　　）

・ 非常用進入口表示　　図示（図面番号：　　　　）

9.煙突

　ライニング

(20.2.11) 適用安全使用温度　　　　　・ (　　　℃)

(20.2.12)

・ アルミニウム

・ 横形

・ 縦形

ブラインド

ブラインド

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ (　　)

・ 25 ・ 鋼製

・ (　　)

・ (　　)

スラット 開閉方式

成形幅(mm)

スラットの

・ アルミニウム

ボトムレールの種類

形式

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ 80

・ 100

・ (　　)

ヘッドボックス・

11.ロール

　スクリーン

(20.2.13)

操作方法　　　　・ スプリング式　　・ コード式　　・ 電動式

寸法及び材種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材　　・ ｿﾞﾉﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑ

　　　　　　　　　　　・ 心材付き繊維積層

10.ブラインド

12.カーテン及び

　カーテンレール

(20.2.14)

カーテンの形式等

・ (　　)

きれ地

・ ドレープ

・ レース

・ 図示(　)

・ (　　)

ひだの種類 形式 開閉操作

・ フランスひだ

・ 箱ひだ　・ つまひだ

・ (　　　　　　)・ 暗幕

・ 片引き

・ 引分け

・ 手引き

・ ひも引き

・ 電動

(遮光(　)級)

・ プレーンひだ　・ 片ひだ

(20.3.2)

(20.3.4)

(20.3.3)

(20.4.3)

(20.4.2)

カーテンレール　　・ アルミ製　・ ステンレス製

強さ区分　　・ 10-90　　・ (　　　　　　)

形状　　　　・ シングル　　・ ダブル

断面形状　　・ 角形　　・ C形　　・ D形

設計基準強度Fc　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

配筋　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

取付方法　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

14.間知石

間知ブロック積

13.プレキャスト

コンクリート工事

補強鉄線の径　　　　　　　・ 3.2mm　・(　　　　　)

材種　　　　　　　　　　　・ (　　　　　　　　)

種類及び質量区分　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

目塗り　　　　　　　　　　・ (　　　　　　　　)

積み方　　　　　　　　　　・ 谷積み　　　　　・ 布積み

伸縮調整目地　　　　　　　・ 材種（　　　　　）・ 厚さ（　　　mm)

21

排
　
水
　
工
　
事

(21.2.1)

(表21.2.1)
備考呼び径管の種類材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 VP

排水管用材料1.排水管

2.排水桝等 ・ 排水桝

材質 用途 適用荷重 備考メインバーピッチ

・ 再生クラッシャラン　　・ 切込砂利又は切込砕石3.地業の材料

(21.2.1)

・ ふた/グレーチングの種類

(21.2.1) ・ 砂の粒度試験

4.埋め戻し土

　継手　　　　　　　　　　　・接着剤　　　・ゴム輪

　基床の厚さ、種類　　　　　・図示（図面番号：　　　　　）

硬質ポリ塩化ビニル管

　　厚さ、種類　　　　　・図示（図面番号：　　　　　　　）

遠心力鉄筋コンクリート管

縁石、側溝

6.街きょ コンクリート縁石、側溝

・ B種　・ A種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土

(21.2.1)

5.施工

(21.2.2)

(21.3.1)

(21.3.2)

地業　　

　材料　・　標準仕様書[4.6.2]　・図示（図面番号：　　　　　　　）

　厚さ　・　100mm　　　　・図示（図面番号：　　　　　　　）
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舗
　
装
　
工
　
事

1.路床

(22.2.2)

(22.2.3)

(表22.2.2)

(22.2.4)

(22.2.5)

　C種の場合：建設発生土受入量(　　　　)m3

　・ A種　・ B種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土

盛土に用いる材料

　ジオテキスタイル　　・ 適応する

　添加量(　　　　)kg/㎡(目標CBR　　・ 5以上　　・ (　　　　))

　　　　　・ 消石灰(　　　　)号

　　　　　・ フライアッシュセメントB種　　・ 生石灰(　　　　)号

　種類　　・ 普通ポルトランドセメント

添加材料による安定処理

路床安定処理　　・ 行う

　・ フィルター層　　・ 砂　　

　・ 凍上抑制層　　・ 切込み砂利　　・ 砂　　・ (　　　　　　)

　・ 遮断層　　・ 川砂　　・ 海砂又は良質な山砂

路床の材料（厚さは図示（図面番号：　　　　））

　　　　　　 片道の運搬距離(　　　　　)km

3.アスファルト

　舗装

表層及び基層の種類

　・ 加熱アスファルト混合物　　・ 再生加熱アスファルト混合物

路盤材料

　・ クラッシャラン　　・ 再生材クラッシャラン　　・ (　　　　)

シールコートの施工　・ 行う（適用範囲　図示（図面番号：　　　　))

・ 透水性アスファルト舗装

・ アスファルト舗装

・ カラー舗装

・ 再生クラッシャラン

・ クラッシャラン

　 鉄鋼スラグ

・ インターロッキング

　 ブロック舗装

・ (　　　　　　)

・ クラッシャラン

・ (　　　　　　)

舗装の種類 舗装の厚さ(mm)

車道部　　歩道部

路盤材料

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

2.路盤

(22.3.2)

(表22.3.1)

(22.3.3)

(表22.3.2)

(22.3.5)

試験　・　路床土の支持力比(CBR)試験

　　　・　路床締固め度の試験

　　　・　現場CBR試験

(22.4.2)～

(22.4.6)

(表22.4.1)～

(表22.4.6)

試験　・　アスファルト混合材等の抽出試験

早強セメント　　・ 使用しない　　・ 使用する4.コンクリート

　舗装 注入目地材料　　・ 低弾性タイプ　　・ 高弾性タイプ

目地　　・種類（　　）　　・間隔（　　）

構造　　　　・標準仕様書［図22.5.1］　　・（　　　）

(22.5.2)～

(22.5.6)

5.カラー舗装

(22.6.2)

(22.6.3)

種類

　・　加熱系　構成及び厚さ（　　　　　　　　　）

　　　　混合物　・　アスファルト　・　石油樹脂系

　　　　添加材　・　着色骨材　・　自然石

　・　常温系　

　　　　着色部下部　・　アスファルト舗装　・　コンクリート舗装

舗装材料及び厚さ

ストレートアスファルト

　　厚さ(mm)　・（　　　）　・ 図示(図面番号：　　　　)

　ファルト舗装

(22.7.2)

(表22.7.1)

6.透水性アス

7.ブロック系舗装 舗装 種類

・ コンクリート

　 平板舗装

・ 普通平板

・ 透水平板

・ 300角

・ (　　)

・ 60

備考

目地

表面加工

・ 砂　・ モルタル

厚さ(mm)寸法(mm)

・ たたき出し

・ 洗い出し

・ 研ぎ出し

・ (　　)

・ 舗石舗装 ・ 小舗石 施工方法・ 80～100

・ うろこ張り

・ (　　　)

基層

・ コンクリート舗装

・ アスファルト舗装

・ 花こう岩

・ (　　　)

・ 植生用ブロック

・ インター

　 ロッキング

　 ブロック舗装

・ 普通ブロック

・ 透水性ブロック

車道部

・ 80

・ (　　)

歩道部

・ 60

・ (　　)

表面加工

・ 標準品

・ (　　)

・ 80 ・ 100

(22.8.2)

(22.8.3)

・ 通路部　　　・　A種　　・ B種　　・ (　　　　　　)

(22.9.2) ・ 建物周囲　　・　B種　　・ A種　　・ (　　　　　　)

1.植栽地の確認

(　　　　　　)の試験　　　　　　・ 行う

植栽基盤整備工法

(23.1.3)

(23.2.2)

2.植栽基盤

　・ 樹木　　　　　　(　・ A種　　・ (　　　　))

　・ 芝及び地被類　　(　・ B種　　・ (　　　　))(23.2.3)

(表23.2.2) 有効土層　　面積　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　厚さ　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

排水設備　　・ 設ける

　　( ・ 暗きょ　・ 開きょ　・ 排水層　・ 縦穴排水　・ (　　　))

埋込み用土　・ 現場発生の良質土　　・ 客土

土壌改良材　　・（　　　　）

・　電気伝導度類(EC)の試験　　　　　　・ 行う

・　土壌の水素イオン濃度(pH)試験　　　・ 行う

3.植樹

(23.3.2)

(23.3.3)

樹木の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

株立数　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

刈込み　　　　・ あり　　・ なし

支柱材

　・ 丸太(防腐処理方法　　・ 加圧式防腐処理方法　　・ (　　　))

　・ (　　　　　　)

支柱形式　　　　・ 鳥居形　　・ 八ツ掛け系　　・ (　　　　)

幹巻き用材料　　・ 幹巻き用テープ　　・ わら　　・ もこ

8.砂利敷き

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)4.新植樹木の

　枯補償

(23.3.4)

(23.3.6)

5.移植樹木の

　枯損処理

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

6.芝 種類　　・ コウライシバ　　・ ノシバ　　・ (　　　　)(23.4.2)

(23.4.3)

7.屋上緑化

(23.5.3)

(23.5.4)

植栽基盤及び材料

・ 屋上緑化システム

　 　土壌層の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 排水量　　・ 軽量骨材(層の厚さ：　　　　)　・ 板状成形品

　　 植込み用土　　・ 改良土　　・ 人工軽量土

　　 樹木の材種　　図示(図面番号：　　　　)

　　 寸法　　　　　図示(図面番号：　　　　)

　　 株立数　　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 屋上緑化軽量システム

　　 芝及び地被類の樹種並びに種類等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 支柱　　・ 図示(図面番号：　　　　)

かん水装置　　・ 図示(図面番号：　　　　)

24

外
　
構
　
工
　
事

1.旗竿 材種　　　 ・ アルミニウム製　　・ (　　　　　　)

形式　　　 テーパー付き　　・ ロープ式　　・ ハンドル式

脚部　　　 ・ 埋込式　　・ ベース式

高さ(m)　　・ 5　　・ 6　　・ 7

2.フェンス ・ ネットフェンス　・ 網材種( ・ ビニル被覆鉄線　　・ (　　　))

・ メッシュフェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ 格子フェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

特記仕様書（7）

A-07

　形状、寸法　　　　　　・図示（図面番号：　A-23 　　）

　　　・　切り取り試験（3ヵ所）　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号： A-15,A-16 )

　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号： A-15,A-16 )

・ (　　　)

・ (　　　)

溝蓋 歩行用

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

・W1200型　参考メーカー　タカラスタンダード　ミニキッチン　KUM型）

16.消火器

15.ﾐﾆｷｯﾁﾝ

・床置きタイプ　スチール製

　・オプション（　・冷蔵庫　　・換気扇　　・グリスフィルター）

　・IHヒーター（　・100Vタイプ　　・200Vタイプ）

・ 室名札 ・ ｱﾙﾐHL ・ 5mm ・220x80 ・ ｼﾙｸ

ｽｸﾘｰﾝ印刷

・ 表示板 ・ ｱﾙﾐ複合
板

・ 5mm ・ﾌﾟﾘﾝﾄｼｰﾄ
張り

・570x450

・ ﾋﾞｽ止め

・ ﾋﾞｽ止め

舗装厚　　　　　・ A-5-10　　・ (　　　　　　)

ｺﾝｸﾘｰﾄ製

・　適用荷重（歩行用）

　　　　　　　　・ A-5-15　　・ (　　　　　　)



解 体 工 事 特 記 仕 様 書

Ⅰ．工事名       

Ⅱ．工事概要

　１　工事場所       

　２　工事内容   棟名称

構造

建築面積

延べ面積

工事項目

Ⅲ．解体工事仕様

　１　共通仕様

  ２　特記仕様

1)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)　特記事項は、○の付いたものを適用する。

3)　項目欄に記載の（　）内表示番号は解共仕の該当項目等を示す。

特記事項項目章

１
　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

１　適用基準

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕

部監修、最新版）による。

本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（最新版）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」（最新版）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説」（最新版）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事標準詳細図」（最新版）

・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

・その他関係法令

ること。

　引渡しを要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し、監督員へ提出す

  ・　蛍光ランプ及びＨＩＤランプ

　・　ガラス

  ・　硬質ポリ塩化ビニル管及び継手

２　発生材の処理等 ・　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事等であって、その規模

　が、建設リサイクル法施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事である

　ついて適正な措置を講ずることとする。

　ため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に

　 合は、監督員と協議するものとする。

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場

(1.3.10)

(4.4.1)

(5.4.1)

　分別解体等の方法

引き渡しを要するもの  ・　無    ・ 金属類　　・ PCB含有物　　・（　　　　　）

特別管理産業廃棄物 　 ・ 有(              )　　

木材の縮減　　　　　　・ 実施する

再資源化を図るもの

　・　コンクリート塊

　・　アスファルトコンクリート塊

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

建築設備・　

内装材等

外装材・　

上部構造部分

基礎・　

基礎ぐい

その他

（　　　　　）

屋根ふき材

分別解体等の方法作業の有無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

工程

                　       処理方法（                    　）

再資源化し現場で利用する建設廃棄物　・(                　　　　)

　　　　　　　　（最も近い再資源化施設までの距離が50Kmを超える場合に限る）

　・　建設発生木材

　・　金属類

　・　小形二次電池

５　工事実績情報の

３ 建設副産物情報

　 交換システム

　 の利用

　受注者は受注時において延べ面積が80㎡以上の解体工事については、工事着手前及び

工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施

書）」を監督員に提出すること。

　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入

力し、工事完了時にはシステムへ実績報告を行うこと。

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった

場合には、完成年度の翌年度の４月１日から８月31日までの間に、別に定める様式に産

業廃棄物税納付証明書を添付して、当該工事の発注者に対して、支払請求を行うことが

できる。
　 　なお、この期間を超えて請求することはできない。

　また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することは

できない。

４　三重県　

  　産業廃棄物税

　　登録

(1.1.4)

・　適用する（請負金額が500万円以上の場合）

　　　受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録手続きを行

　　　い、工事カルテの受領書を、監督員に提出すること。

処理し、監督員に報告すること。（マニフェストA、B2、D票、E票を提示すること。）

する法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に

化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関

　引渡しを要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資源の再資源

2) 工事中：随時撮影を行うほか、監督員の指示による。

1) 着工前：解体建物・敷地周辺・付近道路・工作物の撮影を行うこと。

写真は着工前・施工中・完成を同一場所から黒板なしで撮影すること。

　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様

式により、工事事故報告書を監督員が指示する期日までに、提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況

聴取、調査、検証等に協力すること。

　施工計画書、仮設計画書、工事写真、工事日報、マニフェストの写し(A,B2,D票,及

びE票)その他市監督員の指示するものとする。

　施工計画書には、工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物処理

契約書の写し、産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者許可書の写し、その

他市監督員の指示するものを添付すること。

８　施工条件

(1.3.3)

６　電気保安技術者

７　疑義 　設計図書に明記のない場合、または、疑義が生じた場合は、監督員と協議し、その指

示を受けてから施工すること。

・　監督員と協議し決定する。   　　　　　　　 　　　　   

    　部位別の施工順序　・　指定なし　　・（　　　　　）

　    工事車両の駐車場　・　指定なし　　・　図示（図面番号：　　　　）

(1.3.5)  　 　施工可能日　　　　・　指定なし　　・　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

    　施工可能時間帯　　・　指定なし　　・　　時　～　　時

　　　資機材置場　　　　・　指定なし　　・　図示（図面番号：　　　　）

・　適用する

　工事に必要な手続きは受注者が速やかに処理し、この手続きに関する諸費用は受注者

負担とする。

1) 工事期間中、現場内入場者、近隣居住者および周辺建物に危害を与えぬよう注意す

　ること。万一、紛争が生じた場合は、受注者が誠意をもって解決すること。

　　なお、近隣等との折衝は、あらかじめその概要を監督員に報告し、その経過につい

　ては記録し、遅滞なく監督員に報告する。

2) 重機搬出入時、発生材搬出時、仮設材搬出入時には、交通整理のための誘導員を配

　 置すること。

　重機搬出入、産業廃棄物搬出経路については事前に施工計画書を提出し、監督員の承

認を得ること。また、工事現場から搬出入する土砂により工事用進入路を汚した場合は、

速やかに清掃を行うこと。

９　官公庁手続

10　危険災害の防止

11　工事進入路

12　工事写真

13　完成写真

14　事故報告

15　提出書類

　施工計画書には、工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物処理契

約書の写し、産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者許可書の写し、その他監

督員の指示するものを添付すること。

16　産業廃棄物

　　の禁止

1）一般事項

　　県工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材等の搬出

　入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油(地方税法第144条の32(

　製造等の承認を受ける義務等)の規定に違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

2)調査の協力

　　受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければな

　らない。また、受注者は下請負者等に同調査に協力するよう管理及び監督しなければ

　ならない。

3)是正措置

　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければなら

　ない。また、受注者は、下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是

　正措置を講じるよう管理及び監督しなければならない。

中間検査又は完成検査において、地下埋設物の確認を受けること。

確認時期は、監督員と協議し決定する。

　

　

　た場合の措置

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第

14号）を受けた場合の措置について

　(1)受注者は、暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第

　　 12号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不

　　 ともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、

　　 捜査上必要な協力を行うこと。

　(2)(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合

　　 には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

　(3)受注者は、暴力団員等により不当介入を受けたことから、工程に遅れが生じる等

　　 の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

17　不当介入を受け

18　不正軽油の使用

19　地下埋設物の確認

　　対策 者が直接締結する請負契約に限る。）の相手方としてはならない。

　適用除外でないにも関わらず、社会保険等が未加入である建設業者を下請契約（受注

　下請契約に先立って、選定の候補となる業者について社会保険等の加入状況を確認し、

適用除外でないにも関わらず社会保険等が未加入である場合には、早期に加入手続きを

進めるよう指導を行うこと。

　受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」欄により下請

業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。また、発注者が加入状況を

　また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応

すること。

20　社会保険等未入

21　その他

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町 5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2
解体工事特記仕様書（1）

三重県津市栗真中山町　地内

三重武道館弓道場（遠的）

鉄骨造平屋建

解体

67.00　㎡　（倉庫：27.00　㎡　　射場：40.00　㎡）

67.00　㎡　（倉庫：27.00　㎡　　射場：40.00　㎡）

A-08
三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事



原図:A2

Ｕ 建 築 設 計

登録番号（１）第２１１８号

FAX:059-231-8897TEL:059-231-8893三重県津市白塚町5188

ＮO．縮尺年　月　日設計番号

設計

特記 日月

内 田 　 貴 之

一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

　　・　埋立処分　　　・　溶融又は無害化による中間処理

章 項目 特記事項

・ハロン

・フロン

種類

特殊な建設副産物の種類等

適用箇所 回収及び処分

測定時期 測定場所 測定点数 　備考

処理作業中

処理作業後

６
　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

１ 適用範囲 建築設備に使用されているアスベスト含有材の処理

　　・　行わない

　　・　行う　適用箇所　図示（図面番号：　　　　）(6.1.1)

分析によるアスベスト含有の調査

　　・　行う　調査範囲　図示（図面番号：　　　　）

　　・　行わない

アスベスト粉じん濃度の測定時期、測定場所及び測定点数

(6.1.3)

３ アスベスト

　粉じん濃度測定

２ 施工調査

(6.1.2)

４ アスベスト含有 除去工法

　　吹付け材の

　　除去・処分

　　・　共通仕様書[6.3.2](a)

除去したアスベストの飛散防止措置

　　・　固型化　　　　・　湿潤化

除去したアスベストの処分

５ アスベスト 処分方法（石綿含有せっこうボードを除く）

　　含有成形板

　　・　行わない

分析調査１ 施工調査

(6.5.3)

(7.1.3)

２ 特殊な建設副産物

(7.3.1)

　　・　行う　　調査範囲　図示（図面番号：　　　　）

２ 杭の撤去　

７
　
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

３
　
　
解
　
体
　
施
　
工

１ 浄化槽、排水槽等 汚水、汚物の回収、洗浄、消毒等

    ・ 行う　　　　・　行わない

杭の撤去

　　  ・　行う　　　　・　行わない　

(3.2.1)

(3.9.2)

(3.10.1)

 解体方法

　　　・　引抜き工法  (　・　振動　　　・　ケーシング　　・（　　　　））

　  　・　破砕　　　

    　・　図示（図面番号：　　　）

 引き抜いた杭の処理

　　　・　図示（図面番号：　　　）

樹木の伐採抜根及び移植３ 樹木等　

　　 ・　行わない

　　 ・　行う　　図示（図面番号：　　　　）

(3.11.1)

　 埋設配管

４ 地下埋設物及び 地下埋設物及び埋設配管の解体

　　・　行う　　図示（図面番号：　　　　）

　　・　行わない

　　の整地

５　解体撤去後

(3.12.1)

・砕石(C-40)にて周辺地盤面まで埋め戻すこと。

・再生クラッシャラン(RC-40)にて周辺地盤面まで埋め戻すこと。

・山砂にて周辺地盤面まで埋め戻すこと。

広域認定制度

１ 産業廃棄物

(4.4.2)

　　・　埋立処分　　　・　溶融又は無害化による中間処理
４
　
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

２　最終処分

(4.4.4)

特例による広域的処理　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

最終処分する廃棄物　　　・（　　　　　　　　　）

最終処分場　　　　　　　・（　　　　　　　　　）

１　仮設トイレ

２　仮囲い

構内既存の施設　　　　　　・　利用できる　　　・　利用できない

３　監督員事務所

(2.3.1) 監督員事務所の規模（単位：㎡）

適用

規模 10程度 20程度 35程度 65程度 100程度

・ 設置する。

３ 処理に注意を

　要する建設廃棄物

(4.5.1)

・(2)ひ素、カドミウム含有

・(1)アスベスト含有石膏ボード

・ＣＣＡ処理木材

・(1)(2)以外の石膏ボード
・埋立処分

・再資源化

処理方法建設廃棄物の種類

　　　　　　　石膏ボード

机・いす 書棚 黒板・白板 掛時計 温度計

個個台組

長靴

個

懐中電灯保護帽雨合羽 衣類ロッカー

台個個着足

種類

数量

種類

数量

種類

数量

消火器

個

掃除具

個

電話・FAX

台

インターネット

台

冷暖房機器

台

備品等の設置

受注者加入

部 位 等

内壁・天井

屋根

床

仕 上 げ

合板張り又はビニール床シート張り

溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り、調合ペイント塗り

監督職員事務所の仕上げ

合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

構内既存の施設　

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

　

４　工事用水

　　取出位置　　・図示（図面番号：　　　）

構内既存の施設　

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

　　本工事で新規受電または既設電気回路に接続し、通電した時から、

工事に起因する電力料金は、本工事に含まれる。

・　設けない

・工事用進入路の養生として、鉄板(t=22)を敷き、養生を行うこと。

「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき指定された

建設機械の使用に努めること。

　　の対策

(2.2.1)

５　工事用電力

６  騒音・粉じん等

７　仮設鉄板敷

８　使用重機

９　散水養生 解体作業時には粉塵等の飛散を防ぐため、散水養生を行うこと。

10　足場 　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平

成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手す

　解体工事により解体建築物以外の建築物や舗装、桝等に損傷を与えた場合には、監督

員に報告するとともに、受注者の責任において原形復旧を行うこと。

11　損傷を与えた

　　場合の対応

り、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組み立て、解体又は変更の作業

は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

・　設ける   ・　防音パネル　　・　防音シート　　・　養生シート

　　　　　　　　適用範囲、高さ等　　図示（図面番号：　　　 ）

(6.3.2)

(6.3.3)

(5.1.2)

１ 施工調査

・　行う　　調査範囲　　図示（図面番号：　　　）
５
　
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

・　行わない

(5.4.4)

(5.4.3)

２ PCBを含む機器類

・　行う　調査範囲　　図示（図面番号：　　　）

・　行わない

３ 廃油、廃酸、

　廃アルカリ

　　の処理の有無

(5.4.5)

(5.4.6)

・　廃油　　　　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

・　廃酸　　　　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

・　廃アルカリ　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

特別管理産業廃棄物の分析調査

微量ＰＣＢ、ＰＣＢ含有シーリング材の分析調査

４ ダイオキシン類 サンプリング調査

　　・　行う 　調査範囲　図示（図面番号：　　　）

　　・　行わない

解体方法及び処分方法

　　・（　　　　　　　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　）　　

(5.4.7)

　　・　図示（図面番号：　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

解体工事特記仕様書（2）

A-09
三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

位置　　・　図示（図面番号：A-10 ）　・　その他（　　　　　　　　　）

仕様　　・　図示（図面番号：A-10 ）

　　　　・　成形鋼板H=3000　　・　成形鋼板H=2000 　・　その他（ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ）

　　位置　・図示（図面番号：A-10　）
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工事場所
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矢取道
コンクリート板

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

雨水・汚水・雑排 側溝放流

30
00

12
00

成形鋼板柵 1/50

+480

鉄板敷き
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【工事車両進入口】
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W6000 H1800

凡例

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　W6000 H1800

ガードフェンス　H3000

ガードフェンス　H1800

☆ 交通誘導員【大型車両通行の際に配置】

鉄板敷き　ｔ＝22
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符号 算定式

×

×

×

×

×

×

合　計

①

②

③

④

⑤

⑥

12.00 15.50 186.00

 7.00 1.00   7.00

 0.50  3.00 1.50

 0.50  1.00

 1.00  5.00  5.00

 1.00 14.30 14.30

0.50

×⑦  4.00  2.00  8.00

求積表（新築）

求積表（解体）

符号 算定式

×

×

合　計

ア

イ

 6.00  4.50  27.00

10.00  4.00  40.00

合　計  67.00 ㎡

10

符号 算定式

×

× ×
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0.5
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× × 0.5
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三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事
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月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2
仕上表

女子更衣室

便所

射場

6人

便所

巻藁兼更衣室

1

12
,5

00
3,

00
0

9,500 2,500

3,500 3,500

5,
55

0
2,

50
0

3,
00

0

大型開口部：SS-1 及び AD-1にて算定

AD-1:　1.8 × 2.3 = 4.14 ㎡

収容人員の算定 無窓階有窓階の判定 換気・排煙検討

審判席

2
会議室

3

4

5

6

5,000

換気検討 排煙検討

2,
45

0
2,

00
0

玄関ホール

7

採光検討

床面積：延床面積 = 194.5 ㎡

SS-1: 12.0 × 3.45 = 41.4 ㎡

計 45.54 ㎡

4,500 5,000

194.5 / 30 = 6.49 ＜ 45.54 ㎡・・・・OK

②　審判席　　　　　4.5× 3.0  = 13.5　 ㎡

⑥　巻藁兼更衣室　　3.5× 5.55 = 19.425 ㎡

③　会議室　　　　　5.0× 3.0  = 15.0　 ㎡

④　記録席・控通路　3.5×12.5  = 43.75　㎡

⑤　女子更衣室　　　3.5× 2.5  =  8.75　㎡

除外

⑦　玄関　　　　　　3.5× 2.45 =  8.575 ㎡
除外

①　射場：6人 12.5× 5.0  = 62.5　 ㎡

従業員：2人

13.5/3 = 4 人

15.0/3 = 5 人

43.75/3 = 14 人

19.425/3 = 6 人

(①+②+③+④+⑥)/3 = 35 > 50人

道場シックハウス検討

△

△

△
H=60

木製 CL

△

△

△

△

石膏ボードt=9.5 準不燃(QM-9828)

化粧石膏ボードt=12.5　不燃(NM-1864)

化粧石膏ボードt=9.5 準不燃(QM-0524) 化粧ケイ酸カルシウム板t=6　不燃(NM-1217) 内装使用建材　：F☆☆☆☆又は規制対象外の建材をすべて使用する

天井裏等の措置：F☆☆☆☆又は規制対象外の建材をすべて使用する石膏ボードt=12.5　不燃(NM-0127) 石綿・クロルピリホス使用不可
備　考

外部仕上表

内部仕上表

屋　根

（道場）

屋　根

（看的室）

外　壁

（道場）

外　壁

（看的室）

縦　樋

軒　樋

玄関ポーチ

スロープ

犬走り

巾　木

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

白線引き

防矢ネット

矢止め

コンクリート塀

室 　 名

道　場

巻藁室

兼男子更衣室

女子更衣室

会議室

玄関

審判室

床 床 高 巾 木 壁 （ 腰 壁 ） 天 　 井 廻 り 縁 天 井 高 備 　 考

FL+4000

FL+4000

FL+3000

FL+3100

FL+2600

FL+2600

FL+2550塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

△

△

△

H=60

塩ビ製

H=60

塩ビ製

H=60

塩ビ製

100角ﾀｲﾙ

△

△

H=60

木製 CL

フローリング張りt=12

ビニール床シート張り t=2.5

△

△

△

△

△

△

△

△

（一部耐水合板ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地の上ビニールクロス貼り

LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

LGS下地　岩綿吸音板t=9.5

LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

LGS下地　化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

△

△

姿見（1200×1800）、木製造り付け棚

畳（矢止め）2枚重ね×5列

木製下足箱

木製造り付け棚

パーテーションH=1800(可動）、姿見（1200×1800）

面台：SUS t=1.0 HL 25×150(L=1390)　汚垂れ石(L=1390)

シート触れ止め金具（埋込）＠500、消火器ABC10型1ヶ所

カーテンレール(W)、ミニキッチン(IH)L=1050（冷蔵庫別途） 

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地の上ビニールクロス貼り

金属横葺き屋根（カラーガルバリウム鋼板t=0.4)　軒先包み：ガルバリウム鋼板t=0.4折り曲げ加工

アスファルトルーフィング22kg　ケラバ包み：ガルバリウム鋼板t=0.4折り曲げ加工

野地板　硬質木毛セメント板 t=25　軒裏：ケイカル板 t=6　EP塗装

母屋：C-100*50*2.3 防火認定30分耐火　FP030RF-9289

防火構造(PC030BE9202)

折板葺き（90ハゼタイプ)t=0.6

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ（けらば共）、ｴﾌﾟﾛﾝ面戸、水上及び妻側雨押さえ、水止め面戸

通気工法（透湿防水シート）

カラー鋼板（角波）t=0.6

カラー角型硬質塩ビ製　W=120 前高型（屋根）

100角スロープタイル張り　ステンレス手摺

コンクリート金こて仕上げ

モルタル金こて仕上げ

水切り：カラーアルミ水切り

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（歩行用）

既設駐車場区画線　Ｗ150（溶融手動式）

L=13000 H=1000  支柱4本　アーチェリーネット（取付金具共）

L=13000 H=3000　コンクリート打ち放し

軽量鉄骨床下地　体育館用

軽量鉄骨床下地　体育館用

男子便所

女子便所

看的室

△

△

△

H=60

塩ビ製 △ △ FL+2550塩ビ製

側　溝

ネットフェンス

境界杭

北側ゲートボール場境界：スチールネットフェンス H=1200（扉付）　

南側河川境界、西側武道館連絡路：スチールネットフェンスH=1200

プラスチック杭、金属標、金属鋲

有効換気面積

道場必要換気面積

SS-1にて検討

有効換気面積

会議室必要換気面積

有効換気面積

AW-1にて検討

2.0×1.3×1/2＝1.3＞0.675・・・・・OK

女子更衣室必要換気面積

⑤：8.75/20＝0.4375　㎡

AW-2にて検討

道場必要排煙面積

女子更衣室必要排煙面積

8.75/50＝0.175　㎡

有効排煙面積

AW-2にて検討

SS-1にて検討
有効排煙面積

会議室必要排煙面積

有効排煙面積

AW-1にて検討

147.75/20=7.3875　㎡

①+②+④+⑥+⑦＝147.75　㎡ 147.75/50＝2.955　㎡

SS-1にて検討

会議室必要換気面積

有効換気面積

AW-1にて検討

⑤：8.75/20＝0.4375　㎡

147.75/20=7.3875　㎡

①+②+④+⑥+⑦＝147.75　㎡

道場必要採光面積

有効採光面積

女子更衣室必要採光面積

有効採光面積

AW-2にて検討

1.0×1.0＝1.0＞0.4375・・・・・OK1.0×1.0×1/2＝0.5＞0.4375・・・・・OK

12.0×3.45＝41.4＞7.3875・・・・・OK

③：15.0/20＝0.75　㎡

12.0×0.25＝3.0＞2.955・・・・OK

15.0/50＝0.3　㎡

2.0×0.5×1/2＝0.5　㎡＞0.3・・・OK

1.0×0.5×1/2＝0.25　㎡＞0.175・・・OK

③：15.0/20＝0.75　㎡

2.0×1.3＝2.6＞0.75・・・・・OK

12.0×3.45＝41.40＞7.3875・・・・・OK

①+②+④+⑥+⑦＝147.75　㎡

147.75×15/10000＝0.2216　㎡

有効開口面積

12.0×3.45＝41.40＞0.2216・・・・・OK

告示第273号第2三号による

道場必要開口面積

SS-1にて検討（常時開放）

土間コンクリートt=120金こて直仕上げ
打放し
ｺﾝｸﾘｰﾄ

H=100

カラー鋼板（角波）t=0.6　外壁あらわし 折板葺きのまま

～

FL+2300

FL+2200

△

A-12

100角磁器質タイル仕上げ　段鼻タイル

土間コンクリートt=120こて抑えの上　磁器質100角タイル張り

合板t=9.0下地の上天然木化粧合板張り t=5

南側　：既設側溝（W=360コンクリート蓋付）一部撤去の上再利用

道場前:　U240(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋)

カラー硬質塩ビ製　VP100φ

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

床点検口　450角ｱﾙﾐ枠　1ヶ所

床点検口　450角ｱﾙﾐ枠　1ヶ所

極厚ポリエステル　充実率0.04程度

GL+600

GL+500

GL+600

GL+600

GL+580

窯業系サイディング横張り　t=16（コーナー役物同材）
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原図:A2
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2,000 3,500

女子便所
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女子更衣室

畳（縦置き）

ポーチ
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B

4,600 6,940

軽量SS
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6列×4段

5,000 1,500

男子便所

6列×4段

給湯

温水器
H

X1 X2 X3

Y1

Y2
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2,650
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4,200
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平面図・屋根伏図

A-13

★
★

★

★

★ 室内環境測定箇所を示す。

消火器 ABC 10型 格納箱共を示す。

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

△ 表示板（アルミ複合板 t=5 570×450）を示す。

▲ 室名札（アルミ製 t=5 220×80）を示す。

▲ 姿見600*1200

▲

▼

5列×6段
△
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/100

立面図・断面図

8,500 3,500 2,000 12,500 3,000

15,500
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ポーチ

4,830 7,170
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400400
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▽FL

△設計ＧＬ(KBM+50)

（巻藁室兼用）

男子更衣室

進行記録席 控通路射場

4,
00

0 4,
60

0
60

0

射場2,
80

0

4,
00

0

巾木：モルタル金こて

3,
00

0

南立面図　1/100西立面図　1/100

サイディングt=16横張り

金属横葺き

サイディングt=16横張り

金属横葺き

A-A 断面図　1/100 B-B 断面図　1/100

東立面図　1/100 北立面図　1/100

1,
00

0
1,

30
0

審判席

7,
27

0

5,
20

0

▽軒高

▽最高の高さ

敷地境界線

Sus手すり

1,
15

0
3,

45
0

敷地境界線

巾木：ﾓﾙﾀﾙ金こて仕上

ネットフェンス
H=1200

Sus手すり

カラーVP100

ｽﾃﾝﾚｽ切文字HL仕上300角

Sus手すり

既設フェンス

新設ネットフェンス H=1200

水切り 巾木：モルタル金こて 柱型露出部分：モルタル金こて

三 重 武 道 館 弓 道 場

化粧柱　DP塗装

A-14

カラーVP100

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

敷地境界線

1,400900



窒素系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16（横張）
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2
断面詳細図

1/30
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▽ 軒高（梁天）
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0
1,
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0

▽ 設計GL(KBM+50)

6,940

2,
30

0

野地板　硬質木毛セメント板 t=25

開口補強C-100*50*20*2.3(W)ﾀﾃﾖｺ共

通気工法（透湿防水シート）

（縦取付金物共）

土間コンクリート t=150(D13@250S)

道 場

2,00012,000

金属横葺き

鋼製床組

1,
00

0
1,

30
0

30
0

▽FL

会議室

70

10
0

砕石 t=100

15
0

25

40
0

15
0

30
0

塩ビ角樋（前高）W=120

グラスウール24kg充填
t=100

アスファルトルーフィング940

ﾍﾞｰｽｺﾞﾑ

根太ﾊﾟｯﾄ

3,
45

0
30

50
0

70

シャッター囲い(LGS下地）

1,820

1,320 180

母屋：C-100*50*2.3 @606

化粧石膏ボード t=9.5

2,
80

0

壁

木製巾木H=60 CL

立上り共

90×150

150×90

10
0

軒先包み
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.8

軒先唐草：ｶﾗｰｱﾙﾐ

棟包み
屋根同材

Ｕ字溝(U240)

30
0

▽ 基礎天端

200×30

9014.5

開口部廻りシーリングMS-2(四方）

240

D13@250

木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ　CL
Susカーテンレール(W)

200 180

10
0

ポリエチレンフィルム t=0.15+ポリスチレンフォームt=25
(玄関除く）

化粧鋼板t=0.8(ｼｬｯﾀｰ工事）

ケイカル板 t=6　EP塗装

LGS下地25型

軒先包み
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.8

ケイカル板 t=6　EP塗装

LGS下地25型

玄 関 ポ ー チ

10
0

シート触れ止め金具
（埋込）＠500

DP塗装

X2 X3X1

230 4,600 6,940

3,7302,230

t=100

2-M16

2-M16

軽量天井下地19形
水平つなぎ：1.8ｍ以下タテヨコ

ブレース：3.6ｍ以下タテヨコ

H-250*125*6*9
（横使い）

3,470

カラー硬質塩ビ製　VP100φ

玄 関

断面詳細図　1/30

A-15

磁器質100角タイル張り

100角磁器質タイル仕上げ

LGS下地化粧石膏ボードt=9.5

合板t=9.0下地の上天然木化粧合板 t=5

複合フローリング張り t=12

合板t=12下地

グラスウール24kg/m3充填

アルミ製天井見切り

合板t=9.0下地の上天然木化粧合板 t=5

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

框：タモ集成材　CL

上り框：タモ集成材　CL

杉 150×30 CL

杉 積層材　CL

杉 150×30 CL

杉 120×30 CL

ｺﾝｸﾘｰﾄ製蓋共
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軒樋：硬質塩ビ製 角型 W=120

ｹﾗﾊﾞ包み(屋根同材)
化粧ﾌﾚｰﾑ(屋根同材)

水切り：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(加工) t=0.4

竪樋：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ(ｶﾗｰ)φ100　つかみ金物：ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修
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三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

A.Bolt 4-M16 L=550
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STKR 400

折板：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.6 H=88程度

屋根：折板 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.6 H=88程度、化粧ﾌﾚｰﾑ付
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ケイカル板t=6の上EP塗り

台輪

仕様

本体主材

ポリ合板貼

ポリ合板（見付・天端：メラミン化粧板）

女子更衣室棚：2780×2130×470　1台

男子更衣室棚：2850×2130×470　1台

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

杉　CL

軒先唐草：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4
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原図:A2
各部詳細図（2）
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看板詳細図 1/6
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この建物はスポーツ振興くじ助成金を受けて整備されたものです。

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

仕様：アルミ複合板ｔ=5 枠付き ﾌﾟﾘﾝﾄｼｰﾄ張り

参 考 図

化粧不燃材 t=3.0
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縮尺年　月　日 ＮO．設計番号月 日特記 Ｕ 建 築 設 計
TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897三重県津市白塚町5188

設計一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

S-01

広告塔

１．

工事種別　　

新築 増築

（２） 構造種別

鉄筋コンクリート造

鉄骨造

鉄骨鉄筋コンクリート造

（ＲＣ）

（ＳＲＣ）

（ＷＲＣ）

（３） 階数

増改築 改築

（１）

建物概要

構造設計概要

壁式鉄筋コンクリート造

木造

（Ｓ）

（Ｗ）

３．適用図書

印は採用項目を示す。

印は適用事項を示す。

４．地盤調査

（１）　地盤調査資料

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

静的貫入試験

土質試験

標準貫入試験

物理探査 平板載荷試験

　無　　

（　 近隣）　　敷地内　　　有　

　無　　

（２）　地盤調査計画（調査資料がある場合の再調査を含む）

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

静的貫入試験 標準貫入試験

物理探査 平板載荷試験

調査計画内容 （本工事に 含まない）

近隣）　　敷地内　　

ヶ所

土質試験

含む

調査深度

（　

日本建築学会　各工事技術指針

日本建築センター　各設計施工指針

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築工事　共通仕様書

（鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説)

５．地業工事

(1)

７．鉄筋コンクリート工事

８．鉄骨工事

による。

工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場

製作要領書

工作図

施工計画書

溶接工事作業計画書

材料規格証明書

現寸検査

組立・開先検査

製品検査

建方検査

錆止め塗装

鉄骨工事は、日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずる恐れがある場合において、伸縮継手又は可撓継
手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等の有効
な管の損傷防止のための措置を講ずること。

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造
耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の
場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリ
ート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック
造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

建築設備(昇降機を除く。)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない
ものとすること。

９．令129条の2の4の事項

工事監理者が行う検査（監理者の承認の上、省略も可）

ＪＩＳ　Ｈ８６４１　溶融亜鉛めっき（部位は意匠図参照）

（４） 屋上付属物

高架水槽 キュービクル

（５） 増築計画

有

（６） 付帯工事

立体駐車場

（７） 特殊荷重

ロープ式　　　油圧式,

受水槽 （

）

基

（８）

（

無

ＫＮ ）

ｋＮ ｋＮ

エレベーター

ダムウェーター

設計ルート

塀門 ．擁壁

ホイストクレーン ton吊荷

レディーミクストコンクリート　　ＪＩＳ　Ａ５３０８
セメント　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｒ５２１０　普通ポルトランドセメント
水　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ａ５３０８　
骨材　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ａ５００５　
混和剤　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ａ６２０４　

２．使用構造材料

種　　類
適　用　箇　所

普通 軽量

（１）コンクリート

鋼　　材（３）

圧接 重ねＳＤ３４５ＳＤ２９５Ａ

鉄　　筋

径
材　　質 継　　手 備　　考

ＳＤ３９０

(２)

材　　質
備　　考適　用　箇　所

SS400

（４） 高力ボルト 註：摩擦面のすべり係数値は０．４５以上とする。

SN400B

適　用
使　用　サ　イ　ズ等　　級形　　状

トルシア型ＪＩＳ型 Ｆ８ＴＳ１０Ｔ Ｍ２２Ｍ２０Ｍ１６
備　　考

BCR295SN490C SSC400STKR400

調査数ｍ

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。

１０．その他

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の
振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するも
のにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上
安全なものとすること。

　有　

給湯設備(満水時の質量が15kgを超えるもの)については平12建告第1388号第5の規定を満たすこと。

階 地上 階 塔屋 　階地下

高性能ＡＥ減水剤の使用 有 無

寒中・暑中コンクリートの実施適用は気象条件及び立地条件、その他を考慮する事。

備　　考
設計基準強度

スランプ
／Ｎ ｍ

ｃｍ２１ ２４１８１５

ｍ２

太陽光パネル

Ｄ１０～Ｄ１６

１８

角形鋼管

Ｈ形鋼

通しダイアフラム

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得る事。

鉄筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

鉄筋継手のガス圧接は、日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

施工（コンクリート、鉄筋、型枠等）はＪＡＳＳ５及び建築工事監理指針に準拠すること。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度もしくは耐久設計基準強度のうち、大きい方の値とする。

１

１８土間コンクリート

捨てコンクリート

Ｄ１９～Ｄ２５

ｍ

度深
標　準　貫　入　試　験

２０ ３０ ４０ ５００

）

１０

地　質　名

１

５

回／ｃｍ

Ｎ
値

１０

１５

Ｎｏ．1 （孔　内　水　位

SM490ASN400C

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

母屋・胴縁

建設省告示第１１０３号による認定工場は　Ｒ　グレード以上とすること。

基礎・地中梁・立上り

１８

ＪＩＳ　Ｋ５６７４、２回塗りとする。

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５による。（最新版）

Ｘ方向　ルート　２    Ｙ方向　ルート　２

基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

※ (1) :A 砕 石
場   所 捨てコンクリート厚さ

:B 割栗石

独立,布 * 50 60 100 * A B * 60 100 150
基 礎

ベ  タ * 50 100 * A B * 60 100 15060

地 中 梁 * 50 60 100 * A B * 60 100 150

構造スラブ * 50 60 100 * A B * 60 100 150

屋内 * 50 100 * A B * 60 100 15060
土間スラブ

屋外 50 60 100 * A B 60 * 100 150

厚 さ

1)杭種 拡翼付鋼管杭

(2) 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

平板載荷試験

くいの載荷試験（鉛直）

ためし練り試験

打込み直前における品質検査（スランプ、空気量、

材料試験

ガス圧接工技量確認試験

ガス圧接部引張試験

ガス圧接部超音波探傷検査

材料試験

工場溶接工技量確認試験

高力ボルトのすべり係数試験

工事場溶接工技量確認試験

工事場溶接部の超音波探傷検査

項　　　　　目 備　　　　　考

地

業

コ
ン
ク
リ
｜
ト

鉄

筋

鉄

骨

温度、単位容積重量、強度推定のための圧縮強度）

工場溶接部の超音波探傷検査

採用

主な試験、検査６．

（下記の結果は、後日工事監理者に報告する事。）

圧縮強度試験

鉄骨溶接部の超音波探傷試験について

検査機関

供試体による

レミコンの標準品は行わない

第三者

試掘

AOQL 4.0% 第6水準

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者、工事施工者が受け入れ検査を

社内

現場溶接部については、原則として全数検査を行う。

代行させるために自ら契約した検査会社を言う。

％１００

PHC杭 A種 B種 C種

A種 B種 C種ST杭

SC杭 t mm

PRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

節杭 A種 B種 C種

2)工法 拡翼付鋼管杭回転工法

油圧ハンマー ディーゼルハンマー打撃工法

埋込み工法 プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

杭周固定液 * あり なし

中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)

杭径(拡底部)mm 長期kN 短期kN 終局kN 本数 備  考

(    )

(    )

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

(3)杭径,設計耐力,本数表

(4)杭の構成は設計図による。

(5)杭頭補強

190.7 188 376 564 14

構造特記仕様書

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事
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内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

L

6d以上(※4d以上)

キャップタイ

鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋の折曲げ
内の寸法(R)

d d d

R R R

余長 余
長

余
長

d

8d
以
上

折まげ角度90ﾟﾍスラブ筋、壁筋

の末端部またはスラブと同時に

打ち込むT形およびL形梁のキ

ャップタイにのみ用いる。

d

R

d

R

鉄筋の径によ
る区分

SR235、SD295A

SD295B、SD345

SR235、SD295A

SD295B、SD345

以下

以上

以下

16φ
D16

D19

16φ
D16

19φ

19φ～25φ
D19～D25

D29～D38
28φ～32φ 8d以上

6d以上

4d以上

鉄筋の種類

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

(N/㎜ )       

定  着  の  長  さ

一般  (L )

下ば筋 (L )

小  梁 スラブ

特別の定着及び

重ね継手の長さ
(L )

SD295A

SD295B

SD345

45d または    
30d フックつき

40d または    
30d フックつき

50d または    
35d フックつき

45d または    
35d フックつき

10d かつ
15cm以上

20d または
10d フック
      つき

d

3㎜以下

θ＞80

θ

d

圧接面

d

圧接面

d

圧接面

d/5以下

d/4以下

a≧400

L L

土に接しない部分

土に接する部分

部　　　　　位
設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ

(㎜) (㎜)

柱

屋   内

30

40

50

70

30

30(20)

20

間隔

d

あき
異型鉄筋 丸   鋼

間隔

d

あき
dd

ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、

最小かぶり厚さを確保する。

         30㎜とすることができる。

         40㎜とすることができる。

         を受けて40㎜とすることができる。

     (4) 軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。

     (5) (  )内は仕上げがある場合。

40

HOOP @150

コンクリート止め板

1.
5φ

L

補強筋

10
0以

上

HOOP @150

コンクリート止め板

L

45

φ

150

15
0

ｌ

3-D16

基礎下端

基礎下端

φ

45
d

重
ね

継
手

柱
主

筋
40
d

80
0～

10
00

10
0以

上

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

破り折り部分

へりあき200以上

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

HOOP筋の継手は片側溶接

スぺーサー

フラットバー@3,000

(各4ヶ所)

主筋のかぶりは

100以上とする

φ

CL

D

45

a

D

かぶり厚さ

(片側)(両側)

20
d以

上

20
d以

上

b

ベース筋

a=D  +2dの範囲

主筋間隔は200以下

bの範囲

300以下

8d以上(※4d以上)

但しl≦φの場合

CL

捨フープ

C L C L

10d又は重ね継手40d

1.1d以上

1.4d以上

3d以上

21以下

24,27

1.5L  以上 約0.5L

厚さが部分的に減少する箇所についても

屋   内

屋   外

屋   外

40

50

50

40　　(30)

40

60基 　  礎 　・  擁    壁

柱・はり・スラブ・耐力壁

擁      　　　　　　　壁

屋 根 ス ラ ブ

床　ス　ラ　ブ

非　耐　力　壁

は      り

耐  力  壁

     (2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

     (3) コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

1.
5φ

φ

b

d

主筋間隔の1.5倍かつ

20d 40d

余長4d

L

a

1

L 
　
or

 L

40
70

L

L

2-D16以上

45ﾟ`60

300

3-
D1

3

L

外 端 部

l

l　/2l　/4

15d 15d
L

L

L L

L

※

※上端筋の定着は、やむを得ない

場合上向きとすることができる

外 端 部 内 端 部

l

l　/4 l　/2

20d 20d

l　/4

L

上端筋継手範囲

125以上
HOOP 2-D13以上

B.PL下端

鉄骨柱D

HO
OP

 @
10

0

地
中

梁

主筋
30～50

150以上

B.PL下端

ベース下の施工を慎重にする

30～50

L

ハンチハンチ 梁幅

※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

柱

2-D  )
※

1

6～8

イ の拡大図

) 
 2

-D

8d

8d

D

≧
15

d

＊ ＊＊＊

＊
＊

＊

梁
幅

l　/4

（継手範囲)

L

上端筋継手範囲

（継手範囲)

L

埋込み長さh

※

※ ※

L

W

L

H300＜H≦1000

内 端 部

15d 15d

下端筋継手範囲

鉄骨柱D

125以上

HOOP

2-D13以上

地中梁上端筋

地中梁下下端筋

主筋

埋
込

み
長

さ
h

HOOP

2-D13以上

注1

D以上

(基礎梁のない側)

(基礎梁のある側)

(注1　計算によらない場合である)

鉄骨柱2D以上

主
筋

の
25
dか

つ

2.
5D
以

上
又

は
計

算
上

必
要

な
長

さ

梁
幅

ハ
ン

チ

D：1500を超える場合

D

12d

12d

L

Lは50D以上かつ30cm以上とする

L

L

L

P

L

L

L

P

P
P

a15d
6d

6φ-@1000

a

a

a

a

a

6φ-@1000

e＞D/6

6d

6d

10
0

D

10
0

40
0

L

D

L

注1 第1帯筋は、梁づらに入れる

注2 W型で現場溶接をする場合は

    主筋の位置をさける

注3 フックおよび継手の位置は、

    交互とする

P

P

L

帯筋より1サイズ太く

又は同サイズ2本

e≦D/6

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

Lは中間部50dかつ300以上

とする

h　
/4

h　
/2
 

h　
/4

h　
/2
 

h　
/4

h　
/4

h

量ね継手

h

h　
/2

+1
5d

･L
40
0以

上
40

0以
上

L
L

h

h　
/2

+1
5d

L

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

設計応力に対して必要な定着長

さが不足する箇所に付ける

圧接継手

標
準

10
00

継手の好ましい位置

筋並びにはりのせいが小さく、

150以上

第1帯筋

第1帯筋

150以下

150以下

〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

P

6d

10以上

5以上

5d

2d 2d

l

両面溶接5d以上

lは片面溶接10d

パネル部分は

0.2%以上とする

135

6d

6d

8d

4d

末端部の根巻は1.5巻以上

12d

L

1.
5D

1.
5D

柱D

梁
D

柱D柱D

e e

4d

4d

a=1.5x(呼び名の数値)

補強かご鉄筋

主筋と同径

L　
以

下

L

補強かご鉄筋

(注) (1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

４．基    礎

５． 地中梁

６．柱

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値  丸鋼では径 D･･･部材の成 R･･･直径

@･･･間隔 r･･･半径

ST･･･あばら筋 HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋 φ･･･直径又は丸鋼

C･･･中心線

折曲げ角度 180 135 90

4d以上

SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

図 鉄筋の種類

あ ば ら 筋

スパイラル筋

帯       筋

上記以外の鉄筋

  1, 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

  4, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

  5, 鉄筋径の差が7㎜を超える場合は、圧接としてはならない

  ガス圧接形状

  圧接継手 重ね継手(下図のいずれかとする)

かぶり厚さ

丸鋼では径、異型鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

a，丸鋼 b，あばら筋,帯筋 c，煙突の鉄筋

d，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e，単純梁の下端筋

図の  印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

所定の場所に止まった場合 所定より低く止まった場合

杭    径

補 強 筋

H O O P

300φ、350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

6-D13 8-D13 10-D13 8-D16 10-D16

D10-@150

フック付 フック無し

L

折曲げ内法寸法Rは、SR235は3d以上、SD295A、SD295B

図

鉄筋の余長

(a-fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

f，その他、本配筋標準に記載する箇所

ハンチを付けた場合(a≧3)

※印筋はD10-＠200とする

H≦300は※印筋は不用とする

根巻形

イ

1, 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

3, ②の鉄筋はD13以上

W  の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、
配筋は同厚の壁リストにならう

   但し上筋と下筋を読みかえる
2, ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

4, 埋戻し土のある場合は40を70とする

地中梁の主筋と頭付スタッド

による、おさまりに注意する

埋込形

ハ S型(スパイラル型)

柱幅と斜材幅がj異る 柱脚で斜材となる柱幅と斜材(柱又は梁)幅が同一

(1) 柱主筋の継手 (2)柱主筋の定着

ロ 型

日 型

型目

イ H型(タガ型)

ロ W型(溶接型)

注1. 1.5Dの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする

注2. ①の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

(2) 記号

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状  鉄筋折り曲げ角度90ﾟﾈ下

(3) 鉄筋の定着及び重ね継手長さ

継      手

(4) かぶり厚さ (単位：㎜)

(5) 鉄筋のあき

(6) 鉄筋のフック

柱

梁

(2) 現場打ちコンクリート杭

杭頭処理

(1) 直接基礎

(2) 杭 基 礎

(1) PC杭、又はPHC杭の全てに補強を行う

(3) べた基礎

(4) 基礎接合部の補強

2

1

(1) 独立基礎、杭基礎の場合(定着、継手)

(2) 布基礎、べた基礎の場合(定着、継手)

(4) 水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

加工要領図

(5) せいの高い梁のあばら筋

(3) 小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋

(3) 帯筋

(4) 斜め柱・斜め梁

(5)絞り

1

1

1

1

(6) 二段筋の保持

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）

h  ･･･部材間の内法高さl  ･･･部材の内寸法距離

※片持スラブ、上端筋の先端

    l＞φの場合は工事監理者の指示による

斜め筋  3-D13以上

C L

40d以上

割製防止用U字筋

HO
OP

@1
50

15d

（１）

（２）

（３）

（１）

（４）

（４）

2

2

2
3

2

2

1

1

2

1

2

2

0

2

0

0

1

0

2

2

2

2

2
L

1

2

2L

0

0 0 0

1

※

0
0

0

0
0

0

0

2
1

2
2

2

1

1

0

0

0

1
P

1

2

2

2

22

2

2

2

1

0 0

2

3

1

1

1 1

1

0 0

1

1
1

2

     (6) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

柱、梁の定着L2以上が確保されない

により増強する。

場合はかご鉄筋で補強、または特記

21以下

24,27

35d または    
25d フックつき

45d または    
35d フックつき

40d または    
30d フックつき

10d かつ
15cm以上

20d または
10d フック
      つき

40d または    
30d フックつき
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縮尺年　月　日 ＮO．設計番号月 日特記 Ｕ 建 築 設 計
TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897三重県津市白塚町5188

設計一級建築士第２４８１６０号一級建築士事務所

内 田 　 貴 之登録番号（１）第２１１８号 原図:A2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

注、点線は下端筋の曲げ定着

　　L を示す

7. 大梁、小梁、片持梁 8. 床板

(1) 定着

a 大梁

柱幅が大きい場合

最上階

l /4 15d

柱幅

CL

L

L
 
+
5
d

L
 
+
5
D

※

D

フック付

L

L +5d

L +5d

L

b 小梁の定着
L

l /4 15d

15d

25d

最終端

1/4B

3/4B

B

l /6

20d 20d

l 連続端

平面

θ=45

片持梁の定着

(2) 大梁主筋の継手

先端 端部

15d 2l /3 L

25d

L

平面

片
持

梁
折

り
下

げ

(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

(4) あばら筋の型

は継手の好ま

しい位置

第1あばら筋は柱面より配筋する

つりあげ筋

印は幅止め筋

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い

(注、床板がない場合は135ﾟﾈ上のフックとする)

(イ) 原則として a のフック先曲げとする。片側床版付(L型)梁で b 、

(ロ) フックの位置は a にあっては交互、 b 似合ってはスラブ側とする。

腹  筋

幅止め筋

4
d

1
8
0
ﾟ
ﾈ
げ

D

腹筋

幅止め筋

(5) 幅止め筋の本数、加工

(1) 定着および継手

一般床スラブ片持ち床スラブ

上端筋

下端筋

短  辺  方  向

長  辺  方  向

短辺・長辺方向

B

B

A C

C

l

A C

A B A

C A C

肩筋D13以上

25d

75～100 60L

バーサポート

D13
15dL

15d

10dかつ150以上

1
0
d
以

上

継手位置は原則として下表による。

標準継手位置

(2) 屋根スラブの補強
a

l

※

l

(3) 片持ちスラブ出隅部補強

(4) 床板開口部の補強(開口の径500程度の場合)

(出隅受け部配筋)

l

出隅部分の補強筋

注 l ≧l とする。

注 l ≧l とする。

出隅受け部

L3
は

下
端

筋
の
定

着

L

L

l

l
 
/
2

l

一般床版配力筋
出隅部

L

周囲補強筋

D13

L

L

斜め補強筋

L

L

D13

D13

孔と孔のへりあき100以上

L

床板厚さD

D≦150

150＜D≦200

200＜D≦300

各2－D13

各2－D13 各2－D13

各2－D19 各2－D16

各1－D13

(5) 床板段差

全断 全断
L

D13

L

D10－@1502D

L

D16

D DD
以

下

D
≦

H
≦

2
D

D10－@200

2－D16

L

2－D16250

D10－150@

D13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙ

600

D13

300 50

折曲 D10－@200

(6) 土間コンクリート

軽作業の土間

間仕切壁との交差部

(7) 釜場

(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)

D
D

９． 壁

(1) 定着
a b

c

梁に 柱に(平面図)

床に
L

D13

L

L  かつ柱中心線を越える

1
5
0
程
度

L
a

L

L
 
か

つ
中

心
線

を
超

え
る

L

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

1000

イ は壁配筋と同じ

受筋D10

1000

l

D13 D13 2-D13 2-D13

シングル配筋 ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

d 壁と壁(平面図)

(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)

(4) コンクリートブロック帳壁

一般の場合

手摺 パラペット

下部防水立上りのある場合

120以上

L
2

D10-200@

D13

D10-@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

L

D13

H

D13

L
H

1
0
0
以

下

L

L

3
0
0

a

300 a

ハッチ部の面積A㎝

補強縦筋

a及びa≦200

※

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
印は補強筋

※
※柱と同径、同ピッチとする。

A＜500

3-D16 4-D16 6-D16

500≦A＜1000

１０． 柱、梁増打コンクリート補強

１１． 梁貫通孔補強

(2) 梁

あばら補強筋

補強筋補強筋

D10

補強筋巾止メ筋

300 a

D

あ
ば

ら
補

強
筋

3
0
0

a

(1) 設置可能範囲

梁端部(スパンl　/10以内かつ2D以内）は原則としてさける

(φ ＋φ )x3/2以上

D/3 D

望ましい範囲

l /4

l

φ

L

L

45

L

2
5
0
以

上

φ D

2φ 2φ

(3)既製品

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

(1) 柱、梁 (2)地中梁 (3) 床版、壁

１２． 増築予定

D13

50

50

≧L

≧L

50

D13

D13

≧
L
1

L

≧
L

5
05
0

   以上)とする。

・ あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

   とする。

・ 腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

・ D≧400の場合は補強筋を3本とする。

・ aは100～200程度。

・ 梁下端増打コンクリートの場合も上端

   増打コンクリート補強と同様とする。

・ ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

φ φ

(2) 鉄筋標準配筋 但し、φ≦D/3とする

折  筋  2-(2-D13)   折  筋  2-(2-D13)   斜  筋  4-(2-D13)   

縦  筋  ST2-D13     縦  筋  ST2-D13-50@ 縦  筋  ST2-D13-50@

横  筋  2-(2-D13)   横  筋  2-(2-D13)   

上
縦筋  ST2-D13-50@     下

φ φ

※
※

2
5
0
以

上

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

   確認された場合は右

   記の位置、寸法によ

   らなくて良い。

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

c

折り曲げ起点は3/4Dをこえる

ことを原則とする

20d

つりあげ筋

(梁主筋を折り曲げるとき)

L

一般階

l

CL

1
5
0
以

上 L

※ 柱幅が大きくて、直線部だけで

CL
15d

正 面

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

正

l

あばら筋

を入れる

     両側床板付(T型)梁で  c 又は b とすることができる

            D＜600 不要

 600≦D＜ 900  2-D10(9φ) 1段

 900≦D＜1200  4-D10(9φ) 2段

1200≦D        D10(9φ) @300以内

D10(9φ)@1000位内で割り付ける

    は縦、横、斜補強筋とは別に開口

    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

    を開口をさけて補強する。

b

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する

※の箇所(入隅)は各階補強する

l /2

L

L

2D

b

a

・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L 以上

・無筋部分D10-@200  長さ800以上

2
0
0

a b

150程度

L

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

B

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打ち合わせのこと

D13

L

D13

D13

受筋D10

イ

イ

L

L

L

L

L

L

L

L L

(3)手摺、パラペット

(但し、H＞800以上の場合、

 設計図による)

注) hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

注) 継手部は必ずモルタルを充填すること

L=鉄筋コンクリート構造配筋
  標準図(1)の2-(3)による。

4
d

注) h  ≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

≧L

L

l
 
/
4

l
 
/
4

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (2)

L がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテール長150

以上又は180ﾟtック付とする

下向きでもよい

斜めでもよい

斜めでもよい
l /4

l /4l /4

l

l /4 l /4 DD

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする

edcba

4d

6d

6d 6d
6d

6d

4
d

8
d

8
d

l /2

l 
/2

(出隅部分補強配筋)

l(
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は
D1

3、
下
端

筋
は

D1
0を

設

け
る

)

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

※出隅受け部補強筋は、

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する

周　囲 斜　め

2L

注) 設備の小開口が連続してあく場合

L

H

1200ｘ600以下

L

横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

300 a

1000≦A＜1500

・ 補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16

l /4

せのこと。

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等が取れない

80≦φ≦100         100＜φ≦150        150＜φ≦250        

※ 部分について計算で

tは階高の1/100程度

シーリング材使用 シーリング材使用

D10@400程度 D10@400程度

t t250 250250250

柱柱

W

W
t

W
t

D
(
柱

幅
)

tは階高の1/100程度

W≦D/6、Wt/2

かつ7cm

スリット部の鉄筋の被り厚さは

2-(4)被り厚さの表、最小被り厚

さ以上とする。

完全スリット 部分スリット

l /4 l /4

L L

D13

D10-@400

D10-@600

L

D13

t

L

h

L

h

L

L

D10-@400

D10-@600

L

t

L

h

L D13

D10

D13

D13

D10@400

L L

(使用するときは、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

0

2

2

2

0

2

2

2

0

0

0

0 1

0

0

0 0

00

面

1

0

2

2

2

2

2

2

3

1
1

1

1 2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

21

1

2

1

1

1

x

1

1

2

x

x

x

y

x

2

2

2

1

2

2 2

1

0

1

2 2

1

2

2

2

2

2 2

1
1

2 2

2

2 2

2

2

2

0

2

1 1

1

1

21

0

0

1 2

2

2
2

2

2

2

0

2

1 1

2

1

0

2

2

2

2

出
隅

部
分

の
補

強
筋

150以上

0

上
縦筋  ST2-D13-50@     下

2φ：スターラップ補強範囲

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

50 以上

・使用材料はすべて規格品とする。

・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

・本標準図における単位はすべてmmとする。

１－１
使 用 材 料

１－２
そ の 他

・ＡＢ

・ＢＰ

・ＣＰ

・ＦＰ

・ＨＴＢ

・ＴＢ

・

２－１
略 号

２－２

３－１
Ｈ Ｔ Ｂ

アンカーボルト

ベースプレート

カバープレート

フランジプレート

高力ボルト

ターンバックル

・ＢＨ

・ＣＨＰ

・ＦＢ

・ＧＰ

・ＳＰ

・ＷＰ

・

・

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

スプライスプレート

ウェブプレート

　　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダー掛け、スプライスプレートに於いてはショット掛けを

　　行い、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。

３－２
ＨＴＢの
　　ピッチ

締め付け長さに加え

る長さ

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

呼　び　径

孔　　　径

ピッチ

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

60

40 50 55 60

25 30 35 40

標　　準

最　　小

は　し　あ　き

へ　り　あ　き

・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合をしめす。

３－３
形鋼のゲージ

４－１
隅 肉 溶 接

ＡｏｒＢ 最大軸径 Ｂ 最大軸径 最大軸径Ｂ

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

16

16

22

22

24

24

24

24

24

16

20

20

22

22

24

24

＊＊50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

30

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

＊＊100

125

150

175

200

250

＊300

350

400

60

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

＊＊50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

＊Ｂ＝300は千鳥打ちとする。

＊＊印の欄のｇおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき

Ｓ

６以下

ｔ

９

７

１２

９

１４

１０ １２

１６ １９

１４

余盛

脚長（Ｓ）

(0.1Ｓ＋1)以下

４－２
突 合 せ 溶 接

４－３
開 先 形 状

エンドタブ

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

記　　　号 形　　　　状 適 用 板 厚 寸　　　法

（ＭＣ-ＢＬ-Ｂ１）

（ＭＣ-ＢＬ-２）

（ＭＣ-ＢＫ-２）

（ＭＣ-Ｂ１-Ｂ１）

・上図は手溶接の隅肉又は完全溶込みグループ溶接の場合を示す。

５－１
継 手 リ ス ト

５－２
仕 口 リ ス ト

６－１
柱 通 し

８－１
丸 鋼

８－２
山 形 鋼

・アンカーフレームを使用する場合は設計図書による。

７－１
柱 脚 ピ ン

部　　材
Ｈ　Ｔ　Ｂ

Ｍ１６ Ｍ２０

２

３ ２

－Ｌ－50 x 50 x 6

Ｌ－65 x 65 x 6

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

§２．共通事項

溶接記号（§４参照）

§１．一般事項

§３．ボルト接合

§４．溶接接合

板厚の異なる場合

§７．柱　脚

§８．床面ブレース

§６．柱梁接合部および継手 §９．壁面ブレース
９－１

ｅ1

ｇ1 ｇ2 ｇ1 ｇ2 ｇ3

Ｗ2

Ｗ3

Ｗ4

Ｗ5

０≦Ｓ′－Ｓ≦３

Ｓ′＝実際サイズ

６＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦３２

６＜ｔ≦１９

１９＜ｔ≦３２

ｔ≦６

ｇ

ｒ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｒ

ｒ

ｒ

ｄ1

ｄ2

丸 鋼

９－２

そ の 他

１０－２
ﾃ ﾞ ｯ ｷ ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ

１０－３
ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ

１０－４
壁 筋 の 溶 接

タ
イ
プ

羽　　子　　板
溶　　　　接

ＦＢ

Ａ Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ａ

Ａ

Ｂ

ＧＰ

ｻｲｽﾞS ｻｲｽﾞS　　　 t x Ｂ x Ｌ

Ｌ Ｌ

6

55

6

6

ｐ ｐ ｐ ｂｂｂｂ

ｐ

ｅ2

ｅ2

ｅ1 ｅ1

ｅ2

・Ｗ1-5

ｌ2ｌ1

Ｂ

Ａ

ｇ1 ｇ2

ｇ1

Ｂ

ｇ2 ｇ2ｇ1

Ｂ

Ａ

ｇ3

Ｓ

Ｓ

ｔ2

Ｗ1

余盛

ｔ1

t : t1 と t2 の小さい方

1

ｌ

19以上

ｔ

ｇ

ｒ

裏当て

ｔｒ

裏はつり

ｇ

ｔ

裏はつり

ｇ

ｒ

d1

d2

ｔ

裏当て

ｇ FB-4.5 x 19

ｐ

ｌ1 ｌ1

e1 p p e1 bb b b e1

Ｂ Ｂg1

g2

g1

g2

e1
e2

Ｂｌ2

t11
t1

t11

a1

Ａ Ａa2

e1

p

p

p

e1

t2

t2

t21

t22

t22

t21

フィラープレート
ＦＰ．ＷＰ 面で段差が１をこえる場合は、

フィラープレートを入れる。 １をこえる場合

ＳＰ フィラープレートＬ

継手リストによる

10e1 e1

10g1

e1

p p e1

小梁ＷＰと同厚以上Ｌ

Ｗ2

内ダイヤフラムＰＬ

スカーラップ

梁ＦＰと同厚以上

梁ＦＰと同厚以上

裏当て
W2

ａ ａ

ａ－ａ断面

W1

Ｌ

Ｌ柱ＦＰと同厚以上

スカーラップ

柱鋼管厚と同厚以上

６－２
梁 通 し

６－３
雑 仕 様

W1

or

W4

W1

W1

or

W4

or

W4 or

W4

or

W4

or

W4or

W4

or

W4

W1

W1 W1

W1
W1

裏当て
W2

裏当て
W2

Ｌ梁ＦＰ

1,500前後以下

梁現場継手位置

5

ＷＰＬ

継手リストによる

≧3

1

≧30

Ｌ

勾配が1/3をこえる場合は

補強プレート（点線）を入れる。

スカーラップ

ｂ ｂ

Ｌ

Ｌ通しＰ

通しＰ

Ｌ

or

W4

Ｌ通しＰ

ｂ－ｂ断面5

ＨＴＢ継手

柱現場継手位置

設計図書による。

or

W4

or

W4

100以上

1,000前後

直交梁用水平スチフナー

ｇ

§4-3 による

W2
裏当て

Ｌ柱ＦＰ現場溶接継手

設計図書による

柱溶接後切断

建方用ボルト

設計図書による

裏当て

ｃ ｃ

ｇ

Ｌ梁ＦＰ現場溶接継手

継手リストによる

下向き溶接とする

W2
裏当て

W1

・現場溶接を行う場合は係員の承認を得ること。

ｃ－ｃ断面

６－４
現場溶接継手

・パネルゾーン及び通しＰ の材質は、特記なき限り、接続

　する柱及び梁と同材質とする。又、接続する柱及び梁の

　材質の異なる場合は、強度の大きい方の材質とする。

柱 Ｈ 形 鋼 の 場 合 柱 角 形 鋼 管 の 場 合

Ａタイプ Ｂタイプ

・コンクリート表面のレイタンス等を取り除いた後、調合（容積比）

　セメント１：砂１の堅練りモルタルを平に塗り仕上げる。

・モルタルを後詰めする場合は空隙の出来ないように充填する。

（後詰め工法） （全面塗り仕上工法）

すべて二重ナットとする

まんじゅう径200程度

D16を切断し天端をそろえる

W1

W3

or
W4W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

W3

Ｌ
余長はネジ山３以上

フック付きとする

ＡＢ

(SS400)

50

30d

アンカーボルトの施工に誤差がある場合

補強Ｐ 座金を兼ねる

ＡＢ

ＢＰ

ｔ

Ｌ

Ｌ

30

Ａタイプ

Ｂタイプ

S l2
ＦＢ

S l2

Ｂ

e1
p

e1
l1

10

 ＧＰＬ

S

P1 P1

d h

アークスタッド溶接

a1

t

d

a1

a2 e p2 e

a2

t

Ａタイプ

軽微なＲＣ壁の場合

15

50 65

D13以下

FB-6 x 65

溶接間隔は

壁筋間隔以下、

溶接長さは50mm以上

d

5d

ブロック壁の場合

サイズ0.5d

4.0d≦h

5.0d≦P2

a1≧40

a2≧100

e≧40

d≦2.5t

h,P1,P2は設計図書による。

Ｂタイプ

   0

9±2

0±2

7.5d≦P1≦600

2/3(t-r)

1/3(t-r)

組立てＨ形鋼

ｐ

Ｓ　＝設計サイズ

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

　但し、半自動溶接および自動溶接にて施工する場合は別途指示とする。

§５．継　手

Ｌ Ｌ

W1

Ｌ

柱ＦＰと同厚以上

ＦＰ 折曲げ規定

Ｌ

ＢＰ

d

・ブレースの材質はすべてSS400とする。

ｔはＢＰ 厚の1/2以上かつ６以上Ｌ

丸鋼ブレース　ＪＩＳ規格品

18.0 22.0 24.0 26.0

ｇ＝０

α1

α1

α1

α1

α1

α1

α1

α2

α2

・使用材料はすべて規格品とする。

継手・仕口のボルト本数は別図参照。

30 30

但し合成床版の

場合は標準図を

参照のこと。

ＧＰ
ＢＡＲ

部　材

Ａ

Ｐ＝５０

ＦＢ－ 4.5 x 40 x 135

ＦＢ－ 6 x 52 x 170

ＦＢ－ 9 x 67 x 205

ＦＢ－ 9 x 77 x 230

ＦＢ－ 9 x 77 x 270

9

9

9

12

6

7

8

9

10

40

75

85

85

8

8

10

55

75

80

90

105

1-M16

1-M12

1-M20

1-M22

2-M20

HTB

ＪＩＳ規格品準拠

60 60 70

40(40) 40(50) 40(55) 45(60)

e1 10 10

10

高力ボルト　Ｓ－１０Ｔ　トルシャー型

・精度に関しては、ＪＡＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

座金厚さ

締め付け長さ

ナット高さ

ねじ山３以上（余長）

（ボルト長さ）

首下寸法

・ボルト接合面の処理

・ＨＴＢはすべてＳ10Ｔ（トルシア形高力ボルト）を使用し、スベリ係数は0.45とする。

Ｓ１０Ｔ

２５以上

３０以上

３５以上

４０以上

ａ≦10* ａ＞10*

2.5以上

* （クレーンガーダーの場合は３とする）

R2

R1＝35, R2=10 を標準とする。

R1複合円は滑らかに仕上ること、

代替タブを採用する場合は溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。

t=12以下は6

9以上

7±2   2

   22±1

   2

   22±1

35°

   2

45°

2±2

   00±4

   22±2

45°

60°

T -2

10 e1 e1

e1

e1

p

e1

e1

p

小梁ＷＰと同厚以上Ｌ

10e1 e1

15以上

ＬＧＰ

Ａ1タイプ（ピン接合）

Ａ3タイプ（ピン接合）

10 e1 e1

e1

e1

p

ＬＧＰ

Ａ2タイプ（ピン接合）

継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

25

25 25

25 25

山 形 鋼

部　　材
ＨＴＢ ＨＴＢ

ｎ ｎ

溶接 溶接
部　　材

L- 65 x 65 x 6 6

6

6

9

9

9

16

16

16

20

20

20

4

4

5

4

5

5

140

160

220

190

260

290

9

9

9

12

12

12

16

16

16

20

20

20

4

4

5

4

5

5

270

250

370

340

480

540

2L- 65 x 65 x 6

2L- 75 x 75 x 6

2L- 90 x 90 x 7

2L- 75 x 75 x 9

2L- 90 x 90 x10

2L-100 x100 x10

ｌ2 ｌ2

S l2

e1

山形鋼

ＧＰＬＧＰＬ

e1

p
p

L- 75 x 75 x 6

L- 75 x 75 x 9

L- 90 x 90 x 7

L- 90 x 90 x10

L-100 x100 x10

Ｌ

・ブレースの材質はすべてSS400とする。

φφ

（注）・サイズＳ：ＧＰ－6 の場合　Ｓ＝6 ，ＧＰ－9 以上の場合　Ｓ＝7 Ｌ

（注）９－２の点線は第１ボルトから軸線より30ﾟの範囲を示す。

１０－１
貫 通 補 強 Ａタイプ Ｂタイプ

Ｌ Ｌ

Ｃタイプ

ＬＬ

HH

H

(φ≦0.1H)

φ
φ

φ

3φ

3φ以上

(0.1H＜φ≦0.2H)

§１０．その他

・壁面ブレースにならう(JIS　規格品）

50 以上

デッキ受け FB-65 x 9

部分溶込み溶接

焼抜栓溶接 @300

1/4H

1/2H

1/4H

H

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

Ｅタイプ Ｆタイプ(0.4H＜φ≦0.5H)

Ｌ

H

Ｌ

φ

継手継手

2φ かつ 100+φ

Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの0.5以上（片面）

2φ かつ 100+φ

Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの0.5以上(両面） Ｐ 厚さはＷＰ 厚さの0.5以上(両面）

2φ かつ 100+φ

(0.2H＜φ≦0.28H) Ｄタイプ (0.28H＜φ≦0.4H)

to
1.5to

3φ

　0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

・スリーブは梁成の中央1/2の範囲とする。

・貫通孔を設ける範囲は右図ハッチ部分とする。

・これ以外の場合は構造設計者指示による。

25 25

φ

鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは

H

Ｂタイプ　不要

Ｃタイプ　片面

Ｄタイプ　片面

30

2PL（設計図による）

45°以上

W3 or W4

鋼管 (t=≧tw/2)

その長さｌは 35 以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

無収縮モルタル詰め

Ｂ1タイプ（剛接合）

Ｂ2タイプ（剛接合）

45° -5°

-5°

-5°

-5°

-5°

スカーラップ（改良スカーラップ）

本図に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。
本図に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

０
１

１
０

０

Ｈ形鋼　ＳＳ４００　角形鋼管　ＳＴＫＲ４００　軽量形鋼　ＳＳＣ４００　柱ダイヤフラム　ＳＳ４００

一般構造用鋼管　ＳＴＫ４００

本図に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

鉄　骨　構　造　工　作　標　準　図

鉄骨構造工作標準図

S-04
三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事



特記

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

約
３０

ｍ
ｍ

1

3

1.0～1.1

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

4

1

5

9

3

7

8

6

d

d

G

R

ベ－スプレ－ト

α
1

ア

ク
｜

溶
接

T

覆
被

溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

50 ℃

予熱なし

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

容
差

標
準
許

２

SN490B
●材質

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

i) アンカーフレーム Aタイプの場合 ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

ii) Cタイプi) Aタイプ

●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

■組立

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

SD295(D13,D16)

SD345(D19,D22)

●鉄筋

●コンクリ－ト

●形状 ●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

を行う。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで
の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■ベースプレートの予熱

A B (e) 呼び

M27 22 41 47
M30 24 46 53
M33 26 50 58
M36 29 55 64

XL

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

単位 mm 単位 mm

a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

310

310

80

360

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

700

700

材質 形状

アンカーボルト柱

寸法(mm)

フレームベース

寸法(mm)

135

135

135

135

150

150

135

150

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

t

28

32

28

32

32

36

32

36

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法(mm)

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

M39 31 60 69

80

80

A

A

A

C

C

D W x

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

基準強度

２

記号
ベースパック

外径 板厚

290

260

2

設計基準強度

フレームポスト間

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@10012-D22

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M36

8-M36

t≦12

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦16

t≦19

ﾀｲﾌﾟ
ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

t
a1

a2

c

ボルト孔
注入口

113

g1

d

g2

g1

d

g1

(e
)

B A

t

l1 l2

a

l2a

l1

d

l3a

l2
l1

t

l1 l2

a

l3

d

120 X

L

b

d

120 X

L

d

50

d

50 W 50

50
W

50
W

50

50 W 50

90 以
上

h寸
法

30
J

x 50
50

W
J

30
h寸

法
以
上

90
W

x 50

50

150以上

90
以

上
30

Ｄ

Ｄ

・記号+∞は制限無しを示す。許容差

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

形状（イ） 形状（ハ）
テンプレ－ト

中心線

図

柱心

柱心

アンカ－ボルト

柱心 e1 テンプレ－ト

けがき線

ベースパックグラウト

l1 l1l2

l2
l1

l1

適用アンカーボルト

適用アンカーボルト

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

55

g1 dt

9 28

材質

55 31
60 34 SS400
65 12 37

9
9

80 12 40

材質

55 32
60 35 SS400
65 38

9
9
9

168
173
178

g1 g2 t d

記号 適用 a1 c t da2

M33
M36

35 110 18 34

M27
M30 31

28

10132

32 101

18

18

110
45
42

42

35 45 18 37

M39 11838 48 18 40

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

注1) 注1)

128M27 650D29
133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

45
45

60M36 D38 770 130
45

60M39 D41 770,810 98,135

490

490
490
490

490

d
呼び 異形部

呼び名 L X b
基準強度
(N/mm )

呼び 異形部
呼び名

基準強度
(N/mm )

45

M36 D38 60770
M33 720
M30 695D32

D35 45

490

490
490

d

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

< Aタイプ > < Cタイプ >

柱型寸法を標準から変更する場合は、
別紙「ベースパック柱脚工法における
柱型寸法最大・最小値一覧」による。

普通コンクリートとし、設計基準強度
は21N/mm　以上とする。２

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

フープ筋

立上り筋

(JASS 6　鉄骨工事による)

下向き

下向き

6～

6～

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

α1：45

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

-2.5,+∞
(-5,+∞)

(-5,+∞)

※トップフープはダブルとする

図
T(mm)

溶接
方法

ルート面R(mm) 開先角度α1(°)

標準値許容差許容差

ルート間隔G(mm)適用板厚 溶接
姿勢許容差標準値標準値

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示
　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

2

t＜32

板厚(mm)

40≦t≦5032≦t＜40

e1

e1

-2≦e1≦2

-3≦e≦10

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

基準高さより誤差は

t

t

2 2

50
65

65

構成部材１．１ ３．１ ベースプレート ３．２

３．３ Mナット フレームベース３．６

３．４ 定着座金

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．５ 注入座金

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【JIS G 3136】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】アンカーボルト（Mアンカーボルト）

(注)上記 6 ～  9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

2(N/mm  )

アンカーボルト

15-12V

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（イ）

300

320

360

360

420

420

450

480

520

550

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

500

610

530

560

560

680

740

630

620

710

250

280

310

310

360

370

240

420

310

340

150

180

210

210

260

270

140

320

210

240

M39
M36
M33
M30
M27

M30
M33
M36

PM27

PM30

PM33
PM36

PM39

φ45

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ55

φ55

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

２．柱

ベースパック　型

角形鋼管
F値295N/mm 以下

□-150×150 ～ □-300×300 用 ベースパック柱脚工法　標準図
（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-15」（平成28年1月6日付）

設計

施工 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町 5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

50 650 13532 21以上80 C260 D13@10012-D228-M30t≦1230-12V □-300×300 SN490B （ハ） 520 490 700 310 210φ50

ベースパック柱脚工法標準図

S-05
三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事



一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/100

Ｎ

1/50

基礎伏図・基礎詳細図・リスト
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▽設計GL
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F1 F1 F1C1 C1 C1
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C2 F2
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12,000

X1 X2 X3

7,1704,830

230 4,600 6,940 230

6,
27

5
5,

00
0
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22

5

S1
S1

S1

+200

+450

+100+100

+450

+700

+100

+100
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+100
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0
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500
+100

3,500
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00

0
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45
0
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50

0

3,
06

0
46

0

500

+500

+700

+200

+550

100

10
0

100

ボーリング位置

+700

No.2

打
撃
回
数

貫
入
量

Ｎ値

深
度
ｍ

標準貫入試験

0 10 20 30 40 50 60

0

打撃回数/100mm

2010

10 20 30

1.45

2.45

3.45

4.45

5.45

6.45

7.45

8.45

9.45

10.45

土
質
区
分

相
対
密
度

色
　
　
調

2

2

30

30

30

30

30

30

30

1.15

2.15

3.15

4.15

5.15

6.15

7.15

8.15

9.15

10.15

1

中粒

極軟

中粒

砂質
ｼﾙﾄ

暗灰

シルト

混り砂
暗灰 緩い

シルト

混り
粗砂

暗灰 密

砂礫 褐灰
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極密

密

11.15
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12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

ｼﾙﾄ質

砂礫

黄茶

礫灰

中位

密
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9 11 11
31

10 11 12
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22 23 15/6
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16 1112
39
30

7 88 30
23

7 6 7
20

8 12 19

39

4 8 13
25

4 4 6
14

6

2

6

5

31

33

18

57

60

39

23

20

39

25

14

1,
00

0
7,

00
0

※ 　 コ ン ク リ ー ト 施 工 方 法 等 は
　 　 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 に よ る

※ 　 設 計 コ ン ク リ ー ト 強 度 　 Fc=21N/mm2

※ 　 鉄 筋 　 SD295A D16以 下
　 　 鉄 筋 　 SD345  D19以 上

腹　筋

ＳＴＰ

上端筋

下端筋

D-13@200

符　号

位　置 全断面

地中梁リスト　1/50

巾止筋

姿　図

FG1

7-D22

7-D22

4-D13

FG2

60
0

350

10
0 50

Y1 1-D13

60
0

3-D22

3-D22

2-D13

D-13@200

D10@1000以内

全断面

D13@200

120

D13@250

D10

３ .一 般 事 項

１、拡翼付鋼管杭数量表

鋼管杭径 拡翼径 セット施工長拡翼厚さ鋼管杭厚さ

（㎜） （㎜） （㎜） （ｍ）（㎜）

25400

２、工事に先立ち、「基礎杭施工計画書」を監督員に提出する。

施工計画書は以下の項目について詳細に記載し、杭全数の施工記録を整備保管する。

①杭、その他使用する材料の規格・品質確認の方法

②材料の現地搬入時における規格・品質・納入数量の確認方法

③工法の名称、概要、使用材料、適合条件、杭の支持力算定式を示した関連書類

④地盤の概要や設計支持力に関する事項

⑤施工の概要、手順、及び施工順序に関する事項

工事完了後、次の事項について報告書をまとめ、２部を監督員にすみやかに提出する。

①施工伏図及び施工番号

②施工日

③貫入深度及び高止まり量

また、トルク値が記録されたチャート紙等原本を合わせて提示し、必ず監督員の確認を受ける。

翌週以内に監督員に工事打合せ簿を添付したうえで提出し、確認を受ける。

杭の施工期間中は、1週間ごとに、その週に施工した杭の施工記録を取りまとめ

４ .報 　 　 告

⑥仕様する機械設備に関する事項、および当該機械の性能の仕様に関する事項

　掘削速度、杭芯ずれ、鉛直度、杭頭高さ（打止め高さ）、所定深度への到達、

　支持層管理、トルク値の確認方法、その他、各段階における必要な施工管理項目

　溶接前の溶接面の有害物除去状況、溶接時の天候、その他必要な施工管理項目

　体制及び責任の所在

⑦機械設備等の配置平面図、側面図

⑧試験杭等の目的、場所、時期、及び試験結果の反映方法等に関する事項

⑨杭打設における施工管理方法に関する事項

⑩継手の施工管理方法に関する事項

⑪施工及び施工管理に関して、技術者及びその他作業人員の配置、役割、チェック

⑫取得すべき施工記録が取得できる状態で施工を実施する事。

⑬上記のほか必要な事項

④最終トルク値

⑤施工データ

⑥工事写真

２ .特 記 概 要

１、本工事の施工業者は、拡翼付鋼管杭回転工法の施工技術に精通したものとする。　　　

２、軸径、拡翼径、貫入深度、本数、配置等は設計図による。

４、施工は拡翼の回転時に発生する推進力と、必要に応じて圧入力を加えて貫入させる事。

５、打止めは地盤調査結果を照合し、回転トルクを確認した後、打止めとする。

６、施工機械は、施工データを記録できる装置（施工管理計測器）を装備したもので、自走式とする。

１ .工 事 概 要

本工法は拡翼付鋼管杭を回転貫入させ、所定の支持地盤にて支持力を発現させる工法である。

拡翼付鋼管杭回転工法特記仕様書
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道場前部分を示す

： 設 計 GLよ り の 高 さ を 示 す+***基礎伏図　1/100

： 鋼 管 杭 を 示 す 。
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符　号

位　置

柱脚リスト

姿　図
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三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

３、鋼管材料はSTK400（同等以上）とする。

一 本 目 を 試 験 杭 と す る 。

1,700

+450
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設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2
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梁伏図・部材リスト

符　号 部　　材 ボルト プレ－ト 使用材料 備　　考

符　号 部　　材 ボルト プレ－ト 使用材料 備　　考

Ｃ１ 柱脚リスト参照

継手リスト参照

継手リスト参照

継手リスト参照

符　号 部　　材 ボルト プレ－ト 使用材料 備　　考

柱リスト
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230 4,600 6,940 230

15
,5

00

Y1

Y2
23

0
15

,0
40

23
0

梁伏図　1/100

Ｎ

1/30

700 1,000 1,000 1,000

RG2 RG2

RG2 RG2

RG
1

RG
1

RG
1

RBG1

RBG1

RBG1

RBG2

RV RV

RV RV

RV RV

RV RV

RV RV

RCG1

RCG1

RCB1

RCB1

RCB1

RB
2

RB
2

RB
2

RB
2

RB
2

RB
5

RB
5

RB
5

RCG2

RCG2

RCB2

RCB2

RB
5

RCG2

RCG2

C2

C2

C1 C1 C1

JO
IN

T

JO
IN

T

JO
IN

T

JO
IN

T

C1 C1C1

1,
00

0
1,

00
0

1,350

柱脚リスト参照 ＳＴＫＲ４００□－１５０×１５０×６

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４００Ｂ

Ｃ２

ＲＧ1

ＲＧ2

ＲＧ3

Ｈ－４８８×３００×１１×１８

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｈ－２５０×１２５×６×９
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号
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登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計
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Ｕ 建 築 設 計

原図:A2
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　　　構内通信線路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　その他発電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　電力平準化用蓄電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　分散電源ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電気設備工事特記仕様書

Ⅰ.工事概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３．建物概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用途区分　　　　　
　　　　　　　建　　物　　概　　要　　　　　　　　構　　　造　　　　　階　数　　　　延べ面積(㎡)　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防法施行令別表第一　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(延べ面積は建築基準法による表記)
　４．工事種目
　　　主な工事種目は、下記の○印のついたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　　　　　事　　　　　場　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　工　　事　　種　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電力　電灯設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　動力設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　雷保護設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　接地設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　受変電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電力　直流電源設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　貯蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　設備　交流無停電電源設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　発電　ディーゼル発電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ガスエンジン発電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ガスタービン発電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　太陽光発電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　風力発電設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　通信　構内情報通信網設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　情報　構内交換設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　情報表示設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　映像・音響設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　拡声設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　誘導支援設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　テレビ共同受信設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　テレビ電波障害防除設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　監視カメラ設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　駐車場管制設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　防犯・入退室管理設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　自動火災報知設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　自動閉鎖設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　非常警報設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ガス漏れ火災警報設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　中央監視制御設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　医療関係設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　構内配電線路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅱ．共通仕様
　１．適用
　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項については下記による。（最新のものを適用）
　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）
　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図」（電気設備工事編・機械設備工事編）
　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」
　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）
　　　・国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修「建築設備耐震設計・施工指針」
　　　・電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）
　　　・電気工事業の業務の適正化に関する法律
　　　・電気工事士法
　　　・労働安全衛生法
　　　・消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む。）
　　　・電力会社供給約款
　　　・その他関連法令、関連諸基準

　２．一般共通事項
　　　下記の該当する項目を適用する。また、特記事項において選択する事項は、●印のついたものを適用する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　項　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特　　　記　　　事　　　項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　１．一般事項　　　　　(１)工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し監督員指示の下に入念
　　　　　　　　　　　　　　　かつ誠実に施工すること。
　　　　　　　　　　　　　　(２)設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、図面上の誤
　　　　　　　　　　　　　　　記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将来不具合が発生しうる
　　　　　　　　　　　　　　　と予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　なお、設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は、協議のうえ改善策を講じる
　　　　　　　　　　　　　　　こと。
　　　　　　　　　　　　　　(３)他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努めること。
　　　　　　　　　　　　　　　　なお、調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は、監督員の指示により手直し施工
　　　　　　　　　　　　　　　を行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。
　　　　　　　　　　　　　　(２)特別管理産業廃棄物
　　　　　　　　　　　　　　　　・変圧器　　・コンデンサ
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　現場内の監督員の指定する場所へ保管するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物及び疑わしき機器等を発見した場合は、監督員に報告し
　　　　　　　　　　　　　　　対応を協議するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　(３)現場内において再利用を図るもの

　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　(４)再資源化を図るもの
　　　　　　　　　　　　　　　　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材
　　　　　　　　　　　　　　(５)発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　また、再利用を図るものについても調書を作成し、監督員へ提出すること。
　　　　　　　　　　　　　　(６)引き渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資
　　　　　　　　　　　　　　　源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、
　　　　　　　　　　　　　　　監督員に報告すること。（マニフェストＡ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票を提示すること。）

　　　　　　　　　　　　　　い。

　　　　　禁止　　　　　　　設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等）の規定に違反する燃

　　　　　　　　　　　　　　下請負者等に同調査に協力するよう管理及び監督しなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。また、受注者は
　　　　　　　　　　　　　　下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなければならな

　　　　　　　　　　　　　　(２)防火対象物使用開始届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　その他　　　　　　　(２)本工事で新規受電または既設電気回路に接続し、通電した時から工事の範囲の電力料金も本工事に含まれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　また、本受電後，引渡しまでの電気主任技術者の設定及びこれに伴う費用負担も本工事に含まれる。

　　　　理　　　　　　　　　かかる費用は本工事に含まれる。

　　　　　　　　　　　　　　（足場等）、養生方法、運送車両、揚重機械、搬入機械の種類、台数及び数量、雨天の場合の処置、受入検査
　　　　　　　　　　　　　　の方法等を記載し監督員に提出する。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　品については、試験及び検査等を行う機器が整備された施設内において、監督員等が製品の確認をするものと
　　　　　　　　　　　　　　する。

　　　　試験　　　　　　　　

　　　　検査時等の電源確保　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　また、必要に応じて操作説明書、操作注意事項書を作成し、機側に備えるものとする。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　料をいう。）を使用してはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。また、受注者は

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　２．施工仕様
　　　下記の該当する項目を適用する。また、特記事項において選択する事項は、●印のついたものを適用する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　項　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特　　　記　　　事　　　項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　１．既設設備等の調査　　　既設設備等の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響をきたさないよう、現地工事着工前に充分な調査
　　　　　　　　　　　　　　を行うこと。
　　　　　　　　　　　　　　(１)地中埋設管路
　　　　　　　　　　　　　　　１）項　　目　　・埋設配管　　・構造物　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　２）調査範囲　　・埋設ルート　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　(２)貫通及びはつり
　　　　　　　　　　　　　　　１）項　　目　　・鉄筋　　・配管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　(３)既設との取合い
　　　　　　　　　　　　　　　１）項　　目　　・接続箇所　　・増設箇所　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　２．施工前の測定等　　　　改修工事にあたっては、工事範囲の既設機器の動作確認及び絶縁測定等を着工前に行い、監督員に報告する
　　　　　　　　　　　　　　こと。
　　　　　　　　　　　　　　
　　３．耐震施工　　　　　　(１)想定される地震に対応するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　(２)耐震計算書を監督員に提出するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　４．耐震基準　　　　　　(１)適用
　　　　　　　　　　　　　　　　耐震措置の計算及び施工方法は、最新版の「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」（建設大臣官房
　　　　　　　　　　　　　　　官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針」（独立行政法人建築研究所監修）による。

　　　　　　　　　　　　　　(２)設計用水平地震力
　　　　　　　　　　　　　　　　機器の重量に、設計用水平震度を乗じたものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　なお、特記なき場合、設計用水平震度は次による。
　　　　　　　　　　　　　　　　設計用標準水平震度(Ｋs)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐震安全性の分類　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設　置　場　所　　　　　機器種別　　　　　　特定の施設　　　　　　　一般の施設　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重要機器 　 一般機器 　 重要機器 　 一般機器 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　上層階、屋上及び塔屋　　機器　　　　　　　　２．０　　　１．５　　　１．５　　　１．０　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防振支持の機器　　　２．０　　　２．０　　　２．０　　　１．５　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水槽類　　　　　　　２．０　　　１．５　　　１．５　　　１．０　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　中間階　　　　　　　　　機器　　　　　　　　１．５　　　１．０　　　１．０　　　０．６　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防振支持の機器　　　１．５　　　１．５　　　１．５　　　１．０　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水槽類　　　　　　　１．５　　　１．０　　　１．０　　　０．６　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　１階及び地下階　　　　　機器　　　　　　　　１．０　　　０．６　　　０．６　　　０．４　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防振支持の機器　　　１．０　　　１．０　　　１．０　　　０．６　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水槽類　　　　　　　１．５　　　１．０　　　１．０　　　０．６　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　６．あと施工アンカー　　性能確認試験及び施工確認試験　　・行う　　・行わない
　　　　　　　　　　　　　　
　　７．基礎の配線ピット　　　基礎に配線ピットを設ける場合、ピットの寸法は敷設するケーブルの曲げ半径、条数、将来増設時の作業性、
　　　　　　　　　　　　　　事故時の対応、排水等に配慮する。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　９．最上階の埋込配管　　　最上階のコンクリート屋根スラブへの埋込配管は、原則として行わない。

　　　　　　　　　　　　　　

　　10．露出配管　　　　　　(１)雨線外など水気のある場所に施設する場合は、Ｕ字配管を行わない。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　11．合成樹脂管　　　　　(１)合成樹脂管の管端には、ブッシングを取り付ける。
　　　　　　　　　　　　　　(２)原則として屋外の露出には使用しない。（ＰＦ管）
　　　　　　　　　　　　　　
　　12．金属製電線管等の塗　(１)露出配管、露出ボックス、鋼製プルボックス等のうち下記の部分には、塗装を施す。
　　　装　　　　　　　　　　　１）屋外、屋内（電気室、機械室、ＥＰＳ、居室、廊下）、その他建築意匠上必要な箇所。
　　　　　　　　　　　　　　　２）図面に特記なき場合は、溶融亜鉛メッキ鋼材製のポール及びアームは塗装しなくてもよい。ただし、図
　　　　　　　　　　　　　　　　面に指示がある場合はその指示による。
　　　　　　　　　　　　　　　３）湿気、水気のある場所及びコンクリート埋込みの金属製位置ボックスの内面には絶縁性防錆塗料を充分
　　　　　　　　　　　　　　　　に塗布すること。（監督員が指示した場所は除く。）
　　　　　　　　　　　　　　　４）仮枠貫通部の金属配管には錆止め塗装を施すこと。
　　　　　　　　　　　　　　(２)塗装はエッチングプライマー１種の下地処理のうえ、監督員の指定する色にて調合ペイント２回塗りとす
　　　　　　　　　　　　　　　る。ただし、指定場所及びその他建築意匠上、必要な箇所の露出プルボックスは指定色焼付塗装とする。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　バーを使用する。
　　　　　　　　　　　　　　(２)壁面配管で人が容易に触れるおそれのある部分（２ｍ以下）の配管には、突起のない支持金物又は保護カ

　　　　　　　　　　　　　　(３)通路部分では床配管を避け、天井配管の場合は原則２.１ｍ以上とする。
　　　　　　　　　　　　　　(４)監督員の指示がある場合は、上記に係わらずその指示に従う。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　を挿入する。ただし、長さ１ｍ以下の部分は省略することができる。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　ス　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　(２)屋外形プルボックスと露出配管等の接続部は、カップリング溶接等による。ただし、既設プルボックスに
　　　　　　　　　　　　　　　接続する場合は防水パテ等でシーリングを行う。
　　　　　　　　　　　　　　(３)屋外形プルボックスはボックス内に支持ボルトが突出しない構造とし、取付部にはコーキングを行う。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　13．導入線　　　　　　　　通線を行わない配管及び配線引抜き後に空となった配管には、導入線（φ１.２mm以上の樹脂被覆鉄線等）

　　　　　　　　　　　　　　　　14．ボックス類　　　　　　位置ボックス及びジョイントボックス類は、図面に特記なき場合、原則として金属製とする。

　　15．軽量間仕切のボック　　軽量間仕切に位置ボックスを固定する場合は、ボルト等により堅固に固定する。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　ること。
　　16．プルボックス　　　　(１)屋外形及び特別に製作された特殊形状又は大きいもの（一辺が６００㎜以上のもの）は、製作図を提出す

　　17．ボルト・ナット類　　　屋外に使用する支持金物及びボルト、ナット類で特記のないもの

　　　　　　　　　　　　　　　　下記の箇所で、ケーブル等に行き先等表示札（ケーブル種別及びサイズ、行き先、用途等を表示。）を取
　　　　　　　　　　　　　　　り付ける。
　　　　　　　　　　　　　　　　① ケーブル分岐部分
　　　　　　　　　　　　　　　　② プルボックス内
　　　　　　　　　　　　　　　　③ マンホール及びハンドホールごと
　　　　　　　　　　　　　　(２)ケーブル余長
　　　　　　　　　　　　　　　１）地中線式の場合、マンホール、ハンドホール内でケーブル余長を見込む箇所数

　　　　　　　　　　　　　　　２）架空線式の場合、電柱上でケーブル余長を見込む箇所数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所

　　18．ケーブル及び配線　　(１)表示

　　　　　　　　　　　　　　

　　　理　　　　　　　　　　取り付ける。
　　19．高圧ケーブル端末処　　高圧ケーブルの端末処理部、直線接続部等に処理者銘板（屋内外共で、線名、作業日、氏名等を表示。）を

　　20．発生材の処理等　　　(１)引き渡しを要するもの

　　　21．官公署への手続き　　工事の着手、着工、完成にあたり、関係官公署への必要な届出、手続き等を遅滞なく行う。

　　　22．消防法関係の　　　(１)消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

　　　23．工事用仮設物　　　　構内への設置　　・できる（施設管理者と協議）　　・できない

　　　24．工事用電力、水、　(１)本工事に必要な工事用電力、水等の費用は受注者の負担とする。

　　　25．工事中等の保安管　　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、工事着手から引渡しまでの電気保安管理等に

　　　26．搬入計画　　　　　　大型機器、重量物等の搬入前に、搬入経路の有効寸法（扉、天井高さ、搬入経路上の曲がり等）、障害物

　　　27．製品確認　　　　　　発注者及び受注者の協議により仕様を決定し、製作するような規格品でない製品並びに監督員が指定する製

　　　28．機材等の検査及び　　検査及び試験を行うべき機材等は、設計図書によるほか、監督員の指示による。

　　　29．完成確認及び完成　　機器の動作確認、電圧、極性、相回転等確認できるように電源を確保すること。

　　　30．完成時の操作説明　　タイマ、総合盤、動力盤等操作の必要な機器については、使用開始前に操作説明を行うものとする。

　　　31．不正軽油の使用の　　市工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材の搬出入車両を含む。）並びに建

　　　　及び環境保全　　　　
　　　２．施工中の安全確保　　低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　　　　　　　　　　　　　り、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場と
　　　　　　　　　　　　　　し、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)
　　　　　　　　　　　　　　手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　　　税　　　　　　　　　年度の４月１日から８月31日までの間に三重県産業廃棄物税支払い請求書に産業廃棄物税納付証明書を添付し
　　　　　　　　　　　　　　て当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　なお、この期間を超えて請求することはできない。
　　　　　　　　　　　　　　　また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

　　　　　　　　　　　　　　気工事士により施工するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　ものとする。
　　　　　　　　　　　　　　(２)電話設備、その他施工に資格が必要なものにあっては、関係法令に基づいた有資格者を配置し、施工する

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　律　　　　　　　　　
　　　　の適正化に関する法　事項を記載した標識を掲げなければならない。

　　　　の調整　　　　　　　電気主任技術者に工事内容の説明を行い、指導を受けるものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　また、工事期間中の電気工作物の保安業務も行う。

　　　　え付ける図書　　　　　① 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（建築工事編・電気設備工事編・機械
　　　　　　　　　　　　　　　　 設備工事編）
　　　　　　　　　　　　　　　② 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図」（電気設備工事編・機械設備工事編）
　　　　　　　　　　　　　　　③ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」（建築工事編・電気設備工事編
　　　　　　　　　　　　　　　　 機械設備工事編）
　　　　　　　　　　　　　　　④ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針」、「電気設備工事監理指針」、「機械設備
　　　　　　　　　　　　　　　　 工事監理指針」
　　　　　　　　　　　　　　　⑤ 工事写真の撮り方－建築設備編－
　　　　　　　　　　　　　　　⑥ その他、監督員の指示する図書及び工事の容量計算等に必要な図書

　　　　　　　　　　　　　　　なお、書類の作成においては、関連する関係者と充分に調整すること。
　　　　　　　　　　　　　　　① 総合施工計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　包含工事の場合は、電気設備工事施工計画書とする。
　　　　　　　　　　　　　　　② 工種別施工計画書（施工要領書）
　　　　　　　　　　　　　　　　　各種工種ごとに作成し、停電及び搬入計画書も作成する。
　　　　　　　　　　　　　　　③ 施工図（プロット図、平面図、展開図、各種詳細図）
　　　　　　　　　　　　　　　　　主要機器、重量機器、3㎏超過吊器具類等については、固定方法、吊り方法等の詳細図を作成し、充分
　　　　　　　　　　　　　　　　な耐震性能を確保する施工方法を提案すること。
　　　　　　　　　　　　　　　④ 耐震計算書、幹線計算書等
　　　　　　　　　　　　　　　⑤ 照度分布図、センサ動作範囲図など

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　なお、月間工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

　　　　　　　　　　　　　　　１）施工可能日
　　　　　　　　　　　　　　　　　・指定なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）

　　　　　　　　　　　　　　　２）施工可能時間帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　・指定なし
　　　　　　　　　　　　　　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）

　　　　　　　　　　　　　　　３）概成工期

　　　　　　　　　　　　　　　４）その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、検証等に協
　　　　　　　　　　　　　　力すること。

　　　３．足場　　　　　　　　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　平成21年４月）によ

　　　４．三重県産業廃棄物　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の翌

　　　６．電気工事士　　　　　電気工事士法の区分により施工するものとし、契約電力が５００kW以上の電気工作物においても、第一種電

　　　７．有資格者の配置　　(１)消防設備の工事に従事する者は、当該設備に関する甲種消防設備士の資格を有する者とする。

　　　８．電気工事業の業務　　電気工事の施工場所ごとに、その見やすい場所に、氏名又は名称、登録番号その他の経済産業省令で定める

　　　９．電気主任技術者と　　自家用電気工作物等で電気主任技術者が選任されている施設で工事を行う場合は、電気保安技術者を選任し、

　　　10．現場事務所等に備　　下記の図書（最新版のもの）を備え付ける。

　　　11．施工計画等　　　　　受注者は施工に先立ち、次の書類を提出し監督員と打合せを行う。

　　　12．品質計画　　　　　　品質計画については、監督員の承諾を受けること。

　　　13．測定機器の校正等　　試験に使用する計測器類は２年以内の校正証明書（写）又は有効期限内の精度保証書（写）等を提出する。

　　　14．機器類の能力等　　　機器類の能力、容量等（電動機出力は除く）は原則として表示された数値以上とする。

　　　15．工程表　　　　　　　関連業者間にて十分協議し実施工程表、月間工程表を作成して監督員に提出すること。

　　　16．工事写真　　　　　　営繕工事写真撮影要領（平成28年版）に従い撮影すること。

　　　17．施工条件　　　　　　監督員及び関係部局と協議調整し決定すること。

　　　18．事故の発生時　　　　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事事故報告書

　２．工事場所　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１．工事名称　　

Ｓ造 平屋 １５項

　　　５．電気工作物の種類　　●一般電気工作物　　・自家用電気工作物　　・事業用電気工作物

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用する（工事期日より（　　　　　）日前）　　・適用しない

　　　19．建設副産物　　　　　受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、工事着手前及び工事完了後に「再生資源

　　　　　　　　　　　　　　システムへ実績報告を行うこと。
　　　　　の利用　　　　　　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換・システム」へデータを入力し、工事完了時には
　　　　　情報交換システム　利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　●発生土

　　　　　　　　　　　　　　　なお、当該手続きに係る費用は受注者の負担とする。

　　８．配管・配線の　　　　建物引込部の配管の耐震処置　　　　　　　　　　　　　　●行う　　・行わない

　　　　　　　　　　　　　　　　●ステンレス　　・溶融亜鉛メッキ仕上げ

●

　　　　　　　　耐震処置　　建物のエキスパンションジョイント部の配線の耐震処置　　・行う　　・行わない

○

○

○

屋外

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　・指定あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定日（・施設の休業日　　・打ち合わせによる　　・その他（　　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　　　　　　　・指定あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定時間（・（　　）時～（　　）時　　・打ち合わせによる　　・その他（　　　　　　　））

　　５．はつり　　　　　　　(１)穴開け及び補修　　　・なし　　・あり
　　　　　　　　　　　　　　(２)溝はつり及び補修　　・なし　　・あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所

　　　32．その他　　　　　　　設計図書に定められていない事項は監督員に報告し、指示を受けるものとする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　・消防設備関係　　●電気工作物関係　　●受電関係　　・通信関係　　・建設工事関係

　　　　手続き　　　　　　　　　・本工事　( ・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事 )　　・別途工事
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　　　(７)分電盤、制御盤等　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に加えて、施工年月、受注者名、

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　施工者名を記載する。
　　　(８)分電盤、制御盤等　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に加えて、施工年月、受注者名、

　　　　　　　　　　　　　　３）低圧用ＳＰＤクラスⅠの性能　　　　別図による
　　　　　　　　　　　　　　４）通信用ＳＰＤカテゴリＤ１の性能　　別図による
　　　　　　　　　　　　　　

　　　(３)盤類　　　　　　　１）形式　　・キュービクル式配電盤 (JIS C 4620)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・高圧スイッチギア　　 (JEM 1425)　( ・ＣＸ　　・ＣＷ　　・ＰＷ　　・ＭＷ )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・開放形配電盤　　・その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　２）中通路　・有　　・無
　　　　　　　　　　　　　　３）特記事項　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(４)交流遮断器　　　　　真空遮断器（ＶＣＢ）
　　　　　　　　　　　　　　　　① 操作方式　　　・手動ばね操作　　・電動ばね操作　　　　・電磁操作
　　　　　　　　　　　　　　　　② 引外し方式　　・電流引外し　　　・コンデンサ引外し　　・直流電圧引外し

　３．機器仕様
　　　下記の該当する項目を適用する。また、特記事項において選択する事項は、●印のついたものを適用する。
　　　なお、詳細については、図面による。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　項　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特　　　記　　　事　　　項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　【電力設備】　　　　　　

　　１．電灯設備　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　い　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　５）照明器具は、認証書又は認定書、試験成績書を提出すること。
　　　　　　　　　　　　　　６）蛍光灯の点灯管にグローランプを使用するものは、電子点灯管に交換するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　７）ＨＩＤランプを使用する下面開放形器具及びランプの破損による飛散により怪我をする恐れのある場合は、
　　　　　　　　　　　　　　　飛散防止を施したランプとする。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)外灯（単独設置）　１）照明用ポール

　　　　　　　　　　　　　　　　②配線用遮断器又はカットアウトスイッチ内蔵型とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）安定器　　・一般形高力率形（ＢＨ）　　・低始動電流形　　・その他（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・単独電源（・太陽電池式　　・風車式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（点灯時間（　　　　　）時間、不日照保証日数（　　　　　）日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　施工者名を記載する。
　　　　　　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付けできない場合を除く。）とする。
　　　　　　　　　　　　　　３）表示ランプ等がある場合は、ランプテストボタンを取付ける。
　　　　　　　　　　　　　　４）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　　　　　　５）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　　　　　　６）配線用遮断器の定格電流は、予備を含めた負荷電流以上とし、定格遮断容量は、系統に流れる短絡電流の
　　　　　　　　　　　　　　　値以上とする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　２．動力設備　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)負荷設備への接続　　図面に特記明示がない場合、負荷設備への接続は本工事とする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)電動機等の接地　　　・専用接地　　・金属管接地（７.５ｋＷ以下）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)電動機等の力率の　　本工事に含む制御盤には各負荷に力率改善コンデンサを取り付ける。
　　　　改善　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(７)保護継電器　　　　　過負荷、欠相、逆相継電器は熱動式とする。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付けできない場合を除く。）とする。
　　　　　　　　　　　　　　３）表示ランプ等がある場合は、ランプテストボタンを取付ける。
　　　　　　　　　　　　　　４）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　　　　　　５）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　　　　　　６）配線用遮断器の定格電流は、予備を含めた負荷電流以上とし、定格遮断容量は、系統に流れる短絡電流の
　　　　　　　　　　　　　　　値以上とする。
　　　　　　　　　　　　　　７）電流計は赤指針付（定格電流指示）とする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　３．雷保護設備　　　　　

　　　(１)避雷針　　　　　　１）受雷部　　　・突針　　・棟上導体　　・笠木等の別途施工物
　　　　　　　　　　　　　　２）避雷導線　　・引下げ導線　　・建築構造体利用
　　　　　　　　　　　　　　３）接地極　　　・接地極埋設　　・建築構造体利用　　・測定用補助接地極
　　　　　　　　　　　　　　４）接地抵抗の測定
　　　　　　　　　　　　　　　　① 測定方法　　・電位差計方式　　・電圧降下法
　　　　　　　　　　　　　　　　② 測定回数　　・３回　　・（　　　　　）回
　　　　　　　　　　　　　　５）接地極埋設標を設置する。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)雷サージ保護　　　１）耐雷トランス　　・設置（・単相用　　・動力用）　　・設置しない
　　　　　　　　　　　　　　２）ＳＰＤ　　・低圧用（・クラスⅠ　　・クラスⅡ）　　・通信用（・カテゴリＣ２　　・カテゴリＤ１）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　(３)電源回路の保護　　１）低圧用ＳＰＤに使用する配線用遮断器は警報接点付とする。
　　　　　　　　　　　　　　２）主幹機器の２次側に設ける場合の配線用遮断器は、定格遮断容量５ｋＡ以上とする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)通信回線の保護　　　電話回線、制御回線などの通信回線に侵入するおそれがある場所は、雷サージから機器を保護するため
　　　　　　　　　　　　　　通信用ＳＰＤを設置する。
　　　　　　　　　　　　　　
　　４．接地設備　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)接地極埋設標　　　　接地には接地極埋設標を施工し、接地極の位置がわかるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　

　　【受変電設備】　　　　　

　　５．受変電設備　　　　　　高圧以外の受変電設備については、本項によらず別図による。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)機器類　　　　　　　・盤類　　・交流遮断器　　・断路器　　・避雷器　　・負荷開閉器　　・変圧器　　・進相コンデンサ
　　　　　　　　　　　　　　　・直列リアクトル　　・配線用遮断器　　・電磁接触器　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)負荷開閉器　　　　１）形式　　　　・配電盤用　　・引込柱用　　・地中引込用
　　　　　　　　　　　　　　２）配電盤用　　① 操作方式　　　　・フック棒操作　　・遠方手動操作　　・電動操作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② 限流ヒューズ　　・有（ストライカ付き）　　・無
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 引外し装置　　　・ストライカ引外し　　・電圧引外し　　・無
　　　　　　　　　　　　　　３）引込柱用　　① 本体及び制御箱の材質　　・ステンレス製　　・鋼製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② 保護装置　　過電流蓄勢トリップ付地絡方向継電器とし、制御電源用変圧器内蔵とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 避雷器　　・内蔵　　・無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）地中引込用　　 保護装置は、過電流蓄勢トリップ付地絡方向継電器とし、制御電源用変圧器内蔵とする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油入５００ｋＶＡ以上、モールド１５０ｋＶＡ以上の場合は必須とする

　　　(８)進相コンデンサ　　１）絶縁方式　　・油入　　　・モールド　　　・ガス入
　　　　　　　　　　　　　　２）その他　　　① 内部異常を検知して動作する保護接点を設けること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② 放電装置を附属又は内蔵すること　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(９)直列リアクトル　　１）絶縁方式　　・油入　　　・モールド
　　　 （進相コンデンサ用） ２）容量　　　　・６％　　　・１３％
　　　　　　　　　　　　　　３）その他　　　内部異常を検知して動作する警報接点を設けること　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　施工者名を記載する。

　　８．電力平準化用蓄電設備

　　　(１)用途　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)機能　　　　　　　　・ピークシフト機能　　・ピークカット機能　　・商用停電時のバックアップ機能
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)蓄電池　　　　　　１）種類　　・リチウム二次電池　　・鉛蓄電池　　・ニッケル水素蓄電池
　　　　　　　　　　　　　　２）容量　　　　（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)性能　　　　　　　１）交流入出力電気方式　　・三相３線式（・２００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　２）自立運転　　・する　　・しない

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　３）期待寿命　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　６）補機類　　　・製造者標準　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(５)計測表示　　　　　　遠方監視用接点　　・設けない　　・設ける（詳細は別図による）

　　　(６)状態・警報表示　　　移報用の遠方監視用接点の搭載を必須とする。

　　９．分散電源
　　　　 ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ　　仕様詳細は別図による。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　４）充放電回数　（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）放電時間　　（　　　　　　　　　　）

　　　(８)燃料移送ポンプ　　１）電動ポンプ　　　・歯車ポンプ　　・油中ポンプ
　　　　　　　　　　　　　　２）手動ポンプ（ウイングポンプ）　　・有　　・無
　　　　　　　　　　　　　　３）電動ポンプ水没防止カバー　　　　・有　　・無

　　　(９)基礎　　　　　　　　・本工事（・２１N/㎜2 　　・１８N/㎜2） 　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　）

　　　(６)性能　　　　　　　　停電補償時間　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　３）系統連系　　・する　　・しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・単相３線式（２００／１００Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・単相２線式（・２００Ｖ　　・１００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(５)断路器　　　　　　１）形式　　　　・３極単投　　　　・単極単投　　（避雷器用に限る）
　　　　　　　　　　　　　　２）操作方式　　・遠方手動操作　　・フック棒操作（避雷器用に限る）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(７)変圧器　　　　　　１）形式　　　　・油入　　　・モールド
　　　　　　　　　　　　　　２）設置方式　　・屋外型　　・屋内型
　　　　　　　　　　　　　　３）ダイヤル温度計　　・有（・最大値指針 有　・最大値指針 無 ） 　・無

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(10)設備不平衡　　　　　高圧受電の三相３線式における不平衡の制限は、設備不平衡率が３０％以下となるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(11)キュービクル等　　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に加えて、施工年月、受注者名、

　　　　　　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付けできない場合を除く。）とする。
　　　　　　　　　　　　　　３）表示ランプ等がある場合は、ランプテストボタンを取付ける。
　　　　　　　　　　　　　　４）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　　　　　　５）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(12)基礎　　　　　　　　・本工事（・２１N/㎜2　　・１８N/㎜2）　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(13)配線ピット及び蓋　１）施工　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）ピット蓋の加工が必要な場合は、本工事にて行うこと。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(14)設置場所　　　　　　・屋内　　・屋外（・地上　　・屋上）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　【電力貯蔵設備】　　　　

　　６．直流電源設備　　　　

　　　(１)用途　　　　　　　　・非常用照明器具電源　　・受電変設備制御電源　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)容量　　　　　　　　（　　　　　）ｋＶＡ
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)整流装置　　　　　１）出力電圧　　直流（・１２Ｖ　　・２４Ｖ　　・４８Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ ）
　　　　　　　　　　　　　　２）整流装置は、蓄電池を充電するための電流並びに監視及び制御等で消費される電流を考慮して選定する。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)蓄電池　　　　　　１）種類　　・鉛蓄電池（・ＨＳ　　・ＭＳＥ　　・長寿命形ＭＳＥ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・アルカリ蓄電池（・ＡＨ　　・ＡＭＨ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）最低蓄電池温度　　・５℃　　・１５℃　　・２５℃　　・－５℃　　・（　　　　　）℃

　　　　　　　　　　　　　　

　　７．交流無停電電源設備　

　　　(１)用途　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)容量　　　　　　　　（　　　　　）ｋＶＡ
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)給電方式　　　　　　・常時インバータ給電方式　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)整流装置等　　　　　整流装置、インバーター装置は、接続する負荷の特性を配慮し選定する。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)蓄電池　　　　　　１）種類　　・鉛蓄電池（・ＨＳ　　・ＭＳＥ　　・長寿命形ＭＳＥ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・アルカリ蓄電池（・ＡＨ　　・ＡＭＨ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）最低蓄電池温度　　・５℃　　・１５℃　　・２５℃　　・－５℃　　・（　　　　　）℃

　　　　　　　　　　　　　　

　　【発電設備】　　　　　　

　　10．燃料式発電設備　　　

　　　(１)用途　　　　　　　１）用途　　・防災電源専用（防災認定品）　　・防災電源兼用（防災認定品）　　・一般用
　　　　　　　　　　　　　　２）区分　　・常用　　・非常用
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)設置場所　　　　　　・屋内　　・屋外（・普通地域　　・塩害地域）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)機器　　　　　　　　・発電装置　　・燃料槽　　・給油ボックス　　・燃料移送ポンプ
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)発電装置　　　　　１）種類　　・ディーゼル発電装置　　・ガスエンジン発電装置　　・ガスタービン発電装置
　　　　　　　　　　　　　　２）形式　　・簡易形　　・オープン式　　・キュービクル式（・８５dB(A)/1m　　・７５dB(A)/1m）
　　　　　　　　　　　　　　３）始動時間（停電検出後）　　・１０秒以内　　・４０秒以内　　・（　　　　　）秒以内
　　　　　　　　　　　　　　４）連続運転時間　　・２時間以上　　・１０時間以上　　・２４時間以上　　・７２時間以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　５）発電機　 ① 電気方式　　・三相３線式（・６.６ｋＶ 　　・２００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・単相３線式（２００／１００Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・単相２線式（・２００Ｖ　　　・１００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 定格周波数　　６０Ｈｚ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③ 定格出力　　　（　　　　　）ｋＶＡ
　　　　　　　　　　　　　　６）原動機　 ① 定格出力　　・（　　　　　）ｋＷ 以上　　・（　　　　　）ｐｓ 以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 冷却方式　　・ラジエター方式　　・冷却水循環式　　・その他（　　　　　　　　　　 ）

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)燃料　　　　　　　１）種類　　・軽油　　・灯油　　・Ａ重油　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　　　　　　２）引渡時燃料　　・満タン　　・指定なし　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)燃料槽　　　　　　１）形式及び容量　　・パッケージ搭載タンク（　　　　　）リットル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・燃料小出槽（　　　　　）リットル　　　　・主燃料槽（　　　　　）リットル
　　　　　　　　　　　　　　２）燃料小出槽　　　・屋外型（・ステンレス製　　・鋼製）　　　・屋内型（・ステンレス製　　・鋼製）
　　　　　　　　　　　　　　３）主燃料槽
　　　　　　　　　　　　　　　　① 設置場所　　　　・屋内　　・屋外（地上）　　・地下埋設（・タンク室内埋設　　・直埋設）
　　　　　　　　　　　　　　　　② 形式　　　　　　・二重殻タンク　　・一重殻タンク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　③ 設置工事　　　　・本工事　　・別途工事　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　④ タンク室工事　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(７)給油ボックス　　　１）材質　　　　　・ステンレス製　　・鋼製　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　　　　　　　　　　　２）油量指示計　　・有　　・無

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　２）ＷＡＮ　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(４)支持構造物　　　　　自重、積載荷重、積雪、振動、衝撃等に対し、安全が確保されたものとする。

　　　　　　　　　　　　　　５）機能　　・系統連系（・高圧連系　　・みなし低圧連系　　・低圧連系）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自立運転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　13．その他発電設備　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）の仕様詳細は別図による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ダイレクトインダイヤル方式　　　　　　・ダイレクトインライン方式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(３)電話機　　　　　　　・一般電話機　　　　・多機能電話機　　　　・ＩＰ電話機
　　　　　　　　　　　　　　　・デジタルコードレス電話機（ＰＨＳ方式）　・ＩＰコードレス電話機（無線ＬＡＮ方式）　　　　　　　　　　　　　　

　　　(３)出退表示装置　　　１）機器　　　　　・制御装置　　　・出退表示盤　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）出退表示盤　　・発光ダイオード式　　・液晶式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　各機器の仕様詳細は別図による。

　　　　　　　　　　　　　　２）定格周波数　　６０Ｈｚ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・単相２線式（・２００Ｖ　　・１００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　11．太陽光発電設備　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・太陽電池アレイ　　・パワーコンディショナ　　・系統連系保護装置　　・接続箱
　　　　　　　　　　　　　　　・情報処理装置　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)太陽電池アレイ　　１）発電能力　　公称出力（　　　　　）ｋＷ
　　　　　　　　　　　　　　２）架台は、JIS C 8955「太陽電池アレイ用支持設計標準」による。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)パワーコンディシ　１）出力電気方式　　・三相３線式（・２００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）
　　　　ョナ及び系統連系保　　　　　　　　　　　・単相３線式（２００／１００Ｖ）
　　　　護装置　　　　　　　　　　　　　　　　　・単相２線式（・２００Ｖ　　・１００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　３）設置場所　　・屋内　　　・屋外　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）設置方式　　・壁掛型　　・自立型　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　５）機能　　・系統連系（・高圧連系　　・みなし低圧連系　　・低圧連系）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自立運転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　６）系統連系技術要件は、関係法令や技術基準等を遵守し、電気事業者と十分協議する。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)情報処理装置　　　１）装置　　・データ処理装置　　・データ表示装置　　・気温計　　・日射計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）記録作成　　・日報　　・月報　　・年報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　(５)仕様詳細　　　　　　仕様詳細は「太陽光発電設備特記仕様書」による。

　　　　　　　　　　　　　　　　12．風力発電設備　　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・風車発電装置　　・制御装置　　・系統連系保護装置　　・支持構造物　　・情報処理装置
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)風車発電装置　　　　発電能力　　定格出力（　　　　　）ｋＷ

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)制御盤　　　　　　１）出力電気方式　　・三相３線式（・２００Ｖ　　・（　　　　　）Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・単相３線式（２００／１００Ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　２）定格周波数　　６０Ｈｚ
　　　　　　　　　　　　　　３）設置場所　　・屋内　　　・屋外　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）設置方式　　・壁掛型　　・自立型　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　６）系統連系技術要件は、関係法令や技術基準等を遵守し、電気事業者と十分協議する。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　(５)情報処理装置　　　１）装置　　・データ処理装置　　・データ表示装置　　・風速計　　・風向計　　・気温計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）記録作成　　・日報　　・月報　　・年報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)仕様詳細　　　　　　仕様詳細は「風力発電設備特記仕様書」による。

　　　　　　　　　　　　　　
　　【通信・情報設備】　　　

　　14．構内情報通信網設備　

　　　(１)インターフェース　１）ＬＡＮ　　・１０００ＢＡＳＥ－Ｔ　　・無線ＬＡＮ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　(２)機器　　　　　　　　・スイッチ　　・ルータ　　・メディアコンバータ　　・ファイヤウォール　　・時刻同期装置
　　　　　　　　　　　　　　　・ネットワーク管理装置　　・機器収納ラック　　　　・アウトレット
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)ケーブル　　　　　１）幹線系　　　・ＵＴＰ　　・光ファイバ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）支線系　　　・ＵＴＰ　　・光ファイバ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）フロア系　　・ＵＴＰ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)アウトレット　　　　・ローテンションアウトレット（・固定型　　・上下動型（アップ式を含む））　　・壁コンセント
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　
　　15．構内交換設備　　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・交換装置　　・電話機　　・端子盤類　　・アウトレット
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)交換装置　　　　　１）種別　　・構内交換装置（・デジタルＰＢＸ　　・ＩＰ－ＰＢＸ　　・ＶｏＩＰサーバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ボタン電話装置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）局線応答方式　　・局線中継台方式　　・分散中継台方式　　・ダイヤルイン方式

　　　　　　　　　　　　　　３）保安用接地　　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）本配電盤（ＭＤＦ）　　・自立フレーム（・片面形　　・両面形）　　・交換機一体型　　・壁掛型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　５）電源装置　　① 形式　 ・別置型　　・一体形　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② 停電補償時間　 ・３０分以上　　・（　　　　　　　　　　）以上

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)端子盤類　　　　　１）端子盤　　・中継端子盤（ＩＤＦ）　　・室内端子盤
　　　　　　　　　　　　　　２）中継端子盤には実装数の２０％以上、室内端子盤には１０Ｐ以上の接続端子板スペースを見込む。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)アウトレット　　　　・ローテンションアウトレット（・固定型　　・上下動型（アップ式を含む））　　・壁コンセント
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　16．情報表示設備　　　　

　　　(１)設備　　　　　　　　・マルチサイン装置　　・出退表示装置　　・時刻表示装置　　・警報等表示装置
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)マルチサイン装置　１）機器　　　　　・操作制御部　　・情報表示盤　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）通信方式　　　・ＴＣＰ／ＩＰ　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）操作制御部　　　イメージスキャナ　　・有　　　　・無
　　　　　　　　　　　　　　４）情報表示盤　　・発光ダイオード式　　・液晶式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(４)時刻表示装置　　　１）機器　　・親時計　　・子時計　　・電源装置　　・単独時計　　・その他（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）親時計　 ① 形式　　　　　　・壁掛型　　・自立型　　・ラックマウント型（ラック架組込）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 時刻補正機能　　・ＦＭ放送受信　　（・アンテナ設置　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・長波標準電波受信（・アンテナ設置　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③ 回線数　（　　　　　）回線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④ 機能　　・電子チャイム（　　）曲　　・時報　　・プログラムタイマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引渡し時は機器の説明及びプログラムの入力を行うこと。）
　　　　　　　　　　　　　　３）子時計　 ① 方式　　　　・アナログ式　　　　・デジタル式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 設置場所　　・屋内　　・屋外　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）電源装置　　運転可能時間（・１０時間　　・（　　　　　）時間）
　　　　　　　　　　　　　　５）単独時計　 ① 方式　　　　　　・アナログ式　　　　・デジタル式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 設置場所　　　　・屋内　　・屋外　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③ 時刻補正機能　　・有　　　・無

　　　(５)警報等表示装置　　１）機器　　　　・表示盤　　　・検出装置　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）表示盤　　 ① 表示方式　　・表示窓式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 施工　　　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）検出装置　 ① 検出方式　　・電極　　・無電圧接点　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 施工　　　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）図面に特記明示がない場合、検出装置への接続は本工事とする。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　(２)電源の種類により色を区別する。
　　　　　　　　　　　　　　(３)配線器具を取り付ける場所が金属の場合は、絶縁枠を使用する。
　　　　　　　　　　　　　　(４)プレートは、図面に特記なき場合、新金属製とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　なお、器具を実装しない位置ボックスには用途表示をすること。
　　　　　　　　　　　　　　(５)カバープレートは、原則として新金属製とする。

　　　　　　　　　　　　　　(６)フロアプレートは、水平高低調整型（空転防止リング付）とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　測定箇所　(　　　　　　　　　　)　　　　測定回数　(　　　　) 回

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　利用してもよい。（乾燥した場所のコンパクト形器具（２７Ｗ以下）を除く。）
　　　　　　　　　　　　　　(２)接地線は電灯配線と同一太さのケーブルの１芯（緑色）を使用する。ただし、監督員の指示により１.６mm
　　　　　　　　　　　　　　　の絶縁電線（緑線）を添えることもできる。
　　　　　　　　　　　　　　(３)照明器具を設置する前に、照度分布図を作成し監督員の承諾を得ること。
　　　　　　　　　　　　　　(４)照明器具取付完了後、照度測定を行う。照度計は一般形ＡＡ級とする。
　　　　　　　　　　　　　　(５)天井下地材より支持をする場合は、ワイヤ等により脱落防止の措置を行う。

　　　　　　　　　　　　　 (６)パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　ュービクル等　　　　　　また、既設分電盤・制御盤等を改造した場合は、図面を修正するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　(２)屋外キャビネットで露出配管をボックスに接続する場合は、カップリングを溶接等行い接続部から雨水等
　　　　　　　　　　　　　　　が浸入しない方法とする。ただし、既設ボックスに接続する場合はロックナットとボックスの間にゴムパッ
　　　　　　　　　　　　　　　キン等を取付け、接続部からの雨水等が浸入しないようにする。

　　　備の設置場所　　　　　(２)基礎の高さは周囲の状況を考慮する。
　　　　　　　　　　　　　　(３)電気室には水管、蒸気管、ガス管、ダクト等を通過させない。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　(２)配管の接続は、機器の取外し又は保守点検を考慮し施工する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　測定　　　　　　　　　　　電界強度測定結果による計算書を提出
　　　　　　　　　　　　　　　　　・施工前　　・躯体上がり時　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　(２)測定の実施
　　　　　　　　　　　　　　　１）項目
　　　　　　　　　　　　　　　　　全受信チャンネルの電界強度、受像画質、等価Ｃ／Ｎ、ビット誤り率の測定及び映像写真の撮影を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　２）測定時期
　　　　　　　　　　　　　　　　　・施工前　　・躯体上がり時　　・施工後　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　３）報告書提出部数
　　　　　　　　　　　　　　　　　・２部　　・（　　　　　）部

　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、配管周りの埋戻し材料は山砂とする。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・Ｂ種　　( 材料：根切り土の中の良質土 / 工法：機器による締固め )
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

　　　　　　　　　　　　　　(２)特記なき地中埋設配管の深さは、ＧＬ―６００㎜以上とする。
　　　　　　　　　　　　　　(３)根切りの種類は、マンホール、ハンドホール、屋外受変電設備及び自家発電装置の基礎等は総掘り、埋設
　　　　　　　　　　　　　　　管路等は布掘り、外灯基礎、電柱等はつぼ掘りとする。
　　　　　　　　　　　　　　(４)機械掘削は根切り底を乱さないようにする。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　ホール　　　　　　　　２）地耐力
　　　　　　　　　　　　　　　　① 地耐力は、建築基準法施行令第93条の短期応力度とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　② 衝撃係数は、設置場所に応じた衝撃係数とする。
　　　　　　　　　　　　　　３）高さ９００㎜を超えるものにあっては、タラップ付とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　なお、タラップの取付は４５０㎜間隔以内とし、原則として接地を施すこと。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　① 建物への引込口及び送出口付近
　　　　　　　　　　　　　　　　② マンホール・ハンドホール付近
　　　　　　　　　　　　　　　　③ 地中線路の曲折箇所
　　　　　　　　　　　　　　　　④ 道路横断箇所
　　　　　　　　　　　　　　　　⑤ 直線部分では３０ｍ程度に１個
　　　　　　　　　　　　　　

　　20．配線器具の設置　　　(１)特殊コンセントはプラグ付とする。

　　21．照明器具の設置　　　(１)コードペンダント以外の放電灯及び水気のある場所の器具は接地する。なお、金属配管の場合は、配管を

　　22．照明改修の際の測定　　対象室の改修前後の照度及び回路電流値の測定を次のとおり行うこと。

　　23．分電盤、制御盤、キ　(１)図面ホルダー内には、完成図及び回路の行き先がわかる図面を備える。

　　　　　　　　　　　　　　
　　24．受変電設備、発電設　(１)保守点検、防火上有効な空間、維持管理の空間を考慮する。

　　　　　　　　　　　　　　
　　25．発電設備の燃料配管　(１)フレキシブルジョイント取付位置は、施工前に所轄の消防署と十分に打合せを行う。

　　26．電波関係の計算及び　(１)計算書の提出

　　27．土工事　　　　　　　(１)埋戻しの材料及び工法

　　28．ハンドホール、マン　１）地中線路及びハンドホール等沈下が考慮される場合は、沈下対策を施す。

　　29．地中配線路の表示杭　　下記の箇所に、地中配線路の表示杭を設置する。

　　　(２)機器類　　　　　　　●一般照明器具　　●照明制御装置　　●外灯（単独設置）　　●コンセント等　　●分電盤、制御盤等

　　　(１)既設等との取り合　　●無し　　・盤改造　　・配線接続　　・電源供給　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　２）灯具　　・Ｈｆ蛍光灯　　●ＬＥＤ灯　　・ＨＩＤ灯　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）用途　　●屋内用　　　　●屋外用　　　・防災用
　　　　　　　　　　　　　　４）環境　　●普通地域　　　・塩害地域

　　　　　　　　　　　　　　２）調光方式　　・連続調光　　・段階調光　　●ＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　　　　　　　　　　　　２）基礎　　●本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）灯具　　・水銀灯　　・ナトリウム灯　　・Ｈｆ蛍光灯　　●ＬＥＤ灯

　　　　　　　　　　　　　　６）制御　　・ＥＥスイッチ　　●タイマ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　７）接地　　・単独接地（・本工事　　・別途工事　　・既設利用）　　●共用　　・その他（　　　　　）

　　　(２)機器類　　　　　　　●分電盤、制御盤等　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(３)負荷設備　　　　　　・給水　　・排水　　・消火　　●空調　　・換気　　・排煙　　・昇降機

　　　(１)既設との取り合い　　●無し　　・盤改造　　・配線接続　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(１)既設との取り合い　　・無し　　・改造（機器取替、追加等を含む）　　・増設　　・配線接続

　　　(３)一般照明器具　　　１）形式　　●公共型　　　　●一般型

　　　　　　　　　　　　　　５）電源　　・商用電源（６０Hz）（・２００Ｖ　　●１００Ｖ）

　　　(１)接地工事　　　　　１）種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　●Ｄ種
　　　　　　　　　　　　　　２）施工　　●各種単独　　・共用有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(２)接地抵抗の測定　　１）測定方法　　●電位差計方式　　・電圧降下法
　　　　　　　　　　　　　　２）測定回数　　・３回　　●（　　１　　）回

　　　(４)照明制御装置　　　１）センサ類　　・明るさセンサ　　●人感センサ　　●タイマ　　・調光スイッチ

　　　　　　　　　　　　　　　　①材質　　・アルミニウム製　　・鋼製　　●溶融亜鉛メッキ　・その他（ポリエステル樹脂粉体焼付塗装）

　　　(６)コンセント等　　　　●一般型　　●防水型　　●ハイテンションアウトレット（・固定型　　・上下動型（アップ式を含む））
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　　　　　　　　　　　　　　　・ラジオチューナー（・ＦＭ　　・ＡＭ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　・スピーカ切替装置　　・その他の機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(２)伝送方式　　　　　　・アナログ伝送方式　　・ネットワーク伝送方式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(５)録画装置　　　　　１）記憶媒体　　デジタル記憶媒体とする。
　　　　　　　　　　　　　　２）記憶容量　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）時刻補正機能　　・ＦＭ放送受信　　（・アンテナ設置　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・長波標準電波受信（・アンテナ設置　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）機能　　　　・警報　　・記録　　・監視カメラ連動制御　　・センサ入切制御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③ 基本機能　　施解錠制御、許可・不許可設定、設定データバックアップ機能、こじ開け警報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の搭載は必須とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④ 特記機能　　・遠隔施解錠制御　・スケジュール設定制御　・記録機能　・照明空調制御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・防災防犯インテグレーション機能　・その他（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）認識部　　・バイオメトリックス（　　　　　　　）　　・暗証番号　　・磁気カード　　・ＩＣカード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）セキュリティゲート　　仕様詳細は別図による。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(３)副受信機　　　　　１）盤形式　　　・自立型　　・壁掛型　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　（表示装置）　　　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　　　　　　３）表示装置の仕様詳細は別図による。

　　　(２)受信機　　　　　　１）回線数　　（　　　　　）回線
　　　　　　　　　　　　　　２）種類　　・都市ガス用　　・液化石油ガス用
　　　　　　　　　　　　　　３）設置　　・単独（・壁掛形　　・自立形）　　・火災受信機などとの複合盤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)副受信機　　　　　　設置　　　・単独（・壁掛形　　・自立形）　　・火災受信機などとの複合盤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)検知器　　　　　　１）動作　　・単独（単独動作）　　・連動（受信機に伝送）
　　　　　　　　　　　　　　２）定格電圧　　・ＡＣ１００Ｖ　　・ＤＣ２４Ｖ（受信機等から供給）　　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）ガス検知出力信号　　・有電圧出力方式　　・無電圧接点方式

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)機能　　　　　　　　仕様詳細は別図による。

　　【医療関係設備】　　　　

　　30．非接地電源用分電盤

　　　(１)機器　　　　　　　　・絶縁変圧器　　・絶縁監視装置　　・電流監視装置　　・ 医用接地センタボディー
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(２)仕様詳細　　　　　　仕様詳細は別図による。

　　31．ナースコール設備

　　　(１)形式　　　　　　　　・基本形ナースコール装置　・携帯形ナースコール装置　・情報表示形ナースコール装置　・病床ユニット

　　　(２)仕様詳細　　　　　　仕様詳細は別図による。

　　　　　　　　　　　　　　

　　17．映像・音響設備　　　

　　　(１)設備　　　　　　　　・映像機器　　・音響機器　　・操作装置
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)映像機器　　　　　１）表示機器　　・プロジェクタ（・前面投射式　　・背面投射式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スクリーン（・反射マット形　　・反射ビーズ形　　・反射ストライプ形　　・透過形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スクリーン巻上装置（・電動式　　・手動式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・液晶ディスプレイ

　　　　　　　　　　　　　　２）付属機器　　・録画再生装置（・ＨＤＤ　　・Blu-ray/ＤＶＤ　　・その他（　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・テレビチューナー（・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　　・ＣＳ　　・その他（　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・カメラ　　・パソコン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他の機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(３)音響機器　　　　　１）増幅器　 ① 出力　　（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 方式　　・ステレオ　　・モノラル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③ 出力インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
　　　　　　　　　　　　　　２）付属機器　　・グラフィックイコライザー　　・オーディオミキサー　　・電源制御器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・録音再生装置（・ＣＤ　　・メモリオーディオ　　・その他（　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ラジオチューナー（・ＦＭ　　・ＡＭ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・有線マイクロホン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・無線マイクロホン（・電波式（・アナログ　・デジタル）　・赤外線式）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他の機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）スピーカ　　・天井分散配置方式　　・集中配置方式　　・併用方式　　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)操作装置　　　　　１）形状　　・卓型　　・キャビネットラック型　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）設置　　・固定式　　・可動式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　18．拡声設備　　　　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・増幅器　　・付属機器　　・操作装置　　・スピーカ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)増幅器　　　　　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）
　　　　　　　　　　　　　　　・専用　　出力　（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出力インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)付属機器　　　　　　・オーディオミキサー　　・リモコンマイク　　・電源制御器
　　　　　　　　　　　　　　　・録音再生装置（・ＣＤ　　・メモリオーディオ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　・アナウンスレコーダ（・チャイム　　・独自メッセージ　　・プログラムタイマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　・有線マイクロホン
　　　　　　　　　　　　　　　・無線マイクロホン（・電波式（・アナログ　・デジタル）　・赤外線式）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　(４)操作装置　　　　　　・卓型　　・キャビネットラック型　　・壁掛型　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)スピーカ　　　　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）
　　　　　　　　　　　　　　　・専用　　結線　　・１Ｗ　　・３Ｗ　　・（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設置場所　　・屋内　　・屋外　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　19．誘導支援設備　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)音声誘導装置　　　１）検出方式　　・磁気式　　・無線式　　・画像認識式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）設置場所　　・屋外（防雨形）　　・屋内
　　　　　　　　　　　　　　３）機能　　・自動火災報知設備より火災報知信号を受信した場合停止する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・タイムスケジュールにより停止及び開始を可能とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）機器　　・制御装置　　・送信機　　・受信機　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　５）制御装置　　・壁掛型　　・卓上形　　・複合盤組込　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　６）送信機　　・壁掛形　　・卓上形　　・埋込形　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　７）受信機　　・スピーカ式　　・イヤホン式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　６）親機

　　　　　　　　　　　　　　７）子機

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　20．テレビ共同受信設備　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)アンテナ　　　　　１）放送　　・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＦＭ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）マスト　・地上波用（・壁面取付　　・自立　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・衛星用　（・壁面取付　　・自立　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）自立用基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　21．テレビ電波障害防除　
　　　設備　　　　　　　　　

　　　(１)対象戸数　　　　　　（　　　　　）戸
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)機器　　　　　　　　・増幅器　　・混合器　　・分波器　　・分岐器　　・分配器　　・機器収容箱　　・アンテナ
　　　　　　　　　　　　　　　・ヘッドエンド装置　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)アンテナ　　　　　１）放送　　・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＦＭ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）マスト　・地上波用（・壁面取付　　・自立　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・衛星用　（・壁面取付　　・自立　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）自立用基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　22．監視カメラ設備　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・カメラ　　・モニタ装置　　・録画装置　　・ハウジング　　・旋回装置
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(３)カメラ　　　　　　１）色方式　　・白黒　　・カラー
　　　　　　　　　　　　　　２）駆動方式　　・固定式　　・遠隔可動式
　　　　　　　　　　　　　　３）撮影条件　　・昼間　　・薄明時　　・夜間
　　　　　　　　　　　　　　４）設置場所　　・屋内　　・屋外　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)モニタ装置　　　　１）色方式　　・白黒　　・カラー
　　　　　　　　　　　　　　２）モニタ　　・液晶　　・ＰＣ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）設置　　・自立型　　・卓上型　　・壁掛型　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　23．駐車場管制設備　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・管制盤　　・検知器　　・信号灯　　・警報灯　　・発券機　　・カーゲート　　・カードリーダ
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)管制盤　　　　　　１）機能　　・入場管理　　・退場管理　　・発券管理　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）形式　　・自立型　　　・壁掛型　　　・卓上型　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)検知器　　　　　　１）方式　　・赤外線式　　・超音波センサ式　　・ループコイル式　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）検知器外箱　　　・ステンレス製　　　　・鋼製
　　　　　　　　　　　　　　３）検出対象車両　　四輪軽自動車以上
　　　　　　　　　　　　　　４）検出対象速度　　・２～４０ｋｍ／ｈ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)信号灯・警報灯　　１）方式　　　・発光ダイオード式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）警報音　　・音声　　・ブザー　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）外箱　　　・ステンレス製　　　　・鋼製

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)発券機　　　　　　１）発行券　　　・磁気式　　・ＩＣカード式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）発券方式　　・入場時発行　　・事前発行　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)カーゲート　　　　　・バー式（・グラスファイバー製　　・アルミ製　　・鋼製（防錆処理））
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　24．防犯・入退室管理設　
　　　備　　　　　　　　　　

　　　(１)設備　　　　　　　　・防犯装置　　・入退室管理装置
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)防犯装置　　　　　１）機器　　　・センサ　　・制御装置　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）センサ　　・パッシブセンサ　　　・赤外線センサ　　　・画像センサ　　　・マグネットセンサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ガラス破壊センサ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）制御装置　 ① 形式　　・自立型　・壁掛型　・卓上型　・複合盤組込　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 時刻補正機能　　　・ＦＭ放送受信　　（・アンテナ設置　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・長波標準電波受信（・アンテナ設置　　・既設利用）

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(３)入退室管理装置　　１）機器　　・制御装置　　・認識部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・電気錠（・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・セキュリティゲート　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）制御装置　 ① 形式　　・自立型　・壁掛型　・卓上型　・複合盤組込　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 時刻補正機能　　　・ＦＭ放送受信　　（・アンテナ設置　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・長波標準電波受信（・アンテナ設置　　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　25．自動火災報知設備　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・受信機　　・副受信機（表示装置）　　・中継器　　・発信機　　・感知器
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)受信機　　　　　　１）型式　　　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級　　・Ｒ型
　　　　　　　　　　　　　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　　　　　　４）盤形式　　　・複合盤組込　　　・自立型　　　・壁掛型　　　・その他（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　(４)中継器　　　　　　　試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)発信機　　　　　　１）型式　　・アドレス付　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級
　　　　　　　　　　　　　　２）消火栓ポンプ起動　　特記なき場合は、発信機連動方式とし、発信機表面に「消火栓起動」等の文字を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　併記する。
　　　　　　　　　　　　　　３）設置　　・単独設置　　・機器収容箱に組込　　・消火栓ボックス（別途）に組込
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　(６)感知器　　　　　　１）型式　　・アドレス付　　・一般型
　　　　　　　　　　　　　　２）種類　　・熱感知器　　・煙感知器　　・炎感知器
　　　　　　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　　　　　　４）設置場所　　・屋内（・一般　　・防水　　・防爆　　・防食　　・その他（　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・屋外（・防水　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

　　　　　　　　　　　　　　

　　26．自動閉鎖設備　　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・連動制御器　　・感知器　　・自動閉鎖装置　　・自動開錠装置
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)連動制御器　　　　１）制御対象　　・防火戸　　・防火シャッター　　・防排煙ダンパー　　・非常口等の扉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）回線数　　（　　　　　）回線（遠方復帰機構（　　　　　）回路）
　　　　　　　　　　　　　　３）設置　　・単独（・壁掛形　　・自立形）　　・火災受信機等との複合盤
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)感知器　　　　　　１）型式　　・アドレス付　　・一般型
　　　　　　　　　　　　　　２）種類　　煙感知器（・２種　　・３種）
　　　　　　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　　　　　　４）設置場所　　・屋内（・一般　　・防水　　・防爆　　・防食　　・その他（　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・屋外（・防水　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)自動閉鎖装置　　　１）方式　　・電磁式　　・ラッチ式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)自動開錠装置　　　１）方式　　・電気錠　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　27．非常警報設備　　　　

　　　(１)設備　　　　　　　　・非常放送装置　　・非常ベル
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)非常放送装置　　　１）消防法基準適合マーク品とする。
　　　　　　　　　　　　　　２）機器　　・増幅器　　・スピーカ　　・非常用リモコンマイク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）増幅器　 ① 出力　　（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 出力インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③ 形式　・ロングラック型　・スタンダードラック型　・壁掛型　・その他（　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④ 機能　・マイク放送　　・自動火災報知設備連動放送　　・緊急地震速報設備連動放送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤ 用途　・拡声設備兼用　　・非常放送専用
　　　　　　　　　　　　　　４）スピーカ　 ① 結線　　・１Ｗ　　・３Ｗ　　・（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③ 設置場所　　・屋内　　・屋外　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④ 用途　　　　・拡声設備兼用　　　・非常放送専用
　　　　　　　　　　　　　　５）非常用リモコンマイク
　　　　　　　　　　　　　　　　型式　　・壁掛形　　・ラック収納形　　・卓上形　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)非常ベル（自動式　１）機器　　・起動装置　　・非常ベル　　・表示灯　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　サイレンを含む）　　２）設置　　・単独設置　　・機器収容箱に組込　　・消火栓ボックス（別途）に組込
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　28．ガス漏れ火災警報設　
　　　備　　　　　　　　　　

　　　(１)機器　　　　　　　　・受信機　　・副受信機　　・中継器　　・検知器　　・警報器
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　【中央監視制御設備】　　　　

　　29．中央監視制御設備　　　　

　　　(１)監視制御対象設備　　・動力設備　　・受変電設備　　・発電設備　　・火災報知設備
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)既設との取り合い　　・無し　　・盤改造　　・配線接続　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)機器　　　　　　　　・監視操作装置　　・信号処理装置　　・記録装置　　・伝送装置　　・端末装置
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

　　　(５)監視操作装置　　　１）形式　　　　・壁掛型　　・自立型　　・卓型　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）表示装置　　・液晶ディスプレイ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）操作装置　　・タッチパネル　　・キーボード　　・マウス　　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)信号処理装置　　　１）形式　　・壁掛型　　・自立型　　・卓型　　・ラック型　　・卓上型　　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）設置　　・単独　　・監視操作装置に組込　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(７)記録装置　　　　　１）形式　　・壁掛型　　・自立型　　・卓型　　・ラック型　　・卓上型　　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）設置　　・単独　　・監視操作装置に組込　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）装置　　・プリンタ　　・記録メディア（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　

　　【構内配電線路】　　　　

　　32．構内配電線路　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(１)配線方式　　　　　　・地中線式（・直埋　　・管路）　　・架空線式（・直接　　・ちょう架線添架）
　　　　　　　　　　　　　　　・建築物等添架式（・露出配管　　・隠蔽配管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)建柱　　　　　　　１）施工　　　・本工事　　・既設柱利用　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）電柱　　　・コンクリート柱　　・鋼管柱　　・パンザマスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）支持材　　・根かせ　　・根はじき　　・根巻き　　・底板　　・支線（保護ガード　・有　　・無）
　　　　　　　　　　　　　　４）装柱材料　・有（電力仕様）　　・無
　　　　　　　　　　　　　　５）銘板　　　・有　　・無
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)装柱機器　　　　　１）機器　　　　・開閉器　　・避雷器　　・カットアウト　　・碍子
　　　　　　　　（高圧用）　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）耐環境性　　・一般用　　・耐塩用
　　　　　　　　　　　　　　３）開閉器　　　仕様は　５．受変電設備　(６)負荷開閉器　による。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　(４)装柱機器　　　　　１）機器　　・開閉器　　・開閉器箱　　・避雷器　　・カットアウト　　・碍子
　　　　　　　　（低圧用）　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）耐環境性　　・一般用　　・耐塩用
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)ハンドホール、　　１）形式　　・ブロック式　　・現場打ち
　　　　　　　　マンホール　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）ケーブル支持金物の取付　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)鋳鉄蓋　　　　　　１）鋳鉄蓋の刻印は「強電」、「電力」又は「高圧」とする。
　　　　　　　　　　　　　　２）雨水の流れ込みを防ぐため防水パッキン付とする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(７)地中ケーブル保護　１）種類　　・ＦＥＰ　　・ＧＬＴ（ＰＥライニング管）　　・ＶＥ　　・ＨＩＶＥ　　・ＳＧＰ
　　　　材料　　　　　　　　　　　　　　・厚鋼電線管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）標示杭埋設　　・コンクリート製　　・鉄製（アスファルト部分）
　　　　　　　　　　　　　　３）埋設標識シート　　・２倍長　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）埋設標識シートの表記は電力用であることがわかるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　

　　【構内通信線路】　　　　

　　33．構内通信線路　　　　

　　　(１)用途　　　　　　　　・電話用　　・拡声用　　・時刻表示用　　・火災報知用　　・非常警報用　　・インターホン用
　　　　　　　　　　　　　　　・テレビ共同受信用　　・防犯用　　・制御用　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(２)配線方式　　　　　　・地中線式（・直埋　　・管路）　　・架空線式（・直接　　・ちょう架線添架）
　　　　　　　　　　　　　　　・建築物等添架式（・露出配管　　・隠蔽配管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(３)建柱　　　　　　　１）施工　　　・本工事　　・既設柱利用　　・構内配電線柱に添架　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）電柱　　　・コンクリート柱　　・鋼管柱　　・パンザマスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）支持材　　・根かせ　　・根はじき　　・根巻き　　・底板　　・支線（保護ガード　・有　　・無）
　　　　　　　　　　　　　　４）装柱材料　・有　　・無
　　　　　　　　　　　　　　５）銘板　　　・有　　・無
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(４)ハンドホール、　　１）形式　　・ブロック式　　・現場打ち
　　　　　　　　マンホール　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）ケーブル支持金物の取付　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(５)鋳鉄蓋　　　　　　１）鋳鉄蓋の刻印は「弱電」又は「通信」とする。
　　　　　　　　　　　　　　２）雨水の流れ込みを防ぐため防水パッキン付とする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　(６)地中ケーブル保護　１）種類　　・ＦＥＰ　　・ＧＬＴ（ＰＥライニング管）　　・ＶＥ　　・ＨＩＶＥ　　・ＳＧＰ
　　　　材料　　　　　　　　　　　　　　・厚鋼電線管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　２）標示杭埋設　　・コンクリート製　　・鉄製（アスファルト部分）
　　　　　　　　　　　　　　３）埋設標識シート　　・２倍長　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）埋設標識シートの表記は弱電用であることがわかるものとする。
　　　　　　　　　　　　　　
　　【その他】　　　　　　　

　　34．消火器　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　２）消火器　　　　　種別（　　　　　　　　　　）、数量（　　　　　）本
　　　　　　　　　　　　　　３）消火器収納箱　　材質（　　　　　　　　　　）、数量（　　　　　）面

　　　　　　　　　　　　　　

　　標準的な高さであり、詳細については監督員と協議する。（○印はバリアフリー対応）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　名　　　称　　　　　　　側　点　　　　　取付高さ（㎜）　　　　　　　備　　　　　考　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電力　　　　　接地端子盤　　　　　　　　　床上～下端　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　取引用計器　　　　　　　　　地上～窓中心　１,８００～２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　引込開閉器　　　　　　　　　床上～中心　　１,８００～２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電灯　　　　　分電盤　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　上端１,９００㎜ 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　スイッチ　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　○１,０００㎜ 　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　コンセント（一般）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　○４００㎜　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　コンセント（和室）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　コンセント（台上）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　１５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　コンセント（ＷＰ）　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　コンセント（地下）　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　コンセント（土間）　　　　　床上～中心　　　　　　　　　５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ブラケット（一般）　　　　　床上～中心　　２,１００～２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ブラケット（鏡上）　　　　鏡上端～中心　　　　　　　　　１５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ブラケット（処理場）　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　動力　　　　　壁掛型制御盤　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　上端１,９００㎜ 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　手元開閉器　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　操作スイッチ　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電話　　　　　端子盤　　　　　　　　　　　床上～下端　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　保安器盤　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　壁位置ボックス　　　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　壁位置ボックス（和室）　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　時計・拡声　　壁掛型親時計　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　上端１,９００㎜ 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　子時計　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　壁掛型スピーカ　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　２,５００㎜ 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　アッテネータ　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　表示　　　　　表示器　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　壁付発信器　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ベル・ブザー・チャイム　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　インターホン　壁付インターホン　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　壁位置ボックス　　　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　壁位置ボックス（和室）　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　子機（身障者用）　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,１００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　呼出しボタン（身障者用）　　床上～中心　　　　　８００～９５０　便座先端から後方へ100～200㎜　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２個目（高700㎜、便座先端から前方400㎜）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　表示灯（身障者用）　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,８００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　テレビ　　　　機器収容箱　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　直列ユニット　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　　　３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　直列ユニット(和室)　　　　　床上～中心　　　　　　　　　２００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　火災報知　　　受信機・副受信機　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　発信器　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　表示灯　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 １,８００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ベル　　　　　　　　　　　　床上～中心　　　　　　　 ２,３００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　参考資料：高齢者が居住する住宅の設計に係る指針（最終改正　平成２１年国交省告示第９０６号）
　　　　　　　ユニバーサルデザインのまちづくり推進条例 整備基準の解説等（平成２５年４月 三重県）

Ⅲ．機器標準取付高さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(１)受信放送　　　　　　・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＦＭ　　●ＣＡＴＶ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(２)機器　　　　　　　　●増幅器　　・混合器　　・分波器　　・分岐器　　●分配器　　・機器収容箱　　・アンテナ

　　　　　　　　　　　　　　１）設置　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事 ）　　・別途工事

　　　(１)設備　　　　　　　　・音声誘導装置　　・インターホン　　・トイレ等呼出装置

　　　(３)インターホン　　　１）用途　　・内部受付用　　・外部受付用　　・夜間訪問用　　・身体障害者用　　・保守用

　　　　　　　　　　　　　　２）機能　　・音声通話　　・映像モニタ
　　　　　　　　　　　　　　３）通話網　　・親子式　　・相互式　　・複合式
　　　　　　　　　　　　　　４）通話方式　　・同時通話式　　・交互通話式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　５）機器　　・親機　　・子機　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　①形状　　・壁掛型　　・卓上形　　・複合盤組込　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　②送受話器　　・電話機形　　・マイク形　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　①形状　　・壁掛形　　・卓上形　　・埋込形　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　②送受話器　　・電話機形　　・マイク形　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　(４)トイレ等呼出装置　１）用途　　・トイレ呼出　　・受付呼出　　・非常通報

　　　　　　　　　　　　　　２）機器　　・親機　　・呼出スイッチ　　・警報装置　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　３）親機　　・壁掛型　　・卓上型　　・複合盤組込　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　５）警報装置　　・光　　・音声　　・ブザー　　・ベル　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　４）呼出スイッチ　　・押ボタン式　　・引紐式　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｇ Ｈ

ＬＥＤ埋込型下面開放型　 Ｈｆ３２Ｗｘ２　高出力タイプＬＥＤ一体形ベースライト Ｈｆ３２Ｗｘ２　高出力タイプ

ＧＬ

ＬＥＤ投光器　マルチハロゲン灯Ｌタイプ４００形相当

ＬＥＤダウンライト

ＬＥＤダウンライト ＬＥＤダウンライト Ｆ ＬＥＤミラーライト　Ｗ６２０

Ｌ－０ 屋外仕様、ＳＵＳ製、指定色塗装

１φ３Ｗ２１０／１０５Ｖ

ＭＣＢ３Ｐ
１００／７５Ａ

Ｌ－１ 屋内仕様、鋼板製　指定色塗装

１φ３Ｗ
２１０／１０５Ｖ

２００Ｖ

ＥＬＢ３Ｐ

１００／７５Ａ

ＭＣＢ２Ｐ２０Ａ（２００Ｖ）ｘ　２
ＭＣＢ２Ｐ２０Ａ（１００Ｖ）ｘ１８

２００Ｖ

（ＣＡＴＶ） （ＴＥＬ）

保安器スペース

（ＬＡＮ）

スペース

ポール取付

Ｌ－１へ

Ｌ－０より

標的場照明

予備

予備

屋内仕様、鋼板製　指定色塗装
壁掛型

2 E 端子台５Ｐ

ＡＣＲ－１

照明射場・会議室他 照明便所・玄関他

ポーチ他 照明

会議室 コンセント 女子便所 コンセント

女子便所 コンセント 射場他 コンセント

審判席 コンセント コンセント射場他

電気温水器 コンセント ＩＨ用 コンセント

男子便所 コンセント コンセント男子便所

ＭｇＳＷ２Ｐ２０Ａ（１００Ｖ）ｘ１
停電補償付タイマーｘ１

４０ｄＢ

看的室・倉庫照明

Ｗｈ

壁掛型

公共型番：ＬＳＳ９－６８００ＬＭ 公共型番：ＬＲＳ６－６６００ＬＭ 公共型番：ＬＲＳ１－１７００ＬＭ

公共型番：ＬＲＳ１－１３００ＬＭ－１ 公共型番：ＬＲＳ１－８５０ＬＭ

70
0

11
00

500φ

40
00

50

Ｔ－１

ＬＥＤＢ８３００３参考型番：

参考型番：ＬＥＤＳ－２３９０１ＮＷ－ＬＪ２

ＮＳ

ＡＣ1

１ ２

３

Ｃ１ Ｃ２

Ｃ３ Ｃ４

Ｃ５ Ｃ６

Ｃ７ Ｃ８

Ｃ９

外

Ｃ１０

看的

審判席 コンセント Ｃ１１ Ｃ１２ コンセント浄化槽用

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事
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公共型番：ＬＢＦ３ＭＰ/ＲＰ－１３００ＬＭ－２

ＬＥＤウォールライト　防湿・防雨型

Ｔ ＡＳ
盤 外

盤図・照明器具姿図



一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/600

2.4

3.0

2.8

駐車場

敷
地

境
界

線

津市北部市民センター

植込み

駐車場

植込み

配 置 図 　 1/600

敷地境界線

敷地境界線

植込み

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

60,000

Ｃ杭

ゲートボール・コート

敷
地

境
界

線

植込み

敷
地

境
界

線
鉄塔

敷
地

境
界

線

植込み 照明支柱

津市北部運動広場

31
0

31
0

Ｃ杭

27
0

弓道場新設

看的室・倉庫
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草生窪田津線410

中電柱０５イ０１７

ＮＴＴ小川町支２６左１

ＣＰ１０ｍ

ＣＰ１０ｍ

ＣＰ１０ｍ
（植込に建柱）

以降、平面図参照

鋼管ポール４ｍ

鋼管ポール４ｍ

Ｌ－１

（平面図参照） ＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ（１Ｃア－ス）（ＦＥＰ３０）

ＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ（１Ｃア－ス）（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

８° 外

Ｈ

Ｈ

外

看的

看的

外

看的

浄化槽

ED

５．５°

Ｌ－０

（植込に建柱）

ＣＰ１０ｍ
引込第１柱

Ｎ

特　記　事　項

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＥＭ－ＣＥ５．５°－３Ｃ（１Ｃアース） ＦＥＰ（３０）

ＥＭ－ＣＥ８°－３Ｃ（１Ｃアース）
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

2,000 2,000

4,000

2,
00

0

看的室・倉庫平面図　1/100

倉庫
看的室

X1 X2 X3

200 200

20
0

20
0

Y1

Y2 ３

３

ＷＰ（ＳＵＳ）
２００ｘ２００ｘ１００

以降，配置図参照

ＥＭ－ＩＥ２．０ｘ２，Ｅ２．０（Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ４，Ｅ１．６（Ｅ２５）

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ３（Ｅ１９）

Ａ

８°

配置図、看的室・倉庫平面図

照明器具 笠付 ＦＬ４０Ｗｘ２ ４灯

スイッチ １Ｐ１５Ａｘ２ １個

コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２ ２個

既設倉庫の解体に伴い，下記を撤去とする。

※配管及び配線は可能な限り分別し、撤去とする。

１φ３Ｗ 引込

１φ３Ｗ

１φ３Ｗ

１φ３Ｗ ＥＭ－ＣＥＴ２２°メッセンジャー１４°吊

ＥＭ－ＣＥＴ２２°メッセンジャー１４°吊

ＥＭ－ＣＥＴ２２°メッセンジャー１４°吊

ＰＦ（２８）
ＰＦ（１６）

１φ３Ｗ ＥＭ－ＣＥＴ２２°ＰＥ（３６）

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事
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２、凡　例

：埋設標識杭　コンクリート製

：コンクリート柱　１０－１９－３．５

３、埋設部分に、埋設表示テープ（ダブル）を敷設とする。

：接地工事　Ｄ種　接地極埋設標共

５.５°
ＥＭ－ＩＥ５．５ ＦＥＰ（３０）

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

ＦＥＰ（３０）

３Ｌ
ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ４（Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥ５．５°－４Ｃ（１Ｃア－ス） ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２

３Ｌ

：ハンドホール　６００ｘ６００ｘ９００　Ｓ２Ｋ６００φ

：防水プルボックスＳＵＳ製　２００ｘ２００ｘ２００

３

：ＯＮ点灯３路スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１　
：３路スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１　



一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計
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1/100

特 　 記 　 事 　 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

導入線　 ＰＦ（２２）

２、凡　例

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

；ＬＡＮ受け口

新金属プレート；電話受け口

新金属プレート；ＴＶ受け口

Ｌ

Ｒ

モジュラジャック８極８芯

モジュラジャック６極４芯

直列ユニット　末端

５ｅ
ＰＦ（１６）カテゴリ５ｅ

ＥＭ－５Ｃ－ＦＢ ＰＦ（１６）

新金属プレート

ＮＯ．

ＥＭ－ＩＥ５．５
５.５°

ＦＥＰ（３０）

Ｎ

平面図　1/100

審判席
会議室

玄関ホール

男子更衣室

（巻藁室兼用）

射場

女子便所

女子更衣室

射位

ポーチ

控通路

進行記録席

男子便所

給湯

温水器

X1 X2 X3
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Y2

敷地境界線

敷
地

境
界

線

庇ライン

敷地境界線

スロープ

MK
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Ｌ－１

以降、配置図参照

ＥＭ－ＣＥＴ２２°転がし

ED

５．５°

５．５°

ED

Ｔ－１

ＥＭ－７Ｃ－ＦＢ 転がし
ＰＦ（２２）ｘ２

５ｅ
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幹線設備・弱電設備　平面図
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コンセント設備　平面図

Ｎ

平面図　1/100
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進行記録席

男子便所

6列×4段

給湯

温水器

X1 X2 X3

Y1

Y2

2,650

敷地境界線

敷
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線
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0

庇ライン

敷地境界線

スロープ

MK
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２

２

２ ２

２

２ ２

２

２

２ＥＴ ２ＥＴ

２ＥＴ

２

２

２ＥＴ２Ｅ

２Ｅ

ＩＨ用

２

２

電温用

自動水栓用

２ＥＴ

小便器センサ－用

自動水栓用

ＡＣＲ－１用

２Ｐ２０Ａ（１φ２００Ｖ）

Ｔ－１内

Ｌ－１

Ｃ１

Ｃ２
Ｃ３

Ｃ４

Ｃ５

Ｃ６

Ｃ７

Ｃ８

Ｃ９

Ｃ１０

Ｓ

ＡＣ１

特 　 記 　 事 　 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

Ｃ１２

Ｃ１１

ＷＰ ＷＰＷＰ

２ ２

露出ｺﾝｾﾝﾄ ２口

２

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事
E-07

２、凡　例

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

新金属プレート
２ ；埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２

新金属プレート
２Ｅ

新金属プレート
２ＥＴ；埋込コンセント　接地端子付２Ｐ１５Ａｘ２

ＷＰ

；埋込コンセント　接地極付２Ｐ１５Ａｘ２

；フロアコンセント　接地極付２Ｐ１５Ａｘ２２

；防水コンセント　接地極付２Ｐ１５Ａｘ１

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース）ＰＦ（２２）

ＰＦ（２２）床隠ぺい

ＰＦ（２２）ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ

２

手元開閉器函（屋外形）
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１、記入なき配管配線は下記とする。

２、凡　例

ＰＦ（１６）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃアース） ＰＦ（２２）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（１Ｃアース） ＰＦ（２２）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ ＰＦ（２２）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ　ｘ２ ＰＦ（２２）

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

；埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１ 新金属プレート

３

Ｌ ；埋込ＯＮ点灯スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１ 新金属プレート

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事
E-08

；埋込ＯＮ点灯スイッチ３Ｌ ３Ｗ１５Ａｘ１ 新金属プレート

Ｌ

３Ｌ

ＡＳ

２４ｈ

Ｌ

３Ｗ１５Ａｘ１ 新金属プレート；埋込３路スイッチ

；埋込コンセント（換気扇用）２Ｐ１５Ａｘ１

；２４ｈ換気コントロールＳＷ（設備より支給品）

新金属プレート

ＡＳ；自動点滅器　埋込　プラグイン式
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(11) 発生材の処理等機械設備工事特記仕様書 工事細目
(23) その他 91）　引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）1 工事名称 　(1) 配管材料 部分的に配管種類を変更する場合は、図面内に明記すること。

1)　使用機械上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。
給水管 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　JWWA K116低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。2 工事場所 2）　特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(一般; SGP-VB 　地中　; SGP-VD　)2)　測定機器の校正記録処理方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）3 建築概要
□ フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 011工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。3）　現場内において再利用を図るもの　□発生土　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）消施令の適用

(一般; SGP-FVA, FVB 　地中　; SGP-FVD)測定に先立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に4）　再資源化を図るもの　（　□ コンクリート塊　　□ アスファルトコンクリート塊4 適用基準 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、以下による ※ 継ぎ手はコア内蔵型とする。提示すること。□ 建設発生木材　）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 ※ 給水管100Aはねじ又はフランジ接合、125A以上は3)　フロン回収及び充填5）　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図る「公共建築工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成28年版」 フランジ接合(工場加工）とする。当該工事を施工するに当たって施工時にフロン類の充填、回収作業を行う場合は、フロン類の使用の合理化　　ものについても調書を作成し、監督員へ提出すること。「公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成28年版」 水道用硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6742
及び管理の適正化に関する法律(平成27年4月1日施行)等の関係法令を遵守し、第１種フロン類充填回収登録業者6）　引渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に「公共建築設備工事標準図（電気、機械設備工事編）平成28年版」 (一般・地中 ; HIVP)が行うこと。　　関する法律、資源の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する「建築、電気、機械設備工事監理指針平成28年版」 □ 水道配水用ポリエチレン管　JWWA K 144　（地中：PE）

　　法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切処理し、独立行政法人　建築研究所監修 □ 水道用ステンレス鋼鋼管JWWA G 115
　　監督員に報告すること。（ﾏﾆﾌｪｽﾄA、B2、D票を提示すること。）「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」 □ 一般配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3448

(12) 電気保安技術者下記の該当する項目を適用する。また、特記事項において選択する事項は、
■印のついたものを適用する。

※ 地中埋設管は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち
(13) 施工条件 6 工事種目　　給排水衛生設備工事 上げた所までとする。

監督員及び依頼部局と協議調整し決定すること。5 一般事項
1) 施工可能日 一部に土、日曜日、祝祭日施工あり □ 指定なし □　屋内消火栓設備工事　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各適用基準に準拠し、監督員 雑排水管 □ 配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □　屋外ガス設備工事 □　屋内ガス設備工事指示の下に入念かつ誠実に施工すること。 ※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用
2) 施工可能時間帯 指定なし □ 指定あり （　　　時　～　　　時　） □　その他　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、 (地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）

(14) 概成工期図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書とおりに施工することで将 土間・一般：　硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)
　建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事を含めた各工事が支障の 空調設備工事来不具合が発生しうると判断される場合については、その都度、監督員と協議すること。なお設計 □ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)　
ない状態まで完了していること。図書とおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、改善策を講じること。 ※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

指定なし □ 指定あり　（　平成　　年　　月　　日　）　他工事との取り合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努 □ 排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は
めること。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示 JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

(15) 仮設工事により手直し施工を行うこと。 に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。
1) 便所 □ 利用できる □ 利用できない(1) 提出図書　　□建築工事に準じる 通気管 □ 配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

7 工事概要2) 工事用水 □ 利用できる（有償） □ 利用できる（無償） □ 利用できない1） 工事書類　： ・施工計画書 ・打合記録 ・施工要領書 ※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用給排水衛生設備工事　3) 工事用電力 □ 利用できる（有償） □ 利用できる（無償） □ 利用できない・機器使用願 ・機器明細図 ・工程表　　　　・施工図等 (地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）(1) 給水設備工事※ 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する電力料2） 工事完成図書： ・品質確認書類 ・工事日報 硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)本工事は図示のごとくを工事範囲とし、直圧式により金は本工事に含まれる。・工事写真 ・安全・訓練実施記録 □ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)　所要の各所に給水する。直圧部の弁類は、水道局規格品JIS 10K を使用する。(16) 足場・完成図（竣工図｛製本3(原寸 1部､A3(見開き) 2部)｝・施工図｛製本1部｝） ※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。 RF-VPは屋外露出不可
1) 内部足場 □　脚立 □　足場板・機器完成図（ファイル等1部） □ 排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は(2) 屋外排水設備工事
2) 外部足場 □　A種　　    □　B種　　□　C種　　□　Ｄ種　　□　Ｅ種　　□　Ｆ種・保守に関する説明書（取扱説明書・保証書）　2部 JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品
3) 防護シート等による養生 □　適用する　　□　適用しない・機器性能試験成績書　1部 に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。に至る配管、桝を勾配に十分留意し敷設するものとする。

※設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21・総合調整測定表（試験結果・測定結果等）　1部 汚水管 □ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 042桝は公団型、現場打ちまたはプラスチック桝とする。
年4月）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び・官公署届出書類控、検査済証　1部 ※ 同上ＭＤ継ぎ手　JPF MDJ 002(3) 屋内排水通気設備工事
幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に・出来形確認書類　1部　等 土間・一般：　硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)本工事は汚水、雑排水を合流式により屋外桝に接続放流する。
よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場※ 竣工図・施工図はＣＡＤにより作成すること。 □ 土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)(4) 衛生器具設備工事
方式により行うこと。※ 工事写真は営繕工事写真撮影要領（平成28年版）に従い撮影すること。 衛生器具を所定の位置に附属金具により堅固に取り付けるものとし、陶器の ※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。

※ 建築包含工事の場合、監督員に確認のこと。 色は監督員と協議の上決定する。 □ 排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は
(17) 建築材料等 (5) 給湯設備工事 JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管RF-VP)規格品

1) 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とするほか 電気温水器による局所給湯方式とし、図示の各所に給湯する。 に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。
(2) 機器及び材料等 別記記載の指定資材及び参考見積メーカー又はこれらと同等品以上とする。 □ 鉛管 □ 排水・通気用鉛管　　SHASE-S203

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メーカーリスト）、 品質が求められる水準以上であれば、市内生産品の優先使用に努めること。 給湯管 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　JWWA K 140
機器明細図、現品、カタログ、その他諸資料を事前に届け出ること。

(一般　; SGP -HVA 　地中　; WHTLP 内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管）
尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メーカー品番を使用しているので、 2) 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力市内の取り扱い業者から購入するよう □ 水道用ステンレス鋼鋼管JWWA G 115
メーカー選定にあたっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による 努めること。

□ 一般配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3448
3) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品環境物品等の調達推進に関する法律（グリーン購入法）を考慮し、再生品などの
を使用すること。ただし認定製品が入手できない場合は、監督員と別途協議を行うこと。環境に優しい（環境物品）の調達に努める。
　　(認定製品の品名：                                                               )又、重量機器については、機器据付要領・耐震計算書もあわせて提出すること。 □ ガス管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）
4) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品

□ 土間：　塩化ビニル被覆鋼管（黒）
空調設備工事を使用するように努めること。(3) 官公署等への届出手続 □ ガス用ポリエチレン管　JIS K 6774　（地中：PE）

(1) 機器設備工事　　(認定製品の品名：　・間伐材製工事用バリケード・間伐材工事看板・間伐材表示板工事に伴う関係官公署への必要な諸手続きは、受注者が遅滞なく行い、これに
※ 地中埋設鋼管は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

本工事は、空冷ヒートポンプパッケージエアコンにより冷暖房をおこなうものとする。　　（　　　　　　　　　））要する費用も負担する。 上げた所までとする。
各機器の据付・試運転調整を含めて機器設備工事とする。1） 消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成 ガス事業者の供給規定に準じる□

・本工事(・建築工事・電気設備工事・機械設備工事) 　空調設備工事に於ける外気、室内の温湿度条件 □ 消火管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）
・別途工事 乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度% □ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(白）WSP041 (SGP-VS)

2） 防火対象物使用開始届出書 外気条件 夏期 34.5 27.3 57.6 ※ 地中埋設管VS は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち
書類の作成(機械設備図面の作成及び機械設備に関する部分の記入)を行うこと。 冬期 1.7 -1.3 49.6 上げた所までとする。

室内条件 夏期 26 - 成行き 屋外埋設排水 硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)
(4) 品質管理 冬期 22 - 成行き □ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)

工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。 (2) 配管設備工事 □ 排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管　AS-58 (RＥＰ-VU)
チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。 各機器間のドレン、冷媒配管をおこなう □ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管　JIS K 9797 (RS-VU)

ものとし、配管の振動及び共振に十分留意の上施工する。 ※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。
(5) 出来形管理 (3) 換気設備工事 □ コンクリート管　JIS A 5372（プレキャスト鉄筋コンクリート製品）

以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。 換気扇の設置ならびに付帯ダクト設備を行うものとする。 （1類水路用遠心力鉄筋コンクリート管）
1) 各種機器据付 □ 冷温水配管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

(19) 三重県産業廃棄物税・ 耐震強度（設計標準震度、アンカーの種類・サイズ確認・埋め込み深さ）
□ 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　JWWA K 140

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合・ 基礎寸法 ・ 水平、垂直等 (一般　; SGP -HVA）
には完成年度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税2) 配管・ダクト工事

□ 冷却水管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）
納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。なお、この期・ 支持間隔 ・ 振れ止め支持間隔 □ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　JWWA K116　(一般; SGP-VA, VB)8 総合調整間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集3) 屋外排水工事 □ フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 011　(一般; SGP-FVA, FVB)(1)　風量調整計）を超えて請求することはできない。・ 排水勾配 ・ 桝の深さ ドレン管 □ 配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）適用する 適用しない4) 水栓、リモコンスイッチ類の取付高さ 硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・VU)(2)　水量調整(20) 事故の発生時

□ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　JIS K 9798 (RF-VP)適用する □ 適用しない　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員へ通報するとともに、所定の様式(6) 製品確認 ※ 125A以下はVP、150A以上はVUとする。　RF-VPは屋外露出不可。(3)　室内外空気の温度測定により事故発生報告書を監督員が指示する期日までに監督員へ提出すること。発注者、受注者において仕様を決定し、製作するような規格品ではない製品については、試
適用する □ 適用しない　なお、事故発生後の措置について、監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、験・検査等を行う機器が整備された施設内において、監督員等が製品の確認を行うものとする。

(4)　室内外空気の湿度測定調査、検証等に協力すること。□ 適用する 適用しない
適用する □ 適用しない

(5)  室内気流及びじんあいの測定(21) 既設との取合い・養生(7) 耐震安全性の分類
□ 適用する 適用しない　本工事施工に伴う、既存設備の軽微な加工・改造は、本工事とする。構造体（　）類　　建築非構造部材（　）類　　建築設備（　）類

(6)  騒音の測定また、工事施工に際し、既存部分を汚損・破損等しないよう養生を行うこと。なお汚損・破損
□ 適用する 適用しない等した場合は、機能・仕上げ共、既設にならい復旧すること。(8) 機器の地震力（主要機器） 地域係数   (1.0)

(7)　飲料水の水質の測定(水道法施行規則第10条による水質検査）機器名
□ 適用する 適用しない設置階 （　　　） 設計標準震度Ks　(       ) 地域係数   (1.0)
のうち　一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、(22) 不正軽油の使用の禁止水槽類
有機物（全有機炭素（TOC）の量）、ｐH値、味、臭気、色度、濁度　について測定を行なうこと。1） 一般事項設置階 （　　　） 設計標準震度Ks　(       )

　 ※遊離残留塩素　については、上記適用の有無にかかわらず、測定を行なうこと。    工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用される車両（資機材等の搬入車
（8)　その他（　　）　　両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第144条の32（製造その他監督員が指示するもの

□ 適用する □ 適用しない　　等の承認を受ける義務等）の規定に違反する燃料をいう。）を使用してはならない。
2) 調査の協力　　冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編 ２．４．３により、次の
    受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。　書類の写しを監督員に提出すること。
　　また、受注者は下請負者等に同調査を協力するよう管理及び監督しなければならない。　 ・フロン回収行程管理票
3) 是正措置   ・特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）
    受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。　撤去する前にフロンを屋外機ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行うこと。
　　また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じる　パッケージ形空調機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合においても、上記に準じて
　　よう管理及び監督しなければならない。  冷媒の大気中への飛散を防止する措置を講じること。

(10) 中間技術検査

実施回数　（　　）回

 システムへ実績報告を行うこと。

 また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換・システム」へデータを入力し、工事完了時には

 利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

 受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、工事着手前及び工事完了後に「再生資源

(18) 建設副産物　情報交換システムの利用

■　機器設備工事 ■　換気設備工事■　配管設備工事

■　屋外給水設備工事 ■　屋内給水設備工事 ■　屋外排水設備工事

■　屋内排水通気設備工事 ■　衛生器具設備工事

■　浄化槽設備工事

接触ばっ気方式による合併処理浄化槽を設置し、汚水処理の上放流する。

(6) 浄化槽設備工事

■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

(9) 冷媒（フロン類）の回収　　　□適用する　　　　　■適用しない

　□　適用する　　　　　■　適用しない

■

■

　■

構内既存の施設　　■建築工事に準じる

□　給湯設備工事

本工事は、汚水、雑排水を合流方式とし、敷地内合併浄化槽

本工事は図示の位置に、ＦＲＰ製管処理能力２．８ｍ３/日、放流水質ＢＯＤ20ｍｇ/Ｌ、

■

■

■

■

■

■

□ □

NS M-01

津市　栗真中山町　地内

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

機械設備工事特記仕様書１

□ ■
□

断熱ドレンホース■

冷媒管 □ 銅及び銅合金継目無管　硬質、軟質または半硬質　JIS H3300

断熱材被覆銅管　原管はJIS H3300による。 製造者標準品

ただし、保温厚は　ガス管　20mm、液管　10mm(液管の呼び径が9.52mm

以下の断熱厚さは8mmとしてよい) とする。

※ 冷媒用銅管の肉厚は、冷凍保安規則関係基準の規定による。

□ 油管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452 溶接接合

□ 蒸気管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

□ ブライン管 □ 配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

※ 弁類 揚水ポンプ（二次側）、消火ポンプ（二次側）、水道直圧部は　10Ｋとし、それ以外は

5Ｋ とする。

塩ビライニング鋼管に使用する際は、管端防食コア付き、又はライニング弁を使用すること。

■

■
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3） 種別 共通事項
※ 横走り管の吊り間隔 給排水衛生設備配管の保温仕様 1) 陸上ポンプ、送排風機（エアハン含む）の電動機は、すべて全閉防まつ形とする。

鋼管 100A以下　　－　　2m 以下 １ ２ ３ ４ 2) 配管途中、要所にはフランジ接続箇所を設置し、取り外しを容易にすること。
125A以上　　－　　3m以下 屋内露出 保温筒 鉄線 合成樹脂製カバー 3) 系統が分かるように、必要箇所（機械室、ＰＳ内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付を

機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 原紙 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上 行うこと。手書きもしくはカッティングシートとする。
ビニル管  80A以下　　－　　1m 以下 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧保温筒 アルミガラスクロス粘着テープ天井内・ＰＳ内 4) 機器・配管・支持金物には、絶縁処理を行うこと。
耐火二層管 100A以上　　－　　2m以下 ポリエチレンフィルム暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 5) 配管に空気が滞留する恐れのある箇所には、エア抜き弁を設置し、最寄りの
銅管 ポリエチレンフィルム屋外露出 保温筒 鉄線 SUS鋼板仕上 ドレン管に接続すること。

※ 1） 排水管については、上表暗渠内（ピット内）の仕様を防食テープ巻きに読み替える。 6) 屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、構造体鉄筋より取り出す、
鉛管 1.5m以下 ※ 2） サヤ管工法；架橋ポリエチレン・ボリブデン管使用の場合は、上表保温不要。 もしくはあと施工アンカー工法の類とする。使用アンカーについては、

※ 3） 消火管の外部露出のは保温を行う。 機器仕様書、耐震クラス等を確認すること。また、重量機器にあと施工アンカー
鋳鉄管 標準図による 工法を採用する場合、ケミカルアンカーを使用し施工すること。

空調設備配管の保温仕様(R、G保温材の仕様のみ) 7) 機器、配管の耐震措置及び機器、ダクトの防振・消音については、標準仕様書
※ 横走り管形鋼振れ止め支持間隔 １ ２ ３ ４ ５ 、標準図、施工監理指針及び建築設備耐震設計・施工指針に基づき十分考慮

支持間隔 6m以下 8ｍ以下 12ｍ以下 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ屋内露出 保温筒 鉄線 合成樹脂製カバー すること。
鋼管 - 50A～100Ａ 125A～ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ アルミガラスクロス仕上機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 原紙 8) 雨がかり部に取り付けるガラリのチャンバーには、水抜きを設けること。
鋳鉄管 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ アルミガラスクロス仕上天井内・ＰＳ内 保温筒 鉄線 9) 屋外埋設管（給水、消火、ガス）には、埋設シートを敷設し、曲がり・分岐部には、
ビニル管 (温水・蒸気管以外) 地中埋設標を施工すること。
耐火二層管 25A～40A 50A～100A 125A～ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 着色アルミガラスクロス仕上暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 10) 冷水及び冷温水管の支持材には、合成樹脂製支持受けを使用すること。
銅管 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ屋外露出 保温筒 鉄線 SUS鋼板仕上 11) 水栓は、節水機構付きのものを使用すること。

※ 1) 冷媒管に断熱材被覆銅管を使用した場合の保温種別 12) 冷媒管等防火区画貫通部は、建築基準法・消防法に適合する工法にて
※ 冷媒用銅管の横走り管の支持間隔 □ 保温化粧ケース仕上 □ ポリスチレン成形の上、SUS鋼板仕上(屋外露出部分） 防火処理を行うこと。

基準外径　9.52mm 以下　　吊り間隔　 1.5m以下 ※　液管・ガス管共吊りの場合は 13) 地中埋設配管については、下記の沈下対策を講ずること。
基準外径　12.70mm 以上　吊り間隔　　2.0m以下 液管の外径を基準とする。 機器保温仕様 ・ 管は継ぎ手の組み合わせにより可とう性をもたせる。
形鋼振れ止め支持間隔は、銅管に準ずる。 １ ２ ３ ４ ５ ・ 接続箇所は必要に応じコンクリートで保護する。

冷水・冷温水タンク ・ 土間配管は、土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持すること。
(2) ダクト工事 鋼板製タンク 鋲 保温板 ポリエチレン 鉄線 SUS鋼板仕上 ・ 呼び径100A以下はM10、125A～250AはM12、250A以上はM16のステンレス

矩形ダクト □ 亜鉛鉄板　JIS G 3302 (SGCC 、SGCCA)　鍍金付着Z18以上 冷水・冷温水ヘッダ カラー鉄板(屋内）フィルム 棒鋼を使用する。
□ ステンレス鋼板　JIS G4305 温水・膨張・還水 14) 屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、SUS又はSS溶融亜鉛

工法 □ アングルフランジ工法 貯湯タンク 鋲 保温板 鉄線 SUS鋼板仕上 メッキ仕上げとすること。
□ 共板フランジ工法 温水・蒸気ヘッダ カラー鉄板(屋内） 15) 屋外設置のマンホール類には用途名を入れること。
□ スライドオンフランジ工法 熱交換器 16）合成樹脂製カバーの仕上げについては、保温見切り箇所には菊座の取り付けを

形鋼補強 □ 山形鋼　　　JIS G 3101 □ SUS鋼材　　JIS G 4317 ※ １）密閉式膨張タンク及び、プレート形熱交換器は、保温施工不要 行うこと。
丸ダクト　　 スパイラルダクト 17) 送風機用ベルトカバーには点検口を設けること。

□ 下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管　(多湿箇所）　AS-62 (RS-VU) ダクト・チャンバー・煙道 保温仕様 18) 建設発生土は場外自由処分とすること。
１ ２ ３ ４ ５

(3) 保温塗装工事 鋲 保温板 カラー鉄板長方 屋内露出 一般・廊下
1） 材料 部分的に材料を変更する場合は、図面内に明記すること。 アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ鋲形ダ 機械室

グラスウール保温材 保温筒　JIS A 9504 2号　40K アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ鋲クト 屋内隠蔽、ＤＳ内
（屋内一般等） 保温板、保温帯　JIS A 9504 2号　40K 鋲 保温板 ポリエチレンフィルム 鉄線 SUS鋼板屋外露出、多湿箇所
給水管 □ 排水管 □ 給湯管 □ 温水管 保温帯 鉄線 カラー鉄板スパ 屋内露出 一般・廊下

□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □ アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープイラ 機械室
（屋外等） アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープルダ 屋内隠蔽、多湿箇所
給湯管□ □ 温水管 □ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 保温帯 鉄線 ポリエチレンフィルム 鉄線 SUS鋼板クト 屋外露出、多湿箇所

□ 冷媒管 □ □ □ 鋲 保温板 ガラスクロス 銅亀甲金網サプライチャンバー
鋲 保温板 ガラスクロス消音チャンバー、エルボ

□ ロックウール保温材 保温板、保温帯、ブランケット アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ鋲排煙ダクト長方形 屋内隠蔽
（防火区画貫通部等） 1号JIS A 9504 アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープ排煙ダクト　円形 屋内隠蔽

□ 給水管 □ 排水管 □ 給湯管 □ 温水管 ブランケット 鉄線 カラー鉄板煙道
□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □ 消火管 ※ １）排煙ダクトは、ロックウール保温板、保温帯、1号を使用。

※ ２）煙道ブランケットは、JIS G 3554 (亀甲金網）による亜鉛鍍金を施した網目16線径0.55

による防錆処理を施した平ラス0号で外面補強したものを使用。
□ ポリスチレンフォーム保温材 保温筒　JIS A 9511 3号 ※ ３）銅亀甲金網は、JIS H 3260 網目10、線径0.5

（屋内一般等） 保温板　JIS A 9511 3号
冷水管（2～4℃）□ 給水管 □ 排水管 □ 冷水・冷温水管 □ 配管用炭素鋼鋼管の塗装仕様　　

□ ブライン管 □ □ □ 塗り回数
機材 状態 塗料の種別 備考（屋外等） 下塗り 中塗り 上塗り

給湯管□ 給水管 □ 排水管 □ □ 冷水・冷温水管 白管 露出 調合ペイント １ １ １ 下塗りはさび止めペイント
□ ブライン管 □ 消火管 □ □ 黒管 露出 調合ペイント ２ １ １ 下塗りはさび止めペイント

※ １）ねじ切りした部分の鉄面は、さび止めペイント2回塗りを行う。
調合ペイント塗り塗料 JIS K 5516（合成樹脂調合ペイント）　1種 

（露出） 4） 施工
□ 給水管 排水管 □ 通気管 □ ドレン管 ダクト保温施工範囲
□ ガス管 □ 消火管 □ 油管 □ 冷却水管    １．ＳＡ

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2) 保温厚 　 ２．ＥＡ
・ グラスウール、ロックウール □ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保温厚　（mm） 20 25 30 40 50    ３．ＲＡ
給水・排水・ドレン・給湯 ～80A 100～150A - 200A～ - □ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
膨張・温水・消火管   　４．ＯＡ
蒸気管 ～25A - 32～50A 65A～ -

冷水・冷温水・冷媒管 - - ～25A 32～200A 250A～ チャンバー内貼施工
　 □ 内貼あり（　　　　　　ｍｍ　）　  　□内貼なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　）

・ ポリスチレンフォーム

保温厚（mm) 20 25 30 40 50 65  (4) スリーブ工事
給水・消火・排水管 ～80A 100A～ - - - - 1.管スリーブの径は、原則として、管の外径（保温されるものは、保温厚さを含む）
冷水・冷温水管 - - ～25A 32～200A 250A～ - より40mm程度大（=2サイズUP)なるものとする。
冷水管（冷水温度2～4℃） - - ～20A 25A～100A 125A～ - 箱抜きスリーブは、木枠又は鋼板(実管ダクト）とする。
ブライン管 - - - ～25A 32～80A 100A～ 2.地中部分のスリーブは、塩化ビニル管(VU)とし、水密を要する部分のスリーブは、

つば付き鋼管とする。
・ 機器ダクト保温厚 3.その他のスリーブは、特記なき限り、紙ボイドとする。紙ボイド使用の際は、

保温厚 配管前に必ず撤去のこと。
25mm ダクト(屋内露出［機械室、書庫、倉庫］、隠蔽部）、消音チャンバー・エルボ

膨張タンク、鋼板製タンク、排煙ダクト隠蔽部(ロックウール）

50mm ダクト(屋内露出［一般居室、廊下］）、サプライチャンバー、貯湯タンク類

冷水・冷温水・温水・環水タンク、熱交換器、冷水・冷温水・温水・蒸気ヘッダー

排気筒隠蔽部（ロックウール）

75mm 煙導（ロックウール）

■

■

■

■

■

NS M-02

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

機械設備工事特記仕様書２
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既設給水本管より分岐

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

1/300

Ｍ

地中埋設表示

鉄ピン

コンクリート杭

25

散水栓 GV20(VC-P) 20
以降平面図参照

Ｕ字溝W400
+480 12,500+50

敷
地

境
界

線

60,000

既設
Ｕ字溝W450

Ｃ杭Ｃ杭

鉄塔

+530

-100 +330

27
0

既設

≒2,000

看的兼器具庫

敷地境界線

2.0M×4.0M

盛土(H=100)

的（新設）

既設

浄化槽

3,
00
0

敷地境界線

敷
地

境
界

線

12
00

植込み

道路境界線

北部市民センター

ゲートボール・コート

弓道場新設

津市北部運動広場

植込み

植込み

前面道路幅員

-640

-380

-470

-100

+650

(FL)

+430

+20

-470

+380

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

10
00

0

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

植込み

3,200

敷地境界線

90
0

31
0

31
0

90
0

+380

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷地境界線

b

b

a

a

敷
地

境
界

線

植込み

-640

鉄板敷き

Ｕ字溝W200（既存のまま）

スロープ

2,650

駐車場

M-03

※埋設給水管には埋設表示テープを布設すること。

-400

掘方埋戻しは機械設備工事

掘方埋戻しは機械設備工事

掘方埋戻しは機械設備工事

以降水飲み場

以降北部市民センター系統
25(既設)

配管材料は水道局指定品

量水器25A(貸与)

量水器ボックス(水道局指定品)
伸縮止水栓25A

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

給排水設備　配置図
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仕様名称

衛生器具表

(LIXIL参考型番) (TOTO参考型番) 通
路

男
子
便
所

女
子
便
所

屋
外

合
計

設置場所

洋風大便器

1

LT式(手元洗浄ﾎﾞﾀﾝ･AC100V)､床給水･床排水､ﾌﾀ有、洗浄便座(AC100V)BC-P20HM,DT-PA250HCH LT式(手元洗浄ﾎﾞﾀﾝ･AC100V)､床給水･床排水､ﾌﾀ有、洗浄便座

二連紙巻器 YH702 棚付CF-63HST 棚付

自動洗浄小便器 UFS900R AC100V 低ﾘｯﾌﾟ壁掛型　節水ﾀｲﾌﾟAC100V 低ﾘｯﾌﾟ壁掛型　節水ﾀｲﾌﾟU-A51AP

ｶｳﾝﾀｰ式楕円洗面器 台付自動水栓,壁給水,壁排水

洗面器2個設置

ｶｳﾝﾀｰ

ｶｳﾝﾀｰ

化粧鏡 YM3560A 350×600HKF-4060 350×600H

散水栓（箱共） T28UNH13 B-3 2 2

1 2

1

1 1

21 3

1 2

1

3

3

770L,500D　1面ｴﾌﾟﾛﾝ,下部前面ﾊﾟﾈﾙ無し 洗面器1個設置

1370L,500D　2面ｴﾌﾟﾛﾝ,下部前面ﾊﾟﾈﾙ無し

ML50

ML50

CS597,SH596BAYR

L530,TEN77G1台付自動水栓,壁給水,壁排水L2260,AM-200CV1

LF-33-13-CV B-3

2 2

一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計

設計番号 年　月　日 縮尺 ＮO．

三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2

NS M-04

MB-600SS

MB-600SL 1370L,500D　2面ｴﾌﾟﾛﾝ,下部前面ﾊﾟﾈﾙ無し

770L,500D　1面ｴﾌﾟﾛﾝ,下部前面ﾊﾟﾈﾙ無し

洗面器2個設置

洗面器1個設置

塩ビ製排水桝

排水管

桝
深

さ

立管

Ｇ．Ｌ

蓋

排水桝　詳細図

枠（硬質塩ビ）
シールリング（合成ゴム）

塩ビ製蓋　詳細図

記号 名称 機器仕様

機器表

設置場所 台数 備考・参考型番

電気温水器

電　源

貯湯量

AC100V　消費電力　1.1kW

12L

その他 ｳｨｰｸﾘｰﾀｲﾏｰ　自動給排水　

EWH-1 控室 1

開放式排水

REW12A1BH

水栓接続用ﾌﾚｷﾁｭｰﾌﾞ×2本

ｱﾝｸﾞﾙ止水栓

1L型手すり KF-920AE70D12 T112CL10

ﾐﾆｷｯﾁﾝ (建築工事) (1) (1)換気扇は建築工事とする

1 1ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞ-混合水栓 SF-WL435SY TKGG30E

1跳ね上げ手すり 該当品無し T112HPL/RS,固定金具共 1

1

2 3

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

器具表
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一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号
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月 日特記
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三重県津市白塚町5188 TEL:059-231-8893 FAX:059-231-8897

登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計

原図:A2
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※　ウォーターハンマー防止の対策は、流速が1.5～2.0m/ｓ以下なるように給水管の口径を決定する。

排水管の勾配は屋内1/50、屋外1/100以下を標準とする。

100

100

1
00

25
GV25(VC-P)

25
2
5

許 容 最 大器 具 排 水負 荷 単位 数

３ 階 建又 は

の 合 計

ブ ラ ンチ 間
隔 ３ を有 す
る １ 立て 管

１階 分 又は
１ブ ラ ンチ
間隔 の 合計

３ 階建 を 超え る 場 合 排 水横 主 管及 び 敷地 排 水管

１ 立 て管 こ う 配

排水 横 枝管

管

径

（㎜ ）

排 水管 径 と許 容 最大 器 具は 井 水負 荷 単 位数

１／９６ １／６７１／１９２

３０
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１８０

３９０

７００ ７８４

－－ －－

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ）

＊ 1

＊ 2 ＊ 3

１／４８

－－

２１

２４

２７

２１６

４８０

８４０

－－

（I）

１／８３

（Ｇ）

７３８

（Ｈ）

排水横枝管とは、器具排水管からの排水を、排水立て管又は排水横主管へ導くあらゆる横走管をいう。＊1

＊2

＊3

大便器２個以内とする。

大便器６個以内とする。

大便 器

洗面 器

排 水 負荷 単 位

数 計

敷 地 排水 管

器 具

小便 器

（洗浄ﾀﾝｸによる場合）

設 計 口径

決 定口 径

排 水負 荷 単位 合 計
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75

E

F

125

125 G

125

２ ８

26

100

100

75
100

Ｎ

平面図　1/100

審判席 会議室

玄関ホール

男子更衣室

（巻藁室兼用）

射場

女子便所

射位

ポーチ

控通路

進行記録席

男子便所

X1 X2 X3

Y1

Y2

敷地境界線

敷地境界線

スロープ

MK

IH

女子更衣室

1

2

3

H

寸法 蓋仕様 地盤高さ

φ200

管底(基準GL) 備考

建築図参照塩ビ蓋 -450

-480

-560

-600

-640

-750

-780

-350

-300

φ200 塩ビ蓋 -280

-465

φ200 塩ビ蓋 建築図参照

φ200 塩ビ蓋 建築図参照

φ200 塩ビ蓋 建築図参照

φ200 塩ビ蓋 建築図参照

φ200 塩ビ蓋 建築図参照

φ200 塩ビ蓋 建築図参照

φ200 塩ビ蓋 建築図参照

φ200 塩ビ蓋

φ200 塩ビ蓋

建築図参照

建築図参照

建築図参照

90L

90L

90Y

45Y

45Y

45Y

45L

45L

45L

90L

D

E

記号

桝リスト

A

B

C

F

G

1

2

3

H

※管底は参考

塩ビ製汚水桝

塩ビ製汚水桝

塩ビ製汚水桝

塩ビ製汚水桝

塩ビ製汚水桝

塩ビ製汚水桝

塩ビ製汚水桝

塩ビ製汚水桝

塩ビ製溜め桝

塩ビ製溜め桝

塩ビ製溜め桝

名称

45L

M-05

合併浄化槽

FRP製　14人槽

100

40

通気金具100

GL+3000まで立上げ

ﾍﾞｰｽ・化粧ｽﾗﾌﾞ

敷
地

境
界

線

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱(電気設備工事)

100(露出部塗装仕上げ)

65 B

25

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

給排水設備　平面図（屋外）
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登録番号（１）第２１１８号

Ｕ 建 築 設 計
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Sトラップ

Sトラップ

（ａ）洗面器、手洗器の場合

「建築基準法施行令第１２９条の２の２第３項」

に規定する排水トラップ、通気等を設置する等衛生上必要なの措置について

「建築基準法施行令第１２９条の２の５第２項第二号」

あふれ面

吐水口端

吐水口空間 表面張力による水位上昇

給水管の内径と吐水空間の目安

吐水口周辺近くに 吐水口周辺近くに
壁のない場合 壁のある場合

吐水口空間
給水管の内径（㎜）

１３以下 ２５ ４０

１９以下

２５以下

２５　超

５０

５５

７５

有効開口径の２倍 有効開口径の３倍

４０

あふれ縁

50VP

流し台

流し排水トラップ
T14AA50

FL

（ｂ）　流し台の場合

（C）　掃除流しの場合

Sトラップ Sトラップ

65VP 65VP

「建築基準法施行令第１２９条の２の２第３項」

に規定する排水トラップ、通気等を設置する等衛生上必要なの措置について

流し排水トラップ規格 JCW202

に規定する吐水口空間

　構造の防火区画との隙間を埋める材料の種別

・給水管、配電管その他の管が防火区画等を貫通する部分の構造

排水トラップの措置について

排水トラップの措置について

吐水口空間要領図

排水トラップの措置について

（ａ）貫通部において保温が必要な配管

モルタル等の不燃材料を充填

不燃材料の配管

ロックウール保温材

保温材

モルタル等の不燃材料を充填

不燃材料の配管

（ｂ）貫通部において保温が必要ない配管
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50（露出部塗装仕上げ） 50（露出部塗装仕上げ）

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

給排水設備　平面図（屋内）



一級建築士事務所 一級建築士第２４８１６０号

内 田 　 貴 之

月 日特記

設計
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原図:A2

凡　　　例

図示記号 名　称 配管材料・保温塗装仕様

R 冷媒管 メーカー指定品

D ドレン管 断熱ドレンホース

ダクト 鋼板製ダクト

冷暖房機器仕様

記号 形式 冷房能力 暖房能力 定格消費電力(KW)圧縮機出力 電源
KW KW KW 60Hz

冷房時 暖房時

標準ペア

特記事項 １、冷暖房能力は,外気温度、室内温度、湿度ともJIS条件とする。
３、インバーター能力、消費電力は参考値とする。

ACR-1 壁掛けエアコン 単相

機　器　表

記号 形式 風量 機外静圧 電源 消費電力 付属品 参考型番 数量
CMH Pa kW

EF-1 単相100V 取付枠 2

24時間(弱運転) (弱：20)

VF-1 単相100V天井換気扇
低騒音形

VF-2 60 単相100V 1天井換気扇
低騒音形 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

24時間(弱運転) (弱：50) (弱：20)

60 単相100V 1天井換気扇 0.048
低騒音形 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

1ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ(SUS,深形)

VF-3

VF-4 ﾐﾆｷｯﾁﾝ附属ﾌｧﾝ
本体別途

200 40 VD-18ZC10 2

120

(弱：20)

壁付換気扇
木調格子ﾀｲﾌﾟ

450 0.016 ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS)
防鳥網(SUS)

EX-25EX6

電気式ｼｬｯﾀｰ

特記事項 １、消費電力は参考値とする。

OA-1 給気グリル

VD-15ZLPC10-S

VD-20ZLC10

2
ﾌｨﾙﾀｰ内蔵

P-18GSF3

200

0.023

0.0295

4.0
200V(0.6～4.5)

5.0
(0.6～7.5)

1.1 1.25 1.33

２、屋内ー屋外機器間電源、リモコン共本工事とする。

５、転倒防止金具を取付けること。

NS M-07

数量備考・参考型番

1

冷媒配管
液管/ｶﾞｽ管

6.35/9.52

室内外連絡線

VVF2.0-3C

４、グリーン購入法適合品とする。
６、機器の製作仕様は国土交通省仕様とする。但し該当しない機器については製造者標準仕様による。

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

空調・換気設備　機器表

屋外露出：ポリスチレン保温材成形＋SUS鋼板ラッキング

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞφ150(SUS,深形)ガラリ付

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞφ100(SUS,深形)ガラリ付

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞφ150(SUS,深形)ガラリ付

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞφ150(SUS,深形)防虫網付

ﾜｲﾔﾚｽﾘﾓｺﾝ　ﾘﾓｺﾝﾎﾙﾀﾞｰ
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A ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽS

ACR

1

24H

φ150

φ150
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φ150

φ150

VF

1

VFVF

1

1

23

換気量計算書 居室（建築基準法に基づく24時間換気）

部屋名 面積 天井高 容積 24時間換気 換気種類 EA換気量 ＥＡ機種名 台数 24時間換気判定 備考

（㎡） （ｍ） （ｍ3） 換気回数 必要換気量 (ｍ3/ｈ) 換気量 容積 換気回数 判定
（回/ｈ） (ｍ3/ｈ) (ｍ3/ｈ) （ｍ3） （回/ｈ）

0.3 第３種 200 1 ○

0.3 第３種 VF-2 1 ○

24H
OA

OA

会議室

女子更衣室

15.0

8.75

2.60

2.60

39.0

22.75 6.83

11.70 VF-3

120

39.0

22.7520

24時間対応：弱運転(50m3/h)

24時間対応：弱運転(20m3/h)

50 1.2
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玄関ホール

男子更衣室

（巻藁室兼用）
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三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

空調・換気設備　平面図



第３５条第１項の大臣認定による分離嫌気ろ床担体流動方式

浮上防止用アンカー詳細図
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参考図
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建築基準法第６８条の２６第１項の規定に基づき、同法施行令

三重武道館弓道場（遠的）新築その他工事

合併浄化槽　詳細図（参考）

処理対象人員

日平均汚水量

機器仕様表

口　径
入　力 吐出量

台　数

ブロワ

機器名

０．０５１ｋｗ １台φ１３ ０．０８　ｍ ３／ｍｉｎ

（５０／６０Ｈｚ） （５０／６０Ｈｚ）

流入水質

放流水質

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ　ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ　ＳＳ１６０ｍｇ／Ｌ　Ｔ－Ｎ４５ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ　ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ　ＳＳ　２０ｍｇ／Ｌ　Ｔ－Ｎ２０ｍｇ／Ｌ

１４人

２．８ｍ ３ ／日

総容量

担体流動槽

項　目

嫌気ろ床槽

沈殿分離槽

消毒槽

沈殿槽

容　量　表

ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３

設計容量

ｍ ３

ｍ ３

１．６３５

１．５１９

０．７２９

０．０４４

４．８６３

０．９３６

（単相・１００Ｖ）

放流ポンプ槽 ｍ ３

放流ポンプ ２台

異形棒鋼　ＳＤ２９５Ａ

４０ｄ　ｄ：鉄筋径

設計基準強度　ＦＣ＝２１Ｎ／ｍｍ ２

鉄　筋

定着及継手

一　般　事　項

コンクリート

０．１３　ｋｗ３２Ａ ０．０８　ｍ ３／ｍｉｎ

０．０７４

下記の処理を怠ると、浄化槽内で発生する塩素ガス等が浄化槽内および電線管の接続先

付近に設置している機器類を腐食させて、機器の破損、故障を生ずる恐れがあります。

放流ポンプ槽排気管について

注１）放流ポンプ槽の排気管は必ず接続して下さい。

注３）排気管は途中で水たまりが出来ないように、適切な勾配で配管して下さい。

　　　Ｖ字配管で、配管内が水たまりで水封されると排気管の設置効果がなくなります。

注４）電線管の両端は、シリコンまたはパテ等でコーキング処理を必ず行って下さい。

注２）排気管の放出先は、側溝の最大水位より上に設置して下さい。設置位置の目安は

　　　側溝の最大水位より100ｍｍ以上、上部とします。

※全高にはかさ上げ３００Ｈ含む

※アンカーは土木工事に含む（材工共）

※無荷重

※管理用水栓は１０ｍ以内に設置すること(浄化槽工事範囲外）


